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N10014

ははじじめめにに

■ IBM Unica テクニカルサポートへの問い合わせ
N40001

IBM Unica テテククニニカカルルササポポーートトへへのの問問いい合合わわせせ
ドキュメントを参照しても解決できない問題が発生した場合は、社内のサポート担当者
からIBM Unica テクニカルサポートに問い合わせることができます。 このセクションの
情報を参照すると、問題を効率的に正しく解決できます。

サポート担当者でない場合は、社内のIBM Unica 管理者に問い合わせてください。

収収集集すすべべきき情情報報
IBM Unica テクニカルサポートに問い合わせる前に、次の情報を収集する必要がありま
す。

• 問題に関する簡単な説明。

• 問題発生時に表示される詳細なエラーメッセージ。

• 問題を再現するための詳細な手順。

• 関連するログファイル、セッションファイル、設定ファイル、およびデータファイ
ル。

• 使用している製品およびシステム環境に関する情報。この情報は以下の「システム
情報」の説明に従って取得できます。

シシスステテムム情情報報
IBM Unica テクニカルサポートに問い合わせるときに、使用環境に関する情報が求めら
れることがあります。

その問題が発生してもログインできる場合、この情報の多くは[バージョン情報]ページ
で確認できます。このページにはインストールしたIBM Unica アプリケーションに関す
る情報が表示されます。

[バージョン情報]ページにアクセスするには、[ヘヘルルププ] > [ババーージジョョンン情情報報]を選択しま
す。 [バージョン情報]ページにアクセスできない場合は、各アプリケーションのインス
トールディレクトリにあるversion.txtファイルを表示するとIBM Unica アプリケー
ションのバージョン番号を確認できます。
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はじめに

IBM Unica テテククニニカカルルササポポーートトのの問問いい合合わわせせ先先
IBM Unica テクニカルサポートへの問い合わせ方法については、IBM Unica 製品テクニ
カルサポートのWebサイト(http://www.unica.com/about/product-technical-support.htm)
を参照してください。
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N1001B

1 ははじじめめにに

■ IBM Unica Optimizeについて
■ Optimizeを使用する利点
■ Optimizeデータフローについて
■ Campaignについて
■ Campaignでの重要な概念
■ Optimizeでの重要な概念
■ Optimizeの使用
■ マルチロケール環境でのOptimize

N50001

IBM Unica Optimizeににつついいてて
Optimizeは、複数のマーケティングキャンペーンにおける推奨オファーとチャネルを見
ながら、各顧客に対して最適なコンタクト戦略を決定できるCampaignのWebベースの
拡張機能です。Optimizeにより、コンタクトの負担を制限し、競合オファーを避け、
チャネルまたは インベントリキャパシティ制限を満たし、マーケティング投資収益
率(ROI)を最大化できます。

Optimizeを利用することにより、会社の目標と目的を満たしながら、タイミングの良
い、妥当なオファーを顧客に効果的に提供して、レスポンス率とROIを上げ、収益力の
ある顧客との良好な関係を築くことが可能になります。

N60001

Optimizeをを使使用用すするる利利点点
Optimizeでは、1つのキャンペーンで使用できるローカルデータだけでなく、はるかに
高いレベルのビジネス制約(たとえば、アウトバウンドコールセンターのキャパシティ
など)を考慮した、複数のキャンペーンにまたがった全体的なデータを使用したより大
きなターゲットプールの中から、特定のオファーにとっての最適な候補を見つける複雑
なルールセットを適用することができます。 つまり、Optimizeにより、1つのキャン
ペーンまたはオファーだけでなく、ビジネス全体で、マーケティングを最大化すること
ができます。 Optimizeはキャンペーンをまたいで動作するので、顧客への過剰コンタク
トを回避したり、貴重な顧客がコミュケーションの受け取りを拒否したり、読まずに処
分してしまう可能性を低くすることができます。 大きな初期選択から開始するので、
ビジネス制約に沿った全体的な最適性を確保しながら、今までは資料不足だった顧客
ベースのセグメントも考慮対象にできます。

顧客データからマーケティングキャンペーンのターゲットを選択するようにCampaign
を構成します。 この選択プロセスは非常に簡単で構いません。
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1 - はじめに

• 女性顧客

またはより複雑な選択:

• 年収$45,000以上で、90日以内に当社製品を購入し、30日以上コンタクトを取って
いない25～45歳の範囲の女性顧客

ただし、製品またはオファー中心のマーケティング構造の場合、複数のキャンペーンデ
ザイナが、担当の製品またはオファーにとっての最適なターゲットを奪い合います。
この場合、次のような問題が発生します。

• キャンペーン間の衝突—複数のキャンペーンが同じ顧客をターゲットとする場合、
キャンペーン間の衝突が発生します。 たとえば、2つのキャンペーンがあり、最近
引っ越した人に対して抵当融資の借り換えオファーを作成しているデザイナと、最
近口座を開設した人に対して無料オンラインバンキングのオファーを作成している
デザイナがいるとします。 このようなキャンペーンでは、ターゲットとなる顧客が
重複する可能性が高くなります。

• 顧客の負担—同じ顧客に繰り返しコンタクトを続けていると、レスポンス率が下が
ります。 最適な顧客の多くは、実質どのオファーにとっても良い候補者になり得ま
す。 キャンペーンで最上位層の顧客または最も忠実な顧客を選択することにより、
通常、ターゲットの重複が起こります。

• 機会の喪失—あるオファーについて非常に見込みのある候補であるにもかかわら
ず、現在の選択プロセスでは常に無視されてしまう顧客が出る可能性があります。

Optimizeのの利利用用
たとえば、次のような場合を考えてみましょう。

マーケティングチームのあるメンバが、担当領域の店舗でのロイヤルティカードの最近
の使用に基づいて高価値顧客を識別するキャンペーンを作成します。 この基準を満た
す顧客には、数店の大店舗で実施されるプライベート紹介客のみのセールスイベントの
チケットが送信されます。

マーケティングチームの別のメンバは、Webサイトチャネルで使用された金額に基づい
て高価値顧客を識別するキャンペーンを作成します。 この基準を満たす顧客は、オン
ラインストアに次回ログインしたときにオンライン専用特別クーポンを受け取ります。

マーケティングチームのまた別のメンバは、ロイヤルティカードを長期使用していて、
かつ、使用金額が常に大きい顧客を高価値顧客とするキャンペーンを作成します。 こ
の基準を満たす顧客は、店舗使用可能なクーポンを郵送で受け取ります。

これら3つすべてでなくても、2つのマーケティングキャンペーンには多くの顧客が当て
はまる可能性があります。 過度なコンタクトは、ビジネスの障害になり、マーケティ
ングキャンペーン同士で互いに顧客獲得を邪魔し合うことになります。 たとえば、高
価値顧客がWebクーポンと店舗クーポンの両方を受け取った場合、その顧客は、たいて
いの場合、どちらにしても同額の金額しか使いません。結果、1つのコンタクトは無駄
になり、1つのキャンペーンのレスポンス率は低くなります。 さらに、同期間におけ
る15%オフクーポンと20%オフクーポンを同じ顧客に送った場合、確実に15%オフクー
ポンのレスポンス率は下がります。 ここで、顧客の負担問題を解決するために、「1か
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Optimizeデータフローについて

月間で送信可能な電子メールのコンタクトは4つまで」または「14日間経たないとダイ
レクトメールを送ることはできない」などのビジネスルールを使用することができま
す。 ただし、個々のキャンペーンに相互の関連性がないので、この戦略では、「招待
客のみのセールスイベントオファーを受け取った顧客は店舗クーポンは受け取らない」
といったガイドラインはサポートできません。

顧客中心(たとえば、セグメントベース)マーケティングを展開するキャンペーンは、こ
のようなオファー競合を大部分回避できます。個々のキャンペーンが、顧客セグメント
へのコミュニケーションストリーム全体を制御するためです。 このセグメントベース
のアプローチには利点がありますが、この方法は、通常、製品中心を顧客中心へとマー
ケティング構造を変更するという困難な、時間のかかる作業になります。

Optimizeを使用することにより、これら3つの状況を解決する制約またはルールのセッ
トを作成して、顧客プール全体に対して、それぞれについて最適な候補を決定できま
す。 最大パッケージ数ルールを使用して、顧客が受け取るオファー数を制限できま
す。 AとBを共に送らないルールを使用して、招待客のみのセールスイベントオファー
を受け取っている顧客にはクーポンの送付はされないようにできます。 各マーケティ
ング担当者は、各オファーのスコアを決定します。Optimizeは、特定のルールと制約を
満たすコンタクトリストを提供することにより、コンタクトを最適化します。 それか
ら、マーケティング担当者は、担当オファーに対応したコンタクトを抽出し、各キャン
ペーンでグローバルに最適化された顧客セットを利用することにより、キャンペーンを
完成します。

N70001

Optimizeデデーータタフフロローーににつついいてて
Optimizeは、1つ以上のCampaignフローチャートから推奨コンタクトのリストを取得
し、推奨リストにルールを適用し、最適化されたコンタクトリストを生成します。

次の図は、CampaignとOptimize間のデータフローを示しています。

1. Campaignフローチャート

2. 推奨コンタクト

3. Optimize最適化アルゴリズム

4. Optimizeセッションからの制約ルール

5. Optimizeセッションからのビジネスルール
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6. コンタクト履歴

7. Campaignからのセグメントとオファーリスト

8. 最適化コンタクト

Campaignで、推奨コンタクトを選択するフローチャートを作成します。 それから、作
成した制約やビジネスルール、コンタクト履歴、その他必要な顧客データを取得し、最
適化アルゴリズムにより推奨コンタクトにこれらを適用するOptimizeセッションを作成
します Optimizeセッションは、最適化されたコンタクトリストをCampaignに返しま
す。 そして、コンタクトプロセスを使用するフローチャートでこの最適化リストを使
用できます。 コンタクトプロセスは、コンタクトリストの管理と出力、ターゲット
オーディエンスの処理、およびデータの記録を行う完成キャンペーンの実際の実行を制
御します。

N80001

Campaignににつついいてて
Campaignは、ダイレクトマーケティングキャンペーンの設計、実行、および分析を行
うことができるWebベースのエンタープライズマーケティング管理(EMM)ソリューショ
ンです。Campaignは、顧客IDリストの選択、抑制、セグメント化、サンプリングとい
うダイレクトマーケティングプロセスをサポートする、操作が簡単なグラフィカルユー
ザインタフェースを提供します。

ターゲットを選択したら、Campaignを使用して、オファーの割り当て、電子メールの
送信などによるマーケティングキャンペーンの定義および実行を行うことができます。
また、Campaignを使用して、出力リストを作成したり、コンタクト履歴にコンタクト
を記録することによりキャンペーンへのレスポンスを追跡して、次のキャンペーンにそ
の情報を使用することもできます。

N90001

Campaignででのの重重要要なな概概念念
Optimizeを使用する前に、Campaignでの重要な概念を理解している必要があります。

詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照してください。
ND0002

キキャャンンペペーーンン
キャンペーンはマーケティングにおいて、マーケティングコミュニケーションや販売の
目標を達成するために実行される、関連のアクティビティやプロセスとして選択されま
す。Campaignには、設計、テスト、自動化および分析を支援するマーケティングキャ
ンペーンを表す、キャンペーンと呼ばれるオブジェクトも含まれます。

キャンペーンには、キャンペーンの実行用データに関する一連のアクションを設計する
ため、1つまたは複数のフローチャートが含まれます。

NE0001
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Campaignでの重要な概念

フフロローーチチャャーートト
Campaignでは、フローチャートが、プロセスと呼ばれるビルドブロックで定義したと
おりに、データ上で実行する一連のアクションを表します。 フローチャートは、スケ
ジューラや定義されたトリガによって手動で実行することができます。

フローチャートは、ダイレクトメールに適した受信者を決定し、受信者のグループで
メーリングリストを作成し、1つまたは複数のオファーに受信者を関連付けることなど
により、特定のマーケティングの目的を達成するために使用します。 また、キャン
ペーンに応答した人をトラッキングして処理し、キャンペーンの投資収益率を計算する
こともできます。

各キャンペーンでは、キャンペーンを実装するために1つまたは複数のフローチャート
を設計して、フローチャートを作成するプロセスを構成して、必要なデータ操作やアク
ションを実行できるようにします。

各フローチャートには次の要素があります。

• 名前

• 説明

• 1つまたは複数のデータソースからマップされた1つまたは複数のテーブル

• マーケティングロジックを実装する相互接続されたプロセス
NF0001

オオフファァーー
オファーは、さまざまな方法で配信される単一のマーケティングメッセージを表しま
す。

Campaignでは、1つまたは複数のキャンペーンで使用できるオファーを作成します。

オファーは次の状況で再利用されます。

• さまざまなキャンペーンで

• 異なるタイミングで

• さまざまな人々(セル)の集まりで

• オファーのパラメータ化されたフィールドを変更することで、異なる「バージョ
ン」として

コンタクトプロセスのいずれかを使用して、フローチャートのターゲットセルにオ
ファーを割り当てます。その後で、オファーを受信した顧客や応答した顧客に関する
データを取得して、キャンペーンの結果をトラッキングします。

N100001

セセルル
セルは、データベースから読み込んだ(顧客または見込み客のIDなどの)IDのリストで
す。 Campaignでは、フローチャートでデータ操作プロセスを構成および実行すること
で、セルを作成します。 これらの出力セルは、同じフローチャートの下流にある、そ
のプロセスによって作成された他のプロセスへの入力としても使用できます。 作成で
きるセルの数に制限はありません。
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Campaignでオファーを1つまたは複数割り当てるセルをターゲットセルと呼びます。
ターゲットセルは、同質のオーディエンスメンバで構成されるグループです。 たとえ
ば、セルは、単価の高い顧客や、Web上の店舗を好む顧客、期日支払いのアカウント、
電子メールでのやりとりを選んだ顧客、またはリピート購入者に対して作成できます。
作成したセルまたはセグメントは、パフォーマンスレポートでの比較において、さまざ
まなオファーやコンタクトチャネルを別個に扱ったり、それぞれをトラッキングしたり
できます。

ID を含むセルはコントロールセルと呼ばれ、オファーを受け取る資格がありますが、
分析目的のオファーは受け取ることができません。 Campaignでは、コントロールは常
にコントロールを提供します。

「セル」は、「セグメント」に代わる用語として使用されることがあります。戦略的セ
グメントは、キャンペーンフローチャートよりもセッションで作成されるセルです。
戦略的セグメントは、キャンペーン内でグローバルに使用できるという点を除き、他の
セル(例: フローチャートのセグメントプロセスで作成されたもの)との違いはありませ
ん。 戦略的セグメントは、静的なIDのリストです。最初のリストを作成したフロー
チャートが再び実行されるまでは変更されません。

NA0001

Optimizeででのの重重要要なな概概念念
ここでは、Optimizeを使用する前に理解しておくべき重要な概念について説明します。

推推奨奨ココンンタタククトトテテーーブブルル
推奨コンタクトテーブル(PCT)とは、Optimizeが最適化ルールと制約を適用する、コン
タクト、関連付けられているオファー、チャネル、コンタクト日付、およびスコアのリ
ストのことです。 Optimizeが、作成済みのルールと制約を使用してPCTをソートする
と、最適化されたコンタクトのリストが生成されます。

Optimizeセッションを作成するときに、PCTが生成されます。Campaignは、PCTに、
推奨コンタクトおよび関連付けられているオファーを入力します。 具体的には、最適
化プロセスをCampaignフローチャートに含めることにより、CampaignをOptimizeにリ
ンクします。 最適化プロセスを構成するときに、そのフローチャートに関連付け
るOptimizeセッションを選択します。 フローチャートを実行すると、Campaignは、選
択されているOptimizeセッションと関連付けられているPCTに書込みを行います。

1つのPCTに、複数のフローチャートまたはキャンペーンからの推奨コンタクトを含め
ることができます。

PCTの列は、Campaignで定義され、Optimizeセッションで選択されているオーディエ
ンスレベル、UACO_PCTBASEテーブル内の事前定義済み項目、およびOptimizeテンプ
レートテーブルで定義されている列(OptimizeセッションでOptimizeテンプレートテーブ
ルを選択している場合)で構成されます。

最最適適化化さされれたたココンンタタククトトテテーーブブルル
最適化されたコンタクトテーブル(OCT)とは、Optimizeが最適化ルールと制約をPCTに
適用した後に生成される、コンタクトおよび関連付けられているオファーのリストのこ
とです。
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Optimizeでの重要な概念

Optimizeセッションを作成すると、OCTが生成されます。 Optimizeセッションを実行
すると、Optimizeは、設定されている最適化ルールと制約を使用してPCT(Campaignに
より入力)を分析します。Optimizeは、このプロセスで最適化したコンタクトと、関連
付けられているオファーをOCTに入力します。その後、Campaignは、マーケティング
キャンペーンで使用するためにOCTから結果を取得します。 OCTは、PCT項目のサブ
セットと、最適化で使用したスコア(つまり、最大スコア)の項目で構成されます。

最最適適化化期期間間
最適化期間とは、一番古い推奨コンタクトと一番新しい推奨コンタクトの間の経過時間
のことです。 たとえば、PCTに、4月1日から4月30日までの推奨コンタクト日付が含ま
れている場合、最適化期間は30日です。

最適化期間は、OCTのコンタクト日付項目で指定されている日付により決定されます。
これは、最適化プロセスの[指定]タブで入力されます。

Optimizeテテンンププレレーートトテテーーブブルル
Optimize (UO)テンプレートテーブルは、Optimizeで作業する前に作成できるデータ
ベーステーブルです。 1つ以上の最適化ルールによる参照用にPCTにユーザ定義列を含
めたい場合、Optimizeテンプレートテーブルを作成する必要があります。 Optimizeで
セッションを作成する際に、作成したOptimizeテンプレートテーブルを選択できます。
Optimizeテンプレートテーブルは、システムテーブルと同じデータベース上に作成する
必要があります。

最適化プロセス中、このテーブルに作成した列は(定義済みのデータ型とサイズで)自動
的に、UACO_PCTBASEテーブルに含まれる基本PCT項目に追加されます。 これらの項
目は、Campaignフローチャートにより入力され、その後Optimizeによるルールの中で
使用されます。

これらの項目はOCTには追加されません。ただし、OCTはPCTを参照するので、最適化
後フローチャートの追加項目からデータを抽出することはできます。

テンプレートテーブルに追加できる情報(列)の例としては、ベンダー名、年齢、アカウ
ントタイプなどがあります。 この情報は、会社の業務によって異なります。 この例に
基づいて、AccountTypes = "Good Standing"のみ「クレジットオファー」を受ける
ことができる附加ルールを設定することなどが可能です。

Optimizeセセッッシショョンン
Optimizeセッションでは、PCTにコンタクトとそのコンタクトに関連付けられているオ
ファーを附加したり、これらをPCTから除外したりするためにOptimizeが使用するルー
ルを定義します。 Optimizeセッションの作成時、PCTおよびOCTに追加するオーディ
エンスレベルを選択します。PCTおよびOCTに追加する項目を持つ最適化テンプレート
テーブルを含めることもできます。

マーケティングキャンペーンに、次の方法でOptimizeセッションを関連付けます。

1. Campaignでフローチャートを作成します。

2. そのフローチャートに最適化プロセスを追加します。

3. 最適化プロセスを構成するときにOptimizeセッションを選択します。
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同じOptimizeセッションは、複数のフローチャートとキャンペーンから推奨コンタクト
を受け取ることができます。

最最適適化化ルルーールルとと制制約約
Optimizeルールと制約により、最終コンタクト(OCT)セットの決定条件が定義されま
す。 1回の最適化で複数のルールと制約を定義できます。これらは、Optimizeセッショ
ンに参加するすべてのキャンペーンに適用されます。

「ルール」と「制約」という用語は、意味が似ているので、よく混同して使用されま
す。 厳密に定義すると、ルールとは、可能な選択肢を除外するもので、制約は、多く
の可能な選択肢の中から、目的関数の最大化(スコア値の最大化など)により最適な選択
肢を選択するものです。

制約を理解するには、この例を参照してください。 1人の顧客には、30日間に3つのオ
ファーしか送ってはいけないとする制約があります。 ある顧客がオファーA、B、C、D
を受ける資格がある場合、この制約を満たす選択肢の組み合わせ
は、A、B、C、AB、AC、AD、BC、BD、...ABC、ABD、BCDになります。

ルールを理解するには、この例を参照してください。 ゴールドクレジットカードオ
ファーは、プラチナクレジットカードオファーの90日以内は送信できません。

ルールと制約を操作する際、次の用語が出てきます。

• 顧顧客客—顧客はマーケティング可能なあらゆるエンティティを表します。 各実装にお
いて、顧客は、個人、世帯、アカウント、またはCampaignで定義されているその他
のオーディエンスレベルになります。

• イインンタタララククシショョンン—1人の顧客に対する1つのオファーのコミュニケーション。 これ
はコンタクトと同じ意味です。

• オオフファァーー—特定の日付に、あるコンタクトチャネルを使って顧客に送信するプロ
モーション目的などのメッセージ(たとえば、クレジットカードの低金利や、ある小
売店での特定割引についてのクーポンなど)。

• チチャャネネルル—コンタクトする方法、コンタクトされる方法、またはキャンペーンの一
部として顧客または見込み客とやり取りする方法。 たとえば、ダイレクトメール、
テレマーケティング、Fax、顧客サービスまたは顧客サポート、店頭マーケティン
グ、電子メール、Webサイトなどです。

• パパッッケケーージジ—同時に同じチャネルで配布される、Campaignで同じコンタクトプロセ
スから同じ顧客に送信されるすべてのオファー。 1つのパッケージは、受信者への1
つの「邪魔なもの」を表しますが、複数のコミュニケーションまたはオファーを含
むことができます。 たとえば、1冊のクーポン冊子に収められている複数のクーポ
ンや同じメールで提供される複数のオファーなどがこれに当たります。 コンタクト
の負担制約は、オファーよりパッケージに基づきます。 たとえば、マーケティング
会社は、パッケージに基づいて、見込み客が受信するダイレクトメール数を制限し
ます。 場合によっては、オファーがどのようにパッケージ化されているかに関係な
く、個人が受け取る合計オファー数を制限することが必要な場合もあります。
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Optimizeの使用

• 範範囲囲—戦略的セグメント、オファーまたはオファーリスト、チャネルを使用して指
定されるルールにより影響を受けるコンタクト。 ルールは、アクションと、そのア
クションが適用されるコンタクトの両方を定義します。 たとえば、あるルール
が、「高価値顧客」に、60日ごとに1～3つの「ディスカウントオファー」を送る、
と取り決めているとします。 「高価値顧客」がCampaignで定義されている戦略的
セグメントであり、「ディスカウントオファー」がCampaignで定義されているス
マートオファーリストである場合、 このルールの範囲は、このセグメントとオ
ファーリストに制限されます。 このアクションは、60日間の最小と最大のコンタク
ト数を指定するものになります。

NB0001

Optimizeのの使使用用
Optimizeを使用して、キャンペーン間で最適なコミュケーション戦略を判断する手順
は、以下のとおりです。

1. (オプション)Optimizeテンプレートテーブルを作成する場合は、Campaignシステム
テーブルデータベース上にこのテーブルを作成します。

2. 適用するルールと制約を含むOptimizeセッションを作成します。

1つのOptimizeセッションを作成して、そこで、最適化するすべてのキャンペーンを
処理することができます。 または、キャンペーンのタイプごと、コミュニケーショ
ンチャネルごと、または業種ごとに別々のOptimizeセッションを作成することもで
きます。 1つのOptimizeセッションの範囲が広ければ広いほど、業務全体における
真の最適化をしなければならなくなります。 ビジネスルールと制約を指定し、レス
ポンス率などのスコアを利用することにより、各顧客コンタクトの値が最大化する
最適なコミュニケーション戦略を決定することが可能になります。

3. 1つ以上の最適化プロセスで構成されるフローチャートを持つキャンペーンをセット
アップします。

最適化プロセスを構成するときに、プロセスに関連付けるOptimizeセッションを選
択します。 対象コンタクトが、選択したOptimizeセッションのPCTに、関連付けら
れているオファーと共に書き込まれます。

4. 前の手順で示したキャンペーンに別のフローチャートをセットアップします。

このフローチャートで、Optimizeセッションから最適化コンタクトを取得し、コン
タクトリストに対してマーケティングコミュニケーションを実行します。

5. 最適化プロセスを含むフローチャートを実行します。

フローチャートを実行すると、CampaignがPCTへの書き込みを行い、Optimizeは推
奨コンタクトとオファーのリストにアクセスできるようになります。 複数のキャン
ペーンがある場合、各キャンペーンマネージャが自分の担当のCampaignセッション
を実行して、最適化用の推奨コンタクトリストを作成する必要があります。

6. Optimizeセッションを本番実行し、最適化コンタクトリストを生成します。
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ルールと最適化結果のレビューは、特に最初の段階では、繰り返し行うプロセスに
なります。 レビューにより、各キャンペーンマネージャの目標を果たすようにルー
ルまたは初期選択基準を変更することができます。 調整が必要な場合は、セッショ
ンの定義、ルール、およびスコア(Optimize内で内部スコアテーブルを使用している
場合)を編集できます。Campaignマネージャも、Optimizeにコンタクトまたはスコ
アを送信するフローチャートを変更してから、そのフローチャートを再度実行する
ことができます。

7. Optimizeセッションから最適化されたコンタクトリストを取得し、マーケティング
コミュニケーションを送信するフローチャートをトリガするか、手動で実行しま
す。

関関連連トトピピッックク
• テンプレートテーブルの作成

• Optimizeセッション

• スコアの概要

• 最適化ルール

• 推奨コンタクトリストの生成

• 最適化されたコンタクトの使用

NC0001

ママルルチチロロケケーールル環環境境ででののOptimize
複数の言語でOptimizeを表示できるかどうかは、ロケールの概念によって異なります。
ロケールとは、ユーザインタフェースで表示される言語、および時刻、数字、日付が表
示される方法のことです。

各IBM Unica Marketingアプリケーションは、既定のロケールを含む特定のロケール
セットをサポートします。 CampaignおよびOptimizeの表示に使用されるロケールは、
ロケールのサポート、アプリケーションの既定ロケール、およびユーザのロケール設定
の相互作用によって決定されます。 ユーザの優先ロケールは、IBM Unica Marketing管
理者によって定義されます。

OptimizeとCampaignは両方とも、複数のユーザによるさまざまなロケール設定での同
時アクセスをサポートしています。 使用可能なロケールについては、IBM Unica
Marketing管理者にお問い合わせください。

OptimizeまたはCampaignでオブジェクトに割り当てる名前にロケール設定や制約はあ
りません。 Optimizeセッションやルールの名前にはどんな言語でも使用できます。 た
だし、使用する名前は翻訳されません。 たとえば、フランス語ロケールのOptimizeユー
ザがスペイン語ロケールのOptimizeユーザのOptimizeセッションを表示できる場合、フ
ランス語ロケールのユーザに対してOptimizeセッションとルールの名前はスペイン語で
表示されます。

関関連連トトピピッックク
• マルチロケール環境でのOptimizeの構成
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N10070

2 IBM Unica Optimizeをを使使
いい始始めめるる

■ Optimizeを使用する前に
■ Optimizeの計画
■ オーディエンスレベルの定義
■ テンプレートテーブルの作成
■ Optimizeのオファーテンプレートの構築

N180001

Optimizeをを使使用用すするる前前にに
Optimizeから最適な値を得るためには計画が必要です。Optimizeは、マーケティング
キャンペーンを最適化し、顧客からのレスポンスを改善できます。ただし、これは、何
を最適化したいのかわかっている場合に限ります。 計画と、その計画をサポートする
データと、実装方法が必要です。

最適化は静的な概念ではありません。 業務計画が変化するように、最適化もそれに応
じて変化する必要があります。 キャンペーンの結果を追跡するときに、最適化の有効
性を分析し、必要に応じて変更できます。 時間の経過と共に、Optimizeの実装方法を再
検証し、「最適化を最適化する」ことができます。

N190001

Optimizeのの計計画画
Optimizeの実装を開始する前に、いくつかの検討事項を解決しておく必要があります。

オオーーデディィエエンンススレレベベルルのの選選択択
Optimizeセッションは、1つのオーディエンスレベルに対して動作します。オーディエ
ンスレベルにしたがって、つまり、顧客、見込み顧客、アカウント、世帯といったコン
タクト可能なエンティティが何かによって、複数のOptimizeセッションが必要になる場
合が生じます。
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最最適適化化指指標標のの選選択択
オーディエンスレベルを決定したら、何を指標または目標として最適化するのかについ
て検討する必要があります。 たとえば、利益を最大化するのか、収益を最大化するの
か、またはROIを最大化するのか、などです。 これにより、最適化で使用するスコアが
決定されます。利益のドル金額、ドル単位での収益、レスポンスの可能性、ドル単位で
の予想利益、1オファー当たりの費用を差し引いたドル単位での利益、などになりま
す。Optimizeは、最適化トランザクションでこのスコアの合計を最大化します。 同じ最
適化セッションで処理されるすべてのマーケティングキャンペーンとフローチャート
は、最適化において同じスコアを使用する必要があります。

ルルーールルとと制制約約のの決決定定
最適化指標がわかれば、次に、最適化プロセスをサポートするルールと制約について検
討する必要があります。 最適化により解決したい業務上の問題のタイプによって、次
の最適化に分類されます。

• チャネルキャパシティの最適化—固定のチャネルキャパシティにおいて、どの顧客
にどのチャネルでいつコンタクトを取るのか?

• 顧客の最適化—顧客へのコンタクト回数を制限する場合、コンタクトの負担を管理
しながらどのオファーをどの顧客に提供するのか?

• オファーの最適化—オファー数が制限されている場合、どの顧客にオファーXを提
供するのか?

• 時間の最適化—互いに競合するオファーはどれか? 別のオファーが既になされてい
る場合のみ提供する必要があるオファーはどれか? 最初にどの顧客にどのオファー
を提供するのが最も効果的か?

• 予算の最適化—さまざまなキャンペーン、オファー、または顧客間において資金は
どのように投じるべきか?

これらの問題の多くを解決できる最適化を作成できます。 また、グローバル抑制(電子
メールを受信しないと選択している顧客には電子メールでコンタクトを取らない、な
ど)や、コンタクトの負担(セグメント別、チャネル別、期間、特定のオファー)の管理用
に使用するルールを含め、これらのルールや制約は組織全体で適用するものとして検討
することも必要です。

期期間間のの選選択択
組織にとって適切なルールと制約を決定したら、最適化する必要がある期間について検
討する必要があります。 時間枠、つまり、まだオファーを配信していない推奨コンタ
クトを検討する期間を大きく設定すればするほど、最適化できる範囲が広がります。
しかし、あまりに広すぎる時間枠の設定は、さまざまな理由で避ける必要があります。
たとえば、6か月の時間枠を使用しようとすれば、少なくとも6か月先にすべてのキャン
ペーンを設計し実装しておくことが必要になります。

ススココアア設設定定方方法法のの選選択択
Optimizeでは、最適化問題を解決する際に、ある推奨トランザクションを選択する手段
としてスコアも使用します。 したがって、スコアを生成する方法が必要になります。
一般的なスコア設定方法は以下のとおりです。
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Optimizeの計画

• オファー1つ、またはオファー-セル組み合わせ1つ当たり1つのコンタクト

• 個人1人、オファー1つ、またはオファー-セル組み合わせ1つ当たり1回の計算

• 予想モデル(個人、オファー、チャネル、または時間ベース)

最最適適化化範範囲囲のの決決定定
上記の事項を検討する際、少数のキャンペーン、1つの製品ライン、または1つの部署の
みなど、狭い範囲から始める必要があります。 また、簡単な最適化プロセスから始め
ることも必要です。 オファー、予算、顧客の最適化を行いながら利益を最大化するこ
とが必要ですが、最初は、少ない数のルールと制約を適用して、その結果を分析してか
ら、追加していくようにしてください。 制約を追加するたびに、結果の最適性は低く
なっていくことに注意してください。 したがって、まず一番重要なルールと制約に集
中し、追加する制約についてその業務上のメリットを注意深く量る必要があります。
初期最適化セッションの結果を確認した後、必要に応じて、より複雑なプロセスになる
ようにルールと制約を追加することができます。 正しいルールと制約を見つけるに
は、何回かのテストが必要になる場合があります。また、ルールも時間とともに再検討
する必要があります。

N1C0001

必必須須デデーータタ
何をする必要があるのかがわかったら、計画を実装するのに必要なすべてのデータを用
意する必要があります。OptimizeはCampaignと共に使用され、以下を必要とします。

• レスポンスの追跡と分析(コンタクトとレスポンス履歴を含む)—同じ人物に多くの
オファーが送信されないようにコンタクトの負担を管理する必要がある場合、何を
送ったか追跡する必要があります。 キャンペーンと最適化の有効性を監視したい場
合、顧客のレスポンスを追跡する必要があります。 あるターゲットグループにコン
タクトをとった結果と、統計的に似たコントロールグループのメンバーにコンタク
トをとらなかった結果とを比較できます。 さらに、Optimizeを使用して有効性を検
証するには、最適化を行わない推奨コンタクトのグループを作って、そのグループ
と最適化コンタクトの結果を比較できます。 最適化のメリットを量るには、レスポ
ンス率またはROIの向上、オプトアウトの減少、顧客満足度の向上など、複数の側
面から確認することが必要な場合があります。

• 定義済みオファー—ルールと制約を設計する際、これらは、特定のオファーグルー
プ(通常は、オファーの属性やタイプに基づくオファーリストとして定義)に適用す
るものなので、最適化に含めるすべてのオファーのリストが必要です。 一元化され
たスコア行列にスコアを手動で入力する場合、スコア値を入力するオファーのリス
トが必要です。

• 定義済みセグメント—ルールと制約を設計する際、そのルールと制約を適用する最
適化対象セグメントをすべて把握している必要があります。 一元化されたスコア行
列にスコアを手動で入力する場合、スコア値を入力するセグメントのリストが必要
です。
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• 定義済みスコア—実装計画時に、スコア設定方法を選択しています。 これらのスコ
アを生成するためのプロセスが必要です。 たとえば、スコア行列に定数を入力する
場合、スコアを表す単位(つまりどのオファー、どのセグメントに対するスコアであ
るかということ)を選択して、実際のスコア値を決定する必要があります。 計算を使
用(たとえば、個人の平均繰越残高に基づく信用限度増加オファーの収益性を計算す
るためのユーザ定義項目を使用)する場合、式を定義する必要があります。 予想モデ
ルを使用する場合、モデリングアプリケーションでデータを収集、集計、事前処
理、そしてモデル化する必要があります。

N1D0001

Optimizeのの実実装装
次の手順で実装を開始できます。

• Campaignで、オーディエンスレベル、オファー、オファーリスト、およびセグメン
トを定義します。

オファーテンプレート要件については、「Optimize用オファーテンプレートの構
築」を参照してください。

• Optimizeセッション(ここでルールと制約を定義します)を作成し、そのOptimizeセッ
ションをキャンペーンにリンクします。

• Campaignで構築要素(オファー/オファーリストおよびセグメント)が作成されたら、
キャンペーンとフローチャートを構築します。

N1A0001

オオーーデディィエエンンススレレベベルルのの定定義義
Optimizeセッションを作成する際、そのセッションのオーディエンスレベルを選択する
必要があります。 1つのOptimizeセッションは、1つのオーディエンスレベルで動作し
ます。 Campaignを使用して、複数のオーディエンスレベル(顧客、世帯、アカウントな
ど)でコンタクトを行う場合は、最適化する各オーディエンスレベルに対して個別
にOptimizeセッションを作成する必要があります。

セッションに対して選択されるオーディエンスレベルは、推奨コンタクトテーブ
ル(PCT)および最適化されたコンタクトテーブル(OCT)の1つの項目になります。 この
項目が、組織から最終的にコミュニケーションを受け取るコンタクトのタイプを定義し
ます。

N1E0001

Optimizeのの新新規規オオーーデディィエエンンススレレベベルルをを定定義義すするるにに
はは
Optimizeセッションに新しいオーディエンスレベルを定義しなければならないことがあ
ります。 これはCampaign管理者が行います。 新しいオーディエンスレベルが作成され
るたびに、Campaignシステムテーブルに仮想的なコンタクト履歴テーブルが作成され
ます(コンタクト履歴テーブルの"マッピング")。 管理者は、Campaignのコンタクト履歴
テーブルのマッピングを、データベースのコンタクト履歴テーブル("物理的な"コンタク
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テンプレートテーブルの作成

ト履歴テーブル)にマッピングする必要があります。 この手順により、顧客コンタクト
のレコードを保持できるようになります。 いくつかの最適化ルールは、過去のコミュ
ニケーションが推奨コンタクトに対して行われたかどうかに基づいているため(この情
報は、データベースのコンタクト履歴テーブルに保存されています)、これは重要な手
順です。

管理者がオーディエンスレベルをコンタクト履歴テーブルに作成し、マッピングした
ら、Optimizeセッションでオーディエンスレベルを使用できるようになります。

新しいオーディエンスレベルの定義に関する詳細については、『IBM Unica Campaign
管理者ガイド』を参照してください。

N110001

テテンンププレレーートトテテーーブブルルのの作作成成
Optimizeでセッションを作成する際、テンプレートテーブルを選択できます。 テンプ
レートテーブルとは、カスタマイズした項目をPCTおよびOCTに追加するためにデータ
ベース内に作成できるテーブルのことです。セッションに対してテンプレートテーブル
を選択した場合、PCTおよびOCTには、UACO_OCTBASEテーブルで指定されている
事前定義済み項目と、セッション作成時に選択されたオーディエンスレベルと、そのテ
ンプレートテーブルの項目が含まれることになります。

禁禁止止項項目目
最適化テンプレートテーブルには、次のものに含まれている項目を含めてはいけませ
ん。

• Optimizeセッションに対して選択しているオーディエンスレベル。 たとえば、セッ
ションのオーディエンスレベルとして顧客を選択し、そのオーディエンスレベル
にCustomerID項目が含まれている場合、最適化テンプレートテーブルに同じ名前
の項目を含めることはできません。

• UACO_PCTBaseテーブル。 たとえば、ScorePerOfferまたはCostPerOfferとい
う名前の項目はUACO_PCTBaseテーブルに含まれているため、Optimizeテンプレー
トテーブル項目に含めることはできません。

OptimizeがContactHistoryテーブルから情報を取得する場合、項目名の繰り返しに
より混乱が生じる可能性があります。

デデーータタベベーーススビビュューーのの使使用用
Optimizeセッションで使用する可能性がある、すべてのカスタマイズ項目を含む物理
データベーステーブルを1つ作成するようにします。 この方法は、各セッションに対し
て、個々に、重複項目のない物理テーブルを作成するために、望ましい方法と言えま
す。 たとえば、項目A、C、Eで構成される最適化テンプレートテーブルと、項目B、D
で構成される最適化テンプレートテーブルを2つ作成するのではなく、項
目A、B、C、D、Eで構成されるデータベーステーブルを1つ作成するようにします。

そして、同じ物理テーブルに基づいて、必要な順列を含む標準データベースビューを作
成できます。 作成する各ビューが、最適化セッションで使用できる個々の最適化テン
プレートテーブルを表します。
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最最適適化化ププロロセセススをを表表すす項項目目のの作作成成
最適化後フローチャートにセグメントプロセスを含めて、個々のパッケージに顧客IDを
再配分することが必要な場合があります。 パッケージは、最適化プロセスから発生し
ます。 最適化プロセス、またはパッケージをセグメント化基準項目として選択するに
は、この識別子として機能する項目を最適化テンプレートテーブルに含める必要があり
ます。 たとえば、最適化テンプレートテーブルにOptimizeProcessという名前の項
目を含めて、後で、この項目をセグメント化基準項目として選択します。

ススココアア項項目目のの作作成成
既定では、PCTテンプレートに、最適化セッション内でスコアを割り当てるときに使用
できるScorePerOffer項目が含まれています。 ただし、Optimizeでは、最適化セッ
ション内のスコア用にテンプレートテーブル内のどの数値項目でも使用できます。
ScorePerOffer項目はfloatデータ型なので、スコアに別のデータ型を使用したい場
合、テンプレートテーブル内に新しい列を作成するか、既存のスコア列を編集する必要
があります。 また、個々のOptimizeセッションに対して最適なスコアタイプを決定でき
るように、複数のスコアタイプを含めることができます。 テンプレートテーブルに多
くの可能性のあるスコア項目を作成しておくことにより、最適化セッションを構成する
ときに、各参加キャンペーンとフローチャートを実行し直す必要なく、スコアタイプを
簡単に切り替えることができます。

関関連連トトピピッックク
• 1つの書込みプロセスから1つ以上のパッケージを選択するには

• PCT/OCT項目別に最適化コンタクトを取得するには

• PCTのスコア項目を使用する最適化セッションの構成

N220001

テテンンププレレーートトテテーーブブルルをを作作成成すするるににはは
1. Optimizeセッションで使用する可能性がある、すべてのカスタマイズ項目を含む

データベーステーブルを作成します。

2. Optimizeセッションで使用する項目のそれぞれの組み合わせにつき、データベース
ビューを作成します。

データベーステーブルとデータベースビューは、システムテーブルと同じデータ
ベース内に格納する必要があります。

3. Campaign > partitions > partitionn > Optimize > userTemplateTables

> tablenames構成パラメータに、コンマ区切りリストと共に新しいテーブルと
データベースビューを追加します。

たとえば、Database1.UACO_UserTable,Database1.view1などです。

テーブルとデータベースビューの名前は、完全修飾されている必要があります。
例: database_schema.table_nameまたはdatabase_schema.view_name

N1B0001
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Optimizeのオファーテンプレートの構築

Optimizeののオオフファァーーテテンンププレレーートトのの構構築築
Optimize内で使用するすべてのオファーには、オファー属性オオフファァーー当当たたりりののココスストトと
チチャャネネルルが含まれている必要があります。 オファーテンプレートに、これらのオ
ファー属性が含まれていることを確認する必要があります。 これらの属性が含まれて
いなければ、最適化ルールのチャネル属性とオファー当たりのコスト属性の既定値によ
り、ルールの効果が低下する可能性があります。

オファーテンプレートの作成の詳細については、『IBM Unica Campaign管理者ガイ
ド』を参照してください。
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3 最最適適化化セセッッシショョンンのの処処理理

■ Optimizeセッション
■ Optimizeセッションレベルの詳細設定
■ 新規セッションの作成

N120001

Optimizeセセッッシショョンン
IBM Unica Optimizeの使用を開始するには、Optimizeセッションを作成する必要があり
ます。

Optimizeセッションは、推奨コンタクトセットに適用されるルールおよびスコア(必要
な場合)の組み合わせです。 Optimizeセッションを作成したら、さまざまな制約(ルール)
を定義します。

1つのOptimizeセッションは、1つのオーディエンスレベルで動作します。 Campaignを
使用して、複数のオーディエンスレベル(顧客、世帯、アカウントなど)でコンタクトを
行う場合は、最適化する各オーディエンスレベルに対して個別にOptimizeセッションを
作成する必要があります。

たとえば、特定タイプのキャンペーン、会社の特定の支社または部署向けに、小さめ
のOptimizeセッションを作成することもできます。 除外を管理し、コンタクト履歴によ
りコンタクトの負担を回避し、時間をかけてコミュニケーションを継続させることによ
る、1つのキャンペーン内での最適化にOptimizeを使用することもできます。

Optimizeセッションには、適用するルールと制約が含まれます。 また、各推奨トランザ
クションで使用するスコアを含むこともできます。 推奨トランザクション値を表すス
コアは、推奨トランザクションを持つ各フローチャート(推奨コンタクトテーブルのス
コア項目)で渡されるか、Optimizeセッション内のセグメント/オファースコア行列に渡
されます。 各推奨トランザクションに個々にスコアがある(たとえば、予想モデルによ
り生成される)場合、より高い最適化結果を得られる可能性があります。 ただし、細か
いスコア設定ができない場合、スコア行列により、受信者が含まれる戦略的セグメント
と、推奨されるオファーに基づいてスコアを入力できます。 この行列は、特定のセグ
メントに対してオファーをランク付ける手段となりますが、同じ戦略的セグメント内の
個々の受信者を区別することができません(つまり、オファーXを得るセグメントに所属
する全員が同じスコアYになります)。
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Optimizeセッションレベルの詳細設定

あるOptimizeセッションに参加する各Campaignフローチャートは、最適化プロセスを
使用して、最適化に対する推奨コンタクトを提案します。 最適化プロセスは、推奨コ
ンタクトを書き込む最適化セッションを指定します。 Optimizeセッションは、複数の
キャンペーンから推奨コンタクトを取得できます。Campaignフローチャートは、オ
ファーの受け取り基準を決定し、これらのオファーを受信者に可能なコミュニケーショ
ンとして割り当てます。Optimizeは、Optimizeセッションで、受信者への可能なすべて
のコンタクトをその受信者のコンタクト履歴と共に評価し(他のキャンペーンからの推
奨コンタクトも含む)、ルールと制約を適用して、その個人に対して送信する最適なオ
ファーセットを判断します。

キャンペーン管理者がCampaignフローチャートを実行して、Optimizeセッション用の
推奨コンタクトテーブル(PCT)を作成したら、Optimizeセッションを実行できます。
Optimizeセッションは、設定されているルールを適用して、Campaignから受け取った
推奨コンタクトを最適化します。 ルールにより、推奨コンタクトのサブセットが除外
され、Campaignマーケティングキャンペーンで使用できる最適化コンタクトリストが
作成されます。

関関連連トトピピッックク
• 推奨コンタクトリストの生成

• 最適化されたコンタクトの使用

N230002

Optimizeセセッッシショョンンレレベベルルのの詳詳細細設設定定
Optimizeセッションでは集約的な処理が要求されます。 この処理を調整できる構成プロ
パティがいくつかあります。 ただし、これらの構成の設定は、Optimize全体のインス
トールに適用されます。 Optimizeセッションおよび最適化ルールに含まれるキャンペー
ンに基づいているため、1つのOptimizeセッションに対して理想的な設定が、別
のOptimizeセッションに対しては必ずしも理想的ではない場合があります。

そこで、各Optimizeセッションで詳細設定を使用して、セッションレベルで構成プロパ
ティの値を設定できます。 これらの設定は、特定のOptimizeセッションにのみ適用され
る点を除いて、構成プロパティと同様の役割を果たします。 たとえ
ば、CustomerSampleSizeの値を、1つのOptimizeセッションに対しては1000、別
のOptimizeセッションに対しては1500に設定できます。

詳細設定を適用するには、Optimizeセッションのプロパティの[カカススタタムムののセセッッシショョンン
設設定定をを使使用用すするる]を選択します。 [カカススタタムムののセセッッシショョンン設設定定をを使使用用すするる]チェックボッ
クスをオンにすると、Optimizeセッションの値を定義できます。 Optimizeセッション
の[アルゴリズムのチューニング]と[ロギング]の設定を定義すると、構成プロパティのう
ちインストールレベルの設定が、すべてのセッションプロパティで上書きされます。

詳細設定を編集するには、Optimizeセッションの[詳細設定]セクションを展開して、[詳詳
細細設設定定のの編編集集]をクリックします。 Optimizeセッションサマリページの[セセッッシショョンンププロロ
パパテティィのの編編集集]をクリックすることもできます。

関関連連トトピピッックク
• Campaign > partitions > partition[n] > Optimize > AlgorithmTuning

• Campaign > partitions > partition[n] > Optimize > logging

N240001
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3 - 最適化セッションの処理

新新規規セセッッシショョンンのの作作成成
新規のOptimizeセッションは、次の2つの方法のどちらかを使用して作成できます。

• [新しい最適化セッション]ページを使用して、新しいセッションを最初から作成する

• 既存のOptimizeセッションをテンプレートとして使用して、コピーを作成する

別のOptimizeセッションをテンプレートとして使用する場合、作成されるコピーはテン
プレートセッションからルールとスコアをコピーします。 この後で、新しいOptimize
セッションに必要な変更を加えることができます (元のテンプレートセッションは変わ
りません)。 標準の最適化ルールをすべて含むOptimizeセッションを作成してから、こ
のセッションを他の新規セッションのテンプレートとして使用して、データの再入力を
最小限に抑えたい場合があります。 こうすると時間を節約できるだけでなく、すべて
のOptimizeセッションに渡ってビジネスルールと目標に一貫した用途を持たせることが
できます。

このセクションでは、新規Optimizeセッションを作成するための2つの方法、および既
存のOptimizeセッションを編集する方法について説明します。

関関連連トトピピッックク
• [新しい最適化セッション]ページを使用し、新しいセッションを作成するには

• 別のセッションをテンプレートとして使用し、新規セッションを作成するには

N270001

[新新ししいい最最適適化化セセッッシショョンン]ペペーージジをを使使用用しし、、新新ししいい
セセッッシショョンンをを作作成成すするるににはは
1. [キキャャンンペペーーンン] > [最最適適化化]を選択します。

[最適化セッション一覧]ページが開きます。

2. [最最適適化化セセッッシショョンンのの追追加加]アイコンをクリックします。

[新しい最適化セッション]ページが開きます。

3. [新しい最適化セッション]ページの項目に入力します。

4. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

セッションの[サマリ]タブが表示されます。 セッションに、Optimizeルールとスコアを
追加できます。

最適化セッションのセッション名、目的、または説明を編集するには、最適化の[サマ
リ]タブで[セセッッシショョンンププロロパパテティィのの編編集集]リンクをクリックします。 Optimizeセッション
を作成後は、オーディエンスレベルまたはOptimizeテンプレートテーブルは変更できま
せん。

Optimizeセッションを削除するには、[セセッッシショョンンのの削削除除]アイコンをクリックします。

関関連連トトピピッックク
• Optimizeセッションのページリファレンス

N280001
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新規セッションの作成

別別ののセセッッシショョンンををテテンンププレレーートトととししてて使使用用しし、、新新規規
セセッッシショョンンをを作作成成すするるににはは

新しいセッションのオーディエンスレベルおよびOptimizeテンプレートテーブルは
編集できません。 元のOptimizeセッションと同じオーディエンスレベルとテンプ
レートテーブルを使用します。

1. コピーするOptimizeセッションの[サマリ]タブに移動します。

2. [重重複複セセッッシショョンンのの作作成成]アイコンをクリックします。

セッションをコピーするかどうかが確認されます。

3. [OK]をクリックします。

新しいセッションの[プロパティの編集]ページが開きます。

4. [プロパティの編集]ページの項目に入力します。

5. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

セッションの[サマリ]タブが表示されます。 新しいセッションには、テンプレートセッ
ションのルールとスコアが含まれます。 必要に応じ、新しいセッションを編集できま
す。

関関連連トトピピッックク
• Optimizeセッションのページリファレンス

N2A0001

Optimizeセセッッシショョンンののペペーージジリリフファァレレンンスス
項項目目 説説明明

セッション名 セッション名を入力します。 各セッションには一意の名前を
付ける必要があります。 ポンド(#)、ドル($)、アンパサン
ド(&)、未満(<)、アポストロフィ(‘)文字を使用しないでくださ
い。

このセッションを保存後、この名前が[最適化セッション一覧]
ページに表示されます。

オーディエンスレベル このセッションのオーディエンスレベルを選択します。

選択されたオーディエンスレベルは、推奨コンタクトテーブ
ル(PCT)および最適化コンタクトテーブル(OCT)の1つ以上の項
目として付加されます。 オーディエンスレベルは、組織から
最終的にコミュニケーションを受け取るコンタクトのタイプを
定義します。

オーディエンスレベルは、Campaignの管理者によって定義さ
れます。 オーディエンスレベルに関する詳細については、
『IBM Unica Campaign管理者ガイド』を参照してください。
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3 - 最適化セッションの処理

項項目目 説説明明

Optimizeテンプレートテーブ (オプション)ユーザ定義された項目を、このセッションのPCT
ル およびOCTに含める最適化テンプレートテーブルを選択しま

す。

テーブルを選択したら、テンプレートテーブルの詳細が隣接す
るセクションに表示されます。

目的 (オプション)セッションの目的を入力します。

説明 (オプション)このセッションの説明を入力します。

このセッションを保存後、説明はが[最適化セッション一覧]
ページのセッション名の下に表示されます。
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N100DB

4 最最適適化化ルルーールルのの設設定定

■ 最適化ルール
■ ルールと制約
■ ルールタイプ
■ ルール定義
■ 最適化ルールでのオファーバージョンの使用
■ ルールの使用
■ 最適化ルールの例

N140001

最最適適化化ルルーールル
IBM Unica Optimizeは、Optimizeセッションで定義されたすべてのルールとスコアを使
用して、マーケティングキャンペーンで使用できる最終コンタクトの最良の組み合わせ
を数学的に決定します。

Optimizeではいくつでも自由にルールを作成でき、単純な最適化計画から非常に複雑な
最適化計画まで多岐にわたって実装できます。 これらのルールには、戦略的なセグメ
ント、オファー、オファーリスト、オファー属性、チャネル、期間、予算などがありま
す。

N2B0001

ルルーールルとと制制約約
Optimizeでは、さまざまな組み合わせのルールと制約をOptimizeセッションに定義する
ことで、最適化がどのように動作するかを定義します。 このガイドではルールと制約
を交互に使用して、Optimizeにおけるすべてのルールと制約を概して「ルール」として
称しています。 厳密な定義の観点から見た場合、ルールは1つのソリューションを持つ
要件であるといえます(例:インタラクションルールやAとBを共に送らないルールを使用
したグローバル除外)。 個人に対する特定のオファーセットでは、組み合わせは許可さ
れるかされないかのいずれか、つまりルールは真か偽のいずれかになります。 たとえ
ば、Bの後にAを送信しないルールは、オファーBから30日以内にオファーAを送れない
ことを意味します。オファーAを推奨されている顧客、ジョーンズ氏はオファーAを受
け取ることができる(過去30日以内にオファーBを受け取っていない)か、または受け取
ることができません(過去30日以内にオファーBを受け取っている)。 ジョーンズ氏が過
去にオファーAもBも受け取っておらず、オファーAとBの両方が推奨されている場合、
ジョーンズ氏は30日以内にいずれか1つだけを受け取ることができます。したがって、
いずれかの推奨オファーの組み合わせがこの条件を満たしている必要があります。
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4 - 最適化ルールの設定

通常、制約には超えることのできない最小または最大のしきい値を指定します。ただ
し、特定の目的関数を最大化するソリューション(スコアの合計の最大化など)を選択す
る場合は、制約を満たすこのとできるソリューションが多数存在します。 制約では、
販売チームが1週間にかけることのできる電話の最大件数、予算に基づいたマーケティ
ング活動量、インベントリで使用できる担保物件などによりコンタクトを制限できま
す。

「顧客Aがプラチナクレジットカードのオファーを受け取った場合、顧客Aは同月中に
ゴールドカードのオファーを受け取ることができない」などの答えが1つのルールを作
成できます。 また、多くの答えが可能なルールも作成できます。 これらのルールで
は、販売チームがかけることのできる電話の最大件数、予算に基づいた活動量、インベ
ントリで使用できる担保物件などによりコンタクトを制限できます。 さらに、コンタ
クト回数やチャネルのキャパシティなどの顧客のプリファレンスをルールで定義できま
す。

N310001

ルルーールルのの順順序序
Optimizeは、論理AND演算子を使ってセッション内のすべての最適化ルールを実行しま
す。 このため、Optimizeがルールを適用する順序は、トランザクションのフィルタリン
グサマリレポートの分析を除き、最適化の結果に影響しません。 トランザクションの
フィルタリングサマリレポートには、各ルールで除外されたトランザクションの数の分
析結果が、ルールが入力された順序で示されます。 1つのコンタクトが複数のルールで
拒否された場合、トランザクションのフィルタリングサマリレポートは、リスト内の最
初の該当ルールのみを示します。

N320001

最最小小制制約約
Optimizeでは、制約が使用されているルールの種類に応じて最小制約の処理が異なりま
す。 キャパシティルール(最小/最大オファー数など)では、Optimizeはできるだけ多くの
オファーを出します。 このため、最小数になることは、ほとんど不可能です。 たとえ
ば、最低10,000件のオファーXを送るというルールがあるとします。PCT内の推奨オ
ファーXが10,000に満たなかったり、PCT内のオファーXのインスタンスが10,000件を
超えている場合でも、過去に個人が受け取った他のオファーに抵触する可能性があるた
め、すべてを送れない可能性がありあます。

各顧客ルールを使用する場合、Optimizeは受信者に最小数のオファーを送るか、または
何も送りません。 たとえば、各顧客の最小オファーが6件というルールがあるとしま
す。顧客Xは5件までしか認められていない場合、Optimizeは顧客Xのオファーを推奨し
ません。

最適化セッションで最小値が満たされない場合は、Optimizeセッションに含まれる関連
する推奨コンタクト数を増やすか、Optimizeセッションの他のルールをもう一度調べ
て、制約が多すぎないかどうかを確認してみます。

N330001
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ルールタイプ

ココンンタタククトトののトトララッッキキンンググ
コンタクトの負担ルール(最大パッケージ数ルールなど)を管理するとき、Optimize
はCampaign’のシステムテーブルに記録されているコンタクト履歴を自動的に使用しま
す。 Campaignでは、コンタクト履歴に記録される各「コンタクト」は、コンタクトプ
ロセス時に指定される特定の「コンタクトステータス」と一緒に記録されます。 コン
タクトステータスは、トラックプロセスを使用して後で更新できます(たとえば、「コ
ンタクト済み」ステータスから「配信不可」に更新)。 コンタクトステータスは特定の
実装に合わせてカスタマイズされます。 特定のコンタクトステータス値でのコミュニ
ケーションをOptimizeのコンタクトの負担となるコンタクトとしてカウントするかどう
かは、UA_ContactStatus.CountsAsContact項目で決まります。Optimizeで
は、UA_ContactStatus.CountsAsContactが1のコンタクトのみを考慮します。

コンタクトステータスの構成の詳細については、『IBM Unica Campaign管理者ガイ
ド』を参照してください。 メールリストまたはトラックプロセスでのコンタクトス
テータスの入力の詳細については、『IBM Unica Campaign ユーザガイド』を参照して
ください。

N2C0001

ルルーールルタタイイププ
最適化ルールは、次の3つのカテゴリのいずれか1つに分類されます。

• 除外/附加

• キャパシティ

• 各顧客用(FEC)

次のセクションでは、各ルールタイプを定義し、各タイプで使用できるルールの一覧を
示します。

除除外外/附附加加
このルールは、Optimizeで最適化コンタクトリストにコンタクトを付加するか、または
除外するかを決定します。 グローバル除外、オプトインリスト/オプトアウトリストを
適用する場合や、特定の顧客が特定のタイプのオファーを受け取らないようにする場合
は、このルールタイプを使用します。 このカテゴリには次のルールが含まれます。

• 顧顧客客 - 特定の戦略的セグメントの顧客が特定のオファーを受け取ることができる、
またはできないことを指定できます。 たとえば、金融機関は信用度の低い個人に対
してクレジットのオファーを除外できます。

• イインンタタララククシショョンン - 推奨コンタクトテーブルの任意の属性に基づいて特定のトラン
ザクションを付加または除外できます。 たとえば、小売業者はスコアがゼロ以下の
推奨トランザクションを除外して配信されないようにできます。

キキャャパパシシテティィ
このルールタイプは、一定期間中に特定のチャネルで発生するコンタクトの最小数と最
大数を指定します。 たとえば、オファーXの最大数を設定して、7日間で1,000回を超え
てオファーXを送信できないこと、および制約の範囲はすべての顧客であることを指定
できます。 このカテゴリには次のルールが含まれます。
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• 最最小小/最最大大オオフファァーー数数 - 一定期間中に送信するオファーの最小/最大数を指定できるオ
ファーキャパシティルール。 たとえば、テレコミュニケーションの会社は、30日間
に送信される無料携帯電話オファーの数を100,000件に制限できます。

特定の期間のキャパシティを変更する必要がある場合は、最小/最大オファー数ルー
ルに例外ルールを追加できます。

• カカススタタムムキキャャパパシシテティィ - スコア項目の集計(合計または平均)に基づいて指定できる追
加の制約。 たとえば、ローンのオファーを送信する銀行は、「リスクスコア」の平
均が一定のしきい値よりも下でなければならないことを指定できます。

各各顧顧客客用用(FEC)
このルールタイプは、各顧客ベースでコンタクト戦略を決定します。 つまり、各顧客
とのコミュニケーションの取り方を決定します。 たとえば、最大Y件のオファー数を設
定することで、指定期間中に各顧客に許可されるオファーの数がY件のみになります。
このカテゴリには次のルールが含まれます。

• 最最小小/最最大大オオフファァーー数数 - オファーキャパシティルール。期間中に1つのチャネルから
特定のセグメントに対して送信する最小/最大オファー数を指定できます。 たとえ
ば、情報収集会社は、30日間で優良顧客に送られるオファー件数を最小3件、最
大25件に指定することで、複数のオファーによりオファーの価値が下がらないよう
に制限できます。

• 最最大大パパッッケケーージジ数数 - コンタクトの負担制限。指定の期間中に受信者に送信できる異
なるパッケージ(または「邪魔なもの」)の数を制御して、顧客がコミュニケーショ
ン過多にならないようにします。 たとえば、ホテルチェーンは、価値の低い顧客に
対するコミュニケーション数を最大で3か月に1度に限定できます。

• 最最大大重重複複オオフファァーー数数 - 指定された期間中に同じ受信者に対して同じオファーを提示
する最大回数を制御するルール。 たとえば、オンラインWeb小売業者は、半年間で
最大7回のクロスセルオファーをWeb顧客に提示できます。

• AををBとと共共にに送送ららなないい - オファー競合の解決策。2つの相反するオファー(またはオ
ファーセット)が指定の期間内に一緒に配布されないようにします。 たとえば、小売
業者は、「Webでの$100の購入につき$10オフ」オファーと「店舗での$100の購入
につき$20オフ」オファーが同じ月に同じ個人に同時に送られないようにできま
す。

• Bのの後後ににAをを送送ららなないい - 順序ルール。特定のオファーが他のオファーに続いてすぐに
送られないようにします。 たとえば、銀行は、信用限度の格下げに関する通知を送
信した後で、しばらく間隔をあけてから高利の定期預金(CD)オファーを送信できま
す。

• Aをを送送っったた場場合合ののみみBをを送送るる - 順序ルール。オファーBはオファーAを送った後での
み送ることができることを指定します。たとえば、担保会社は、最初の担保オ
ファーがダイレクトメールで送られた後でのみコールセンターの担当員がフォロー
アップコールを開始するように指定できます。
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ルルーールルのの範範囲囲
ルールの範囲とは、そのルールに影響される推奨コンタクトセットで、顧客、オ
ファー、チャネル、費用、時間などさまざまなディメンションを使用して指定できま
す。 次の表に、各ルールで使用できる範囲を示します。

関関連連トトピピッックク
• ルール例外について

N350001

顧顧客客ルルーールル
顧客ルールでは、Campaignで定義した戦略的セグメントに基づいて、コンタクトを含
めたり除外したりできます。 このルールの範囲を絞り込んで、Campaignで定義されて
いる特定のチャネルや特定のオファー/オファーリストだけを対象にできます。

すべての参加キャンペーンにまたがるグローバル抑制を適用するには、このルールを使
用します。 例:
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• 「コンタクトしない」リストを作成する、またはグローバルコントロールグルー
プ(チャネル固有も可)をサポートする

• 特定のチャネルのオプトアウトを選択した顧客が、そのチャネルのメッセージを受
信しないようにする

• 特定の条件に当てはまる顧客(既定では、信用度が低い、製品の返却回数が非常に多
いなど)が、特定のオファー(最も価値の高いオファーや貸付限度額の増額など)や
個々のオファーを受け取らないようにする

"DoNotCall"というセグメントがある場合があります。これは、電話での連絡をしないこ
とをリクエストした最高の価値の顧客を表すセグメントです。 "DoNotCall"セグメント
内のすべての顧客がテレマーケティングのオファーを受信しないようにするには、この
ルールを使用します。

N360001

顧顧客客ルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [除除外外]は、この後に続く条件を満たすコンタクトを除外しこの最適化セッションの処理
ます。

• [附附加加]は、リストされた条件を満たすコンタクトのみを保
持します。 セグメントと共に使用すると、Optimizeは、セ
グメント外にあるが、オファー、コンタクト、およびチャ
ネル条件を満たすコンタクトを移動します。

• [任任意意のの顧顧客客]は、他の条件を満たすすべてのコンタクトをセグメント内の顧客
附加、または除外します。

• セグメント名は、選択されたセグメントのすべての顧客に
適用された、この後に続くチャネルおよびオファー条件を
満たすコンタクトを附加、または除外します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、配布チャネルにかかわらず、オチャネルからのオファー
ファーに適用されます。

• チャネル名は、指定されたチャネルのオファーに附加また
は除外を絞り込みます。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、すべてのオファーに適用されます。オファー/オファーリストにつ
• オファー/オファーリストは、指定されたオファーまたは選いて

択されたオファーリストに附加または除外を絞り込みま
す。

• オファーバージョンは、クエリビルダで指定したオファー
属性を持つオファーバージョンに、附加または除外を絞り
込みます。 これにより、パラメータ化されたオファー属
性を使用して定義された特定のオファーバージョンにの
み、ルールが適用されます。
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顧顧客客ルルーールルのの例例
「この最適化セッションは、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関する
チャネル「任意のチャネル」からのオファーについて、セグメントOptOutTable」の顧
客を除外する必要がある。」このルールは、OptOutTable内の顧客に対する、すべての
推奨コンタクトを除外します。

「この最適化セッションは、オファー/オファーリスト「クレジットオファー」に関す
るチャネル「任意のチャネル」からのオファーについて、セグメン
ト「GoodCreditRating」の顧客を附加する必要がある。」このルールは、チャネルにか
かわらず、セグメント「GoodCreditRating」の顧客にのみクレジットオファーを送るよ
うにするものです。

「この最適化セッションは、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関する
チャネル「コールセンタ」からのオファーについて、セグメント「DoNotCall」の顧客
を除外する必要がある。」セールスコールを望まないすべての顧客を含むセグメン
ト「DoNotCall」を作成した場合は、それらの顧客がコールセンタチャネルから送られ
るオファーを受け取らないよう除外できます。

「この最適化セッションは、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関する
チャネル「電子メール」からのオファーについて、セグメント「電子メール」の顧客を
附加する必要がある。」このルールは、最適化コンタクトリストに、セグメント「電子
メール」の顧客の電子メールオファーのみが含まれるようにするものです。

「この最適化セッションは、オファー/オファーリスト「プラチナカード」に関する
チャネル「任意のチャネル」からのオファーについて、セグメン
ト「HighCreditScores」の顧客を附加する必要がある。」このルールは、最適化コンタ
クトリストが、セグメント「HighCreditScores」の顧客にのみプラチナカードのオ
ファーを送るようにするものです。

「この最適化セッションは、オファー/オファーリスト「終了日が1/30/07よりも後のプ
ラチナカードの電子メール」に関するチャネル「任意のチャネル」からのオファーにつ
いて、セグメント「任意の顧客」の顧客を附加する必要がある。」このルールは、最適
化コンタクトリストが、1/30/07よりも後に終了日を迎えるプラチナカードの電子メー
ルオファーのみが含まれるようにするものです。

N370001

イインンタタララククシショョンンルルーールル
インタラクションルールでは、PCTデータで使用可能な任意の条件に基づいて、コンタ
クトを含めたり除外したりできます。

特定の顧客、キャンペーンオファー、チャネル、コスト、または時間の条件を使用して
特定の推奨オファーを抑制するには、このルールを使用します。 これらの条件
は、Campaignで使用するものと同じテーブルから取得されます。 このルールは、抑制
する明白なセグメントがない場合に非常に便利です。 非常に柔軟性があり、複雑な抑
制を実行するうえでも非常に大きな影響力があります。
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このルールでは、最適化テンプレートテーブルおよび推奨コンタクトテーブル(PCT)に
含まれているオプション項目にユーザが直接アクセスできます。 たとえば、インタラ
クションルールを使用して、製品の返却率が10％を超える顧客に対してディスカウント
オファーが送信されないようにできます。 このルールでは、送信された各オーディエ
ンスIDについて参加キャンペーンごとに入力される返却製品のパーセントを示す変数
が、最適化セッションで使用される最適化テンプレートテーブルに含まれていることが
条件となります。

N380001

イインンタタララククシショョンンルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [除除外外]は、この後に続く条件を満たすオファーを除外しまこの最適化セッションの処理
す。

• [附附加加]は、この後に続く条件を満たすオファーのみを保持
します。

インタラクション クエリビルダで指定したオファー条件に、附加または除外を絞
り込みます。

イインンタタララククシショョンンルルーールルのの例例
「この最適化セッションは、「CustomerValue < 100、OfferValue > 10、チャネル=電
話」のインタラクションを除外する必要がある。」このルールは、コストの高いコミュ
ニケーションチャネル(電話)を用いて、低価値顧客に高価値オファーを送らないように
します。

「この最適化セッションは、「スコア>=10」のインタラクションを附加する必要があ
る。」このルールは、最適化コンタクトリストに、[スコア]項目が10以上の推奨オ
ファーのみが含まれるようにします。

N390001

最最小小/最最大大オオフファァーーキキャャパパシシテティィ数数ルルーールル
最小/最大オファーキャパシティ数ルールでは、顧客全体に送信されるオファーの最大
数および最小数を定義することによって、キャパシティの制約を設定できます(通常発
生するオファー、または特定のオファー、チャネル、一定期間について)。

特定の期間のキャパシティを変更する必要がある場合は、このルールに例外を追加でき
ます。

一定期間中に送られるオファーやチャネルの使い方を制御するには、このルールを使用
します。 一定期間は日数で表します(7日間など)。 どの7日間になるかは、Optimize
セッションがいつ実行されるかで決まります。たとえば、セッションが1月1日に実行さ
れる場合は1月1日から1月7日の7日間になり、1月2日に実行される場合は1月2日から1
月8日になります。

個人に送られるオファーの数を制御する方法については、「各顧客の最小/最大オ
ファー数ルール」を参照してください。
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オファーキャパシティの制約を使用するとソリューション全体の最適性が損なわれ
るため、できるだけ使用しないでください。 オファーキャパシティの制約を使用す
る必要がある場合は、最小か最大のどちらかのみ使用し、両方を使用しないように
してください。 最小と最大の両方を使用する必要がある場合は、最小値と最大値に
非常に近い値を使用する(たとえば最小と最大を同じ値にするなど)ことは避けてく
ださい。 このように狭い範囲を指定すると、Optimizeで最適化を柔軟に行うことが
難しくなります。

たとえば、プレミアムマンスリープランにグレードアップした既存の顧客に無料で配布
する携帯電話ハンドセットの数を制限するには、 オファーキャパシティルールを作成
して、「2年間のプレミアムサブスクリプションでの無料携帯電話」オファーの最大数
を20,000に制限します。

関関連連トトピピッックク
• ルール例外について

• 最小/最大オファーキャパシティ数ルールにルール例外を追加するには

N3C0001

最最小小/最最大大オオフファァーーキキャャパパシシテティィ数数ルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、配布チャネルにかかわらず、制限をチャネルからのオファーの総
オファーに適用します。数

• チャネル名は、このルールを、指定したチャネルのオ
ファーに制限します。

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間経過
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このようにして期間
を"スライド"させることにより、オファー提示戦略を確実
に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、オファーにかかわらず、キャパシオファー/オファーリストにつ
ティの限界を適用します。いて

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、このルールを、選択された
オファーまたはオファーリストに制限します。
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項項目目 値値

• [最最小小]は、送信したいオファーの最小数を指定しま範囲
す。Optimizeは、制約を考慮しながら、可能であれば、最
小でこの数のオファーを送信するようオファーを最適化し
ます。

このため、最小数になることはほとんど不可能です。

たとえば、最小で10,000件のオファーXを送信することを
指定するルールがあるとします。 この最小数は、次のい
ずれかの状況では達成できません。

• PCTに含まれるコンタクト数が10,000件以下。

• PCT内の、オファーできるコンタクトが10,000件に満
たない。たとえば、AとBを共に送らないルールによっ
てコンタクトが制限されている場合。

Optimizeは、制約を考慮に入れながら、可能な限り多くの
オファーを送信します。

• [最最大大]は、送信したいオファーの最大数を指定します。 こ
れは、指定された期間内にOptimizeが許可する、このタイ
プのオファー/チャネル、またはオファーリスト/チャネル
の組み合わせを表します。

最最小小/最最大大オオフファァーーキキャャパパシシテティィ数数ルルーールルのの例例
「オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関し、チャネル「テレマーケティン
グ」から1日に出されるオファー数は最小0～最大3,000でなくてはならない。」この
ルールは、最適化コンタクトリストのテレマーケティングコールの数を、1日に3,000件
に制限します。

「オファー/オファーリスト「プラチナカード」に関し、チャネル「任意のチャネル」
から30日間に出されるオファー数は最小0～最大50,000でなくてはならない。」この
ルールは、最適化コンタクトリストのプラチナカードオファーの数を、1回あたり30日
のローリング期間に50,000件に制限します。

「オファー/オファーリスト「プラチナカード」に関し、チャネル「テレマーケティン
グ」から7日に出されるオファーの合計数は、最小5,000～最大15,000の範囲でなくては
ならない。」このルールは、Optimizeは、1回あたり7日間のローリング期間に、少なく
とも5,000件、最大で15,000件のプラチナカードのテレマーケティングコールを、最適
化コンタクトリストに追加します。

関関連連トトピピッックク
• ルール例外の定義

• 最小/最大オファーキャパシティ数ルールにルール例外を追加するには

N3E0001

カカススタタムムキキャャパパシシテティィルルーールル
カスタムキャパシティルールを使用すると、PCTの列の合計や平均に基づいて独自の制
約を作成できます。
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このルールは柔軟性に富み、あらゆる状況で使用できます。 たとえば、このルールを
使用してOptimizeセッションを予算内に保つことができます。 PCTのCostPerOffer列の
合計を10,000以下にするというカスタムキャパシティルールを作成する場合は、送信さ
れるすべてのオファーのコストが10,000ドル未満であることを定義します。

このルールを使用して、送信されるオファーの範囲を制限することもできます。 オ
ファーのAPRの平均が7以下というカスタムキャパシティルールを作成する場合は、非
常に低いAPRで多くのオファーを送信しすぎることがないようにします。

N3F0001

カカススタタムムキキャャパパシシテティィルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [合合計計]は、OptimizeがPCT列の値を足してから、値と比較合計または平均
する必要があることを指定します。

• [平平均均]は、OptimizeがPCT列の値の平均を取った上で、値
と比較する必要があることを指定します。

PCTの値を使用している間は、合計または平均は最後
のOCTの値に基づきます。

PCT列の Optimizeセッションを制約する、PCT内の数字列の名前。

下記の値と次の大小関係でな PCT列と値を比較する演算子、 "以下"、"より大きい"、または"
ければなりません。 等しい"を選択します。

値 PCT列の合計または平均との比較対象となる正の数字。 この
数字は整数でも小数でもかまいません。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがすべてのオファーおよびオファー/オファーリストから
オファーリストを考慮することを指定します。のトランザクション

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、このルールを、選択された
オファーまたはオファーリストに制限します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、すべてのチャネルに対してルールをチャネルから
適用します。

• チャネル名は、このルールを、指定したチャネルのオ
ファーに制限します。

カカススタタムムキキャャパパシシテティィルルーールルのの例例
「CostPerOfferの合計は、チャネル「任意のチャネル」からのオファー/オファーリス
ト「任意のオファー」のトランザクションの値100000 <=(以下)でなくてはならな
い。」 このルールは、キャンペーン(任意のチャネルの任意のオファー)全体の予算
を$100,000に制限します。

「RiskScoreの合計は、チャネル「任意のチャネル」からのオファー/オファーリス
ト「任意のオファー」のトランザクションの値100 <=(以下)でなくてはならない。」 こ
のルールは、ビジネスが受けるリスクの量を、キャンペーンごとに制限します。
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「APRの平均は、チャネル「任意のチャネル」からのオファー/オファーリス
ト「CreditOffers」の値8 >=(以上)にでなくてはならない。」 このルールは、収益性を
確保できるよう、低金利オファーのみを提供しないようにします。

N3A0001

各各顧顧客客のの最最小小/最最大大オオフファァーー数数ルルーールル
各顧客の最初/最大オファー数ルールでは、一人の顧客が受け取るオファーの数を制限
できます。 このルールを使用し、大量のオファーでメッセージが氾濫して軽んじられ
ることのないようにします。たとえば、50の異なるオファーを1つの電子メールで送信
するなど、実際には少ないコンタクトやパッケージに含まれるオファーの場合も当ては
まります。

これは、顧客が受け取る「邪魔なもの」や「パッケージ」の数とは異なります。 顧
客にかかるコンタクトの負担を管理するには、代わりに「パッケージの最大数」
ルールを使用します。

特定の戦略的セグメント、チャネル、オファーセットに関して、これらの制約を定義で
きます。

このルールでは、個人に送信するさまざまなメッセージの数を管理できます。 特に、
各顧客ベースで顧客へのオファー戦略を制御するには、このルールを使用します。 具
体的には、特定の期間中に個人に送信されるオファー(または特定の種類のオファー)の
最小数と最大数をこのルールで制御します。 このルールは、異なる種類のコミュニ
ケーション(クロスセル、リテンション、アップセルなど)の数を制限する場合によく使
用されます。

最小数を指定することにより、このルールを使用して、多様なマーケティングメッセー
ジが顧客に確実に届くようにします。 価値の高い顧客に対する2つのコンタクトの1つ
はアップセルオファーまたはクロスセルオファーにし、もう1つはリテンション用に残
しておくという条件などを設定できます。

コストの高いオファーセットを作成して、各顧客がそのセットからオファーを受け取る
ことのできる回数を制限することもできます。

N400001

各各顧顧客客のの最最小小/最最大大オオフファァーー数数ルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意のの顧顧客客]:すべての顧客にルールを適用します。セグメント内の各顧客用
• セグメント:ルールを、選択したセグメント内の顧客に限定

します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、すべてのチャネルに対してルールをチャネルからのオファー数
適用します。

• チャネル名は、このルールを、指定したチャネルのオ
ファーに制限します。
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項項目目 値値

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間経過
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このようにして期間
を"スライド"させることにより、オファー提示戦略を確実
に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがすべてのオファーおよびオファー/オファーリストにつ
オファーリストを考慮することを指定します。いて

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、このルールを、選択された
オファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性を含むオファーに限定します。これには、
パラメータ化されたオファー属性値も含まれます。

• [最最小小]は、送信したいオファーの最小数を指定しま範囲
す。Optimizeは、この数のオファーをできるようオファー
を最適化します。

FECルールとしては、特定の個人に対して最小を満た
すことができない場合は、その受取人に対してオ
ファーは行われません。

• [最最大大]は、送信したいオファーの最大数を指定します。

最小値と最大値に非常に近い値を使用する(たとえば最
小を2、最大を3にするなど)ことは避けてください。
このように狭い範囲を使用すると、ソリューションの
最適性が損なわれます。

各各顧顧客客のの最最小小/最最大大オオフファァーー数数ルルーールルのの例例
「セグメント「最近のアカウント」の各顧客について、オファーリスト「任意のオ
ファー」に関し、チャネル「任意のチャネル」から30日間にわたって出されるオファー
数は最小で0、最大で2でなくてはならない。」このルールは、最適化コンタクトリスト
内のコンタクトに制限を課し、最近アカウントを開いた各顧客のオファー数が、30日間
で2件を超えないようにします。
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「セグメント「任意の顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意のオ
ファー」に関し、チャネル「電子メール」から30日にわたって出されるオファーの数
は、最小で0、最大で5でなくてはならない。」このルールでは、任意の30日の間、各顧
客の最適化コンタクトリストに含まれる電子メールオファーの数が5件を超えないよう
にします。

「セグメント「任意の顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「ゴールド
カード」に関し、チャネル「ダイレクトメール」から30日にわたって出されるオファー
の数は、最小で0、最大で3でなくてはならない。」このルールでは、任意の30日の間、
各顧客の最適化コンタクトリストに含まれるゴールドカードのメーリングの数が3件を
超えないようにします。

「セグメント「任意の顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「オファー
バージョンの終了日=1/30/07」に関し、チャネル「ダイレクトメール」から30日にわ
たって出されるオファーの数は、最小で0、最大で3でなくてはならない。」このルール
では、任意の30日の間に各顧客に出される、終了日が1/30/07のオファーのメーリング
の数が3件を超えないようにします。

N410001

最最大大パパッッケケーージジ数数ルルーールル
最大パッケージ数ルールでは、特定の期間中に顧客が受け取る最大パッケージ数や「邪
魔なもの」を定義して、コンタクトの負担を軽減したり、オプトアウトの受信を防いだ
り、顧客からの苦情を防ぐことができます。 このルールの複数のインスタンスを使用
してコンタクトに関する戦略を作成し、コミュニケーションの間隔を適切に保って大量
のコンタクトが顧客に送られないようにします。 パッケージは、同じフローチャート
実行内の同じコンタクトプロセスで同じオーディエンスエンティティに対して作成され
るすべてのコンタクトとして、Campaignで定義されます。 コンタクトの負担ルール
をOptimizeで使用する場合、Campaignで「邪魔なもの」およびコンタクトプロセスを
表すパッケージは、この定義に従って構成する必要があります。

特定のチャネルに対して最大パッケージ数ルールを定義できます。 セグメントに対し
てルールの範囲を制限することもできます。

このルールを使用してコンタクトに関する戦略を管理し、各顧客に送信される「邪魔な
もの」やパッケージの数を制御してコンタクトの負担を軽減することができます。 こ
れは顧客に対する行き過ぎたコミュニケーションを回避できる重要なルールです。 た
とえば、高価値の顧客に送信されるパッケージの最大数を30日間で3つに制限するよう
にルールを定義できます。

パッケージはCampaignで定義されます。 同じコンタクトプロセスから同じ顧客に
送信されるすべてのオファーは、同時に同じチャネルで配布される1つの「パッケー
ジ」と見なされます。 たとえば、1冊のクーポン冊子に収められている複数のクー
ポンや同じメールで提供される複数のオファーなどがこれです。 Campaignで作成
されるフローチャートがこの慣例に従っていることが重要です。 つまり、異なる
チャネルでのコミュニケーションや異なる時点で同じ個人に対して出されるオ
ファーに対しては、別個のコンタクトプロセスを使用する必要があります。 言い換
えれば、1つの「パッケージ」で受信者に対して複数のオファーを配布する場合、こ
れらのオファーはすべて同じコンタクトプロセス内に割り当てる必要があります。

N420001
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最最大大パパッッケケーージジ数数ルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意のの顧顧客客]:すべての顧客にこの制約を適用します。セグメント内の各顧客用
• セグメント:ルールを、選択したセグメント内の顧客に限定

します。

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間経過
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このようにして期間
を"スライド"させることにより、オファー提示戦略を確実
に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがすべてのチャネルからのチャネルからのパッケージ数
パッケージを考慮に入れることを指定します。

• チャネル名は、このルールを、指定したチャネルのパッ
ケージに制限します。

次の数以下 各顧客に送ることができるパッケージの最大数を、入力した値
に制限します。

最最大大パパッッケケーージジ数数ルルーールルのの例例
「セグメント「最近のアカウント」の各顧客について、チャネル「任意のチャネル」か
ら30日間にわたって出されるパッケージ数は最小で0、最大で2でなくてはならない。」
このルールは、最適化コンタクトリスト内のコンタクトに制限を課し、最近アカウント
を開いた各顧客のパッケージ数が、30日間で2件を超えないようにします。

「セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、チャネル「電子メール」から30日間
にわたって出されるパッケージ数は、最小で0件、最大で5件にする必要がある。」この
ルールでは、30日間に、どの顧客が受け取る電子メールパッケージ数も最大で5件に制
限します。

N430001
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最最大大重重複複オオフファァーー数数ルルーールル
最大重複オファー数ルールでは、特定の期間内に特定のチャネルから同じオファーを顧
客が受け取る回数を制限できます。 オファーセット内のすべてのオファーに対して、1
つの最大重複オファー数ルールを作成できます。 たとえば、1つのオファーセットに対
して、最大0の設定で最大重複オファー数ルールを作成した場合、いずれのオファーに
ついても各顧客が受け取ることができるのは1つだけです(ただし、重複したオファーを
受け取ることはできませんが、異なるオファーはいくつでも受け取ることができま
す)。

異なるチャネルを介して同じ個人に対して重複したオファーが送信される回数を制限す
るには、このルールを使用します。 Campaignで、すべてのオファーを示すスマートオ
ファーリストを作成して、あらゆるオファーの重複を回避できます。 たとえば、この
ルールを使用して、電子メール経由で顧客にオファーを送信した場合は、1か月以内に
郵送で同じオファーをこの顧客に送信しないようにできます。

N440001

最最大大重重複複オオフファァーー数数ルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意のの顧顧客客]:すべての顧客にこの制約を適用します。セグメント内の各顧客用
• セグメント:ルールを、選択したセグメント内の顧客に限定

します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがすべてのチャネルからのチャネルからの重複オファー
オファーを考慮に入れることを指定します。数

• チャネル名は、このルールを、指定したチャネルのオ
ファーに制限します。

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間経過
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このようにして期間
を"スライド"させることにより、オファー提示戦略を確実
に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。
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項項目目 値値

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがすべてのオファーおよびオファー/オファーリストにつ
オファーリストを考慮することを指定します。いて

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、このルールを、選択された
オファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性値を含むオファーに限定します。これに
は、パラメータ化されたオファー属性も含まれます。

次の数以下 重複オファーの最大数(各顧客に送ることができる)を、入力し
た値に制限します。 この値を1に設定すると、顧客は最大で2
つ、あるいは重複する1つの、同一オファーを受け取ります。
重複オファーの可能性を排除するには、0を使用します。

最最大大重重複複オオフファァーー数数ルルーールルのの例例
「セグメント「高価値顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意のオ
ファー」に関し、チャネル「任意のチャネル」から30日にわたって出される重複オ
ファーの数は、4を超えてはならない。」このルールでは、任意の30日の間、任意の高
価値顧客の最適化コンタクトリストに、同じオファーを4件だけ示すことができます。

「セグメント「任意の顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意のオ
ファー」に関し、チャネル「ダイレクトメール」から30日にわたって出される重複オ
ファーの数は、2を超えてはならない。」このルールでは、任意の30日の間、各顧客の
最適化コンタクトリストに、同じオファーを2件だけ示すことができます。

「セグメント「任意の顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「ブローカ
製品」に関し、チャネル「任意のチャネル」から30日にわたって出される重複オファー
の数は、3を超えてはならない。」このルールでは、任意の30日の間、各顧客の最適化
コンタクトリスト内に、同じブローカ製品オファーが4件以上(オリジナルが1つ、重複
が3つ)表示されないようにします。

「セグメント「任意の顧客」の各顧客について、オファー/オファーリスト「ブローカ
製品=無料コンサルティング」に関し、チャネル「任意のチャネル」から90日間にわ
たって出される重複オファーの数は、2を超えてはならない。」このルールでは、任意
の90日の間、各顧客の最適化コンタクトリスト内に、ブローカ製品オファー「無料コン
サルティング」が3件以上(オリジナルが1つ、重複が2つ)表示されないようにします。

N450001

AととBをを共共にに送送ららなないいルルーールル
AとBを共に送らないルールでは、一定期間中に顧客がある組み合わせのオファーを併
せて受け取らないようにできます。 このルールは、顧客セグメント、チャネル、およ
びオファーセットで絞り込むことができます。

矛盾したオファーが同じコンタクトに送られないようにするには、このルールを使用し
ます。 オファーセットを指定することで、最初のセットのどのオファーも2つめのセッ
トの任意のオファーと一緒に受信者に送られることがないように指定できます。
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このルールを使用することで顧客に送られるメッセージの一貫性を保ち、相反するオ
ファーが同じ個人に送られないようにします。 顧客が特定の種類のオファーを一貫し
て受け取る場合は、このルールにより、顧客がその種類のオファーを確実に受け取り続
けるようにできます。 たとえば、リニューアルされた新しい電話のオファーと電話の
アップグレードプランのオファーという相反するオファーを60日間は同じ個人に送信し
たくない場合は、「すべてのセグメントの各顧客は、リニューアルされた新しい電話に
関するすべてのチャネルからのインタラクションAと電話のアップグレードプランに関
するすべてのチャネルからのインタラクションBを60日間は一緒に受信できない」とい
うルールを作成します。

N460001

AととBをを共共にに送送ららなないいルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意のの顧顧客客]は、Optimizeですべてのセグメントの顧客がセグメント内の各顧客用
考慮されることを意味します。

• セグメント:ルールを、選択したセグメント内の顧客に限定
します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがこの項目に対し、すべてチャネルからオファーを受信
のチャネルからのオファーを考慮に入れることを指定しま
す。

• チャネル名は、この項目を、指定したチャネルのオファー
に制限します。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがこの項目について、すべオファー/オファーリストにつ
てのオファーおよびオファーリストを考慮することを指定いて
します。

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、この項目を、選択されたオ
ファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性値を含むオファーに限定します。これに
は、パラメータ化されたオファー属性も含まれます。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがこの項目に対し、すべて次のチャネルからのオファー
のチャネルからのオファーを考慮に入れることを指定しま受信不可
す。

• チャネル名は、この項目を、指定したチャネルのオファー
に制限します。
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項項目目 値値

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間内
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このようにして期間
を"スライド"させることにより、オファー提示戦略を確実
に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがこの項目について、すべオファー/オファーリストにつ
てのオファーおよびオファーリストを考慮することを指定いて
します。

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、この項目を、選択されたオ
ファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、この項目を、クエリビルダで指
定したオファー属性を含むオファーに制限します。

AととBをを共共にに送送ららなないいルルーールルのの例例
「セグメント「ワイヤレス」の各顧客について、最初にオファー/オファーリスト「新
しい電話のリニューアル」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け
取った顧客は、その後90日間はオファー/オファーリスト「通話プランのアップグレー
ド」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け取るることはできな
い。」このルールは、最適化コンタクトリストで、最近90日以内に新しい電話のリ
ニューアルのオファーを受けた顧客を通話プランのアップグレードオファーから除外し
ます。

「セグメント「すべてのセグメント」の各顧客について、オファー/オファーリス
ト「金利>10%」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け取った顧
客は、その後60日間はオファー/オファーリスト「金利<5%」に関してチャネル「すべ
てのチャネル」からオファーを受け取ることはできない。」このルールは、最適化コン
タクトリストで、最近60日以内に10%を超える金利のオファーを受けた顧客を、5%以
下の金利のオファーから除外します。

N470001
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Aのの後後ににBをを送送ららなないいルルーールル
Aの後にBを送らないルールでは、1つのオファーを受け取ったばかりの顧客が別のオ
ファーを一定期間受け取らないように設定できます。ただし、2番目のオファーを受け
取った顧客が最初のオファーを受け取らないようにすることはできません。 このルー
ルは単方向のルールです。つまり、オファーが抑制されるのは1つの順序に関してのみ
です。これに対して、AとBを共に送らないルールは双方向です。つまり、AとB、BとA
のようにその順序に関わらず、オファーを共に送ることはできません。 Aの後にBを送
らないルールは、顧客セグメント、チャネル、オファーセットで絞り込むことができま
す。

顧客とサービスの観点から見てオファーの順序に意味を持たせるには、このルールを使
用します。 たとえば、オファーを低いレベルと高いレベルにわけて、高いレベルのオ
ファーを受け取る顧客は、その後30日以内に低いレベルのオファーを受け取ることがで
きないようにします。

次に、このルールを使用して適用できる特定の制約の例を示します。

• 価値の高いオファーの後でそれよりも価値の低いオファーを送らない。 たとえ
ば、10,000マイルのマイレージサービスのオファーを送った後で5,000マイルのオ
ファーを送りません。

• 肯定的なオファーを送った後で否定的なオファーを送らない。 たとえば、信用度の
低下により個人のクレジットカードの上限を下げた2、3日後にクロスセルオファー
を送りません。

N480001

Aのの後後ににBをを送送ららなないいルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意のの顧顧客客]:すべての顧客に制約を適用します。セグメント内の各顧客用
• セグメント:ルールを、選択したセグメント内の顧客に限定

します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがこの項目に対し、すべてチャネルからのオファーを最
のチャネルからのオファーを考慮に入れることを指定しま初に受信
す。

• チャネル名は、この項目を、指定したチャネルのオファー
に制限します。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがこの項目について、すべオファー/オファーリストにつ
てのオファーおよびオファーリストを考慮することを指定いて
します。

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、この項目を、選択されたオ
ファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性値を含むオファーに限定します。これに
は、パラメータ化されたオファー属性も含まれます。
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ルールタイプ

項項目目 値値

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがこの項目に対し、すべて次のチャネルからのオファー
のチャネルからのオファーを考慮に入れることを指定しまを後で受信不可
す。

• チャネル名は、この項目を、指定したチャネルのオファー
に制限します。

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間内
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このようにして期間
を"スライド"させることにより、オファー提示戦略を確実
に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがこの項目について、すべオファー/オファーリストにつ
てのオファーおよびオファーリストを考慮することを指定いて
します。

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、この項目を、選択されたオ
ファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性値を含むオファーに限定します。これに
は、パラメータ化されたオファー属性も含まれます。

Aのの後後ににBをを送送ららなないいルルーールルのの例例
「セグメント「すべてのセグメント」の各顧客について、最初にオファー/オファーリ
スト「プラチナカード」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け
取った顧客は、その後90日間はオファー/オファーリスト「ゴールドカード」に関して
チャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け取ることはできない。」このルール
は、最適化コンタクトリストで、最近90日以内にプラチナカードのオファーを受けた顧
客を、ゴールドカードのオファーから除外します。

「セグメント「すべてのセグメント」内の各顧客について、最初にオファー/オファー
リスト「CreditLimitReduction」に関してチャネル「任意のチャネル」からオファーを
受け取った顧客は、その後90日間はオファー/オファーリス
ト「CrossSellCreditCardInsurance」に関してチャネル「任意のチャネル」からオ
ファーを受け取ることはできない。」 このルールは、最近90日以内に利用限度額の引
き下げに関する通知を受領した顧客から、クレジットカード保険のオファーを除外しま
す。
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N490001

Aをを送送っったた場場合合ののみみBをを送送るるルルーールル
Aを送った場合のみBを送るルールでは、Optimizeは元のオファーを送信していない限
りフォローアップオファーを送信しません。OptimizeはオファーAを送信していなけれ
ばオファーBを送信できません。OptimizeがオファーBに対してオファーセットを使用
する場合、セットが一致するすべてのオファーに対してルールが適用されます。 オ
ファーAのオファーセットを使用する場合、そのセット内のオファーは、すべての推奨
オファーBの要件を満たします。 つまり、1つの元オファーでフォローアップできるオ
ファーの数が無制限になります。 このルールを使用して、関連する後続のオファーを
制御できます。たとえば、オファーAが受信者に送信された場合のみ、オファーBをそ
の受信者に送信するように指定できます。 これにより、コミュニケーションの一連の
フォローアップを最適に管理できます。

マーケティング調査によれば、相互に関係のあるコミュニケーションを2種類用いるこ
とで成果が上がることがわかっています。たとえば、ダイレクトメールの郵送後にサー
ビス担当者が電話した場合は、いずれか一方を用いた場合よりもより良い結果が得られ
ます。 Aを送った場合のみBを送るルールを使用すると、関連するオファーを推奨し
て、受信者がオファーAを受け取った場合にのみオファーBを確実に送ることができま
す。したがって、オファーAだけを送るか、オファーAとオファーBを一緒に送ることは
できますが、オファーBだけを送ることはできません。 たとえば、ダイレクトメールを
使用して最初のオファーを送った後で、テレマーケティングによるフォローアップを行
いたい場合は、テレマーケティングの電話をオファーBとし、ダイレクトメールをオ
ファーAとすることができます。Optimizeがダイレクトメールを送信しないと判断した
顧客に対しては、このルールにより対となるテレマーケティングの電話が自動的に除外
されます。

さらに、Offer1とOffer2という2つのオファーがあり、この2つは一緒に送るか、そうで
なければどちらも送らない場合は、Aを送った場合のみBを送るというルールを2つ作成
します。 1つのルールは「Offer2を送った場合のみOffer1を送る」とし、もう1つ
は「Offer1を送った場合のみOffer2を送る」として作成します。こうすると、Optimize
は両方のオファーを送るか、またはどちらも送りません。 このシナリオでは、Offer1
とOffer2の両方を送信するために必要なチャネルに十分なコンタクトオポチュニティが
存在していること、および(これらのチャネルで送信できる他のオファーではなく)この
オファーの組み合わせが最適であることが、Optimizeによって保証されます。

このルールは、1つのオファーをもう1つのオファーよりも常に優先させる場合に使用し
ます。

Aを送った場合のみBを送るルールの範囲は、常に現在の最適化期間です。つま
り、OptimizeはOptimizeセッション内の推奨コンタクトのみ考慮し、オファーAが送信
されていない場合は、オファーBを送信しません。 これにより、現在のOptimizeセッ
ション中に考慮される推奨トランザクションにおいてオファーAが選択された場合のみ
オファーBが確実に選択されます。 このルールではコンタクト履歴を検索して、オ
ファーAが過去に受信されたかどうかの確認は行いません。

N4A0001
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Aをを送送っったた場場合合ののみみBをを送送るるルルーールルのの定定義義
項項目目 値値

• [任任意意のの顧顧客客]:すべての顧客に制約を適用します。セグメント内の各顧客
• セグメント:ルールを、選択したセグメント内の顧客に限定

します。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがこの項目に対し、すべて次のチャネルからのオファー
のチャネルからのオファーを考慮に入れることを指定しまを受信可
す。

• チャネル名は、この項目を、指定したチャネルのオファー
に制限します。

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがこの項目について、すべオファー/オファーリストにつ
てのオファーおよびオファーリストを考慮することを指定いて
します。

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、この項目を、選択されたオ
ファーまたはオファーリストに制限します。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性値を含むオファーに限定します。これに
は、パラメータ化されたオファー属性も含まれます。

これは、フォローアップオファーの前提条件となるオ
ファーです。 この項目でオファーリストが選択される
と、そのリスト内のオファーは、推奨されたフォロー
アップオファーの要件を満たします。

• [任任意意ののチチャャネネルル]は、Optimizeがこの項目に対し、すべてチャネルからのオファーを受
のチャネルからのオファーを考慮に入れることを指定しま信する場合のみ
す。

• チャネル名は、この項目を、指定したチャネルのオファー
に制限します。

バージョン 8.5.0 55



4 - 最適化ルールの設定

項項目目 値値

• [任任意意ののオオフファァーー]は、Optimizeがこの項目について、すべオファー/オファーリストにつ
てのオファーおよびオファーリストを考慮することを指定いて
します。

• [オオフファァーー/オオフファァーーリリスストト]は、この項目を、選択されたオ
ファーまたはオファーリストに制限します。 これは、2つ
目のオファー項目のオファーの、前提条件となるオファー
です。 この項目でオファーリストが選択されると、その
リスト内のオファーは、2つ目のオファー項目で推奨され
たオファーの要件を満たします。

• [オオフファァーーババーージジョョンン]は、ルールをクエリビルダで指定し
たオファー属性値を含むオファーに限定します。これに
は、パラメータ化されたオファー属性も含まれます。

これはフォローアップオファーです。 フォローアップ
オファーに対してオファーリストが使用される場合、
リストに記載されている、顧客に送られるすべてのオ
ファーにルールが適用されます。

Aをを送送っったた場場合合ののみみBをを送送るるルルーールルのの例例
「セグメント「新規顧客」の各顧客は、オファー/オファーリスト「フォローアップ」
に関するチャネル「電子メール」からオファーを受け取ることができるが、オファー/
オファーリスト「初期」に関するチャネル「電子メール」からオファーを受け取った場
合にのみそれが可能である。」このルールは、初期オファーが送られている場合を除
き、新規顧客セグメントの顧客にフォローアップオファーを送らないようにするための
ものです。

「セグメント「任意のセグメント」の各顧客は、オファー/オファーリス
ト「FreeNightAtDisney」に関するチャネル「テレマーケティング」からオファーを受
け取ることができるが、オファーバージョン「Destination = Orlando, Florida」に関す
るチャネル「DirectMail」からオファーを受け取った場合にのみそれが可能である。」
このルールは、飛行機での移動のオファーに、destinationと呼ばれるパラメータ化され
た属性があることを想定しています。 このルールでは、目的地がフロリダ州オーラン
ドのオファーを受け取った顧客だけが、Walt Disney Worldリゾートでの1泊無料宿泊オ
ファーを受け取れるようにします。

N2D0001

ルルーールル定定義義
ルール定義では、ルールの範囲を作成したり、その範囲で実行するアクションを決定し
たりできます。 ルールの範囲とは、そのルールに影響される推奨コンタクトセット
で、顧客、オファー、チャネル、時間などさまざまなディメンションを使用して指定で
きます。

たとえば「低価値」というセグメント内に、電子メールチャネルを介してコンタクト
し、10％オフのオファーを含めるコンタクトセットの範囲を定義できます。 各顧客の
最大オファー数ルールを定義すると、このコンタクトセットが前述のコミュニケーショ
ンを1カ月に2つ以上受け取らないようにできます。
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ルール定義

このセクションでは、3つの主なルール定義について説明します。

• セグメント - 特定の顧客およびオーディエンスIDに関するルールの範囲を設定しま
す。

セグメントは、顧客、最小/最大オファーFEC数、最大パッケージ数、最大重複オ
ファー数、最小固有オファー数、AとBを共に送らない、Aの後にBを送らない、Aを
送った場合のみBを送るのルールで使用できます。

• オファーリスト - ルールを特定のオファーに適用します。

オファーリストは、顧客、最小/最大オファーキャパシティ数、最小/最大総コスト、
最小/最大オファーFEC数、最大重複オファー数、最小固有オファー数、AとBを共に
送らない、Aの後にBを送らない、Aを送った場合のみBを送るのルールで使用でき
ます。

• オファーバージョン - オファー属性値で定義された特定バージョンのオファーにの
みルールを適用します。

オファーバージョンは、顧客、最小/最大オファーFEC数、最大重複オファー数、最
小固有オファー数、AとBを共に送らない、Aの後にBを送らない、Aを送った場合の
みBを送るのルールで使用できます。

N4B0001

最最適適化化ルルーールルででののセセググメメンントトのの使使用用
一部の最適化ルールでは、戦略的セグメントをルール定義に指定できます。 戦略的セ
グメントはCampaignで作成され、Optimize内で使用できます。 セグメントまたは戦略
的セグメントは、意味のある方法でグループ化した一連のオーディエンスID(すべてが
同じオーディエンスレベル)です。 たとえば、「女性」というセグメントを作成して、
すべての女性のコンタクトをグループ化します。 また、過去3か月の使途金額が
で$1,000を超えるすべてのコンタクトのグループである「高価値」という別のセグメン
トも作成できます。

次に、ルール定義で指定したセグメントについてアクションを実行できます。 たとえ
ば、「高価値」のコンタクトは全員、毎月少なくとも3件の電子メールオファーを受け
取るというルールを作成します。

最適化ルールは、すべての顧客に適用することも1つの戦略的セグメントに適用する
こともできます。 最適化ルールを複数の戦略的セグメントに適用するには、目的の
すべてのコンタクトを含む新しい戦略セグメントをCampaignで作成するか、ルール
を適用する戦略的セグメントごとに1つずつルールのコピーを作成します。

戦略的セグメントの詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照し
てください。

IBM Unica Interactを使用している場合は、Optimizeと共にスマートセグメントを使用で
きません。

N4C0001

最最適適化化ルルーールルででセセググメメンントトをを使使用用すするるににはは
1. 最適化ルールページの[ルール定義]セクションで[セセググメメンントト]をクリックします。

空白の項目と[選択]ボタンが表示されます。
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4 - 最適化ルールの設定

2. [選選択択]ボタンをクリックします。

[セグメントの追加/削除]ウィンドウが表示されます。

3. セグメントを選択します。

4. [承承認認ししてて閉閉じじるる]をクリックします。

セグメント項目には、セグメントが挿入されます。Optimizeは、最適化セッション
の実行時に、セグメントの制約を適用します。

N4D0001

最最適適化化ルルーールルででののオオフファァーーリリスストトのの使使用用
最適化ルールを定義して複数のオファーを適用する場合はオファーリストを使用すると
便利です。 オファーリストとは、組織的な目的で作成できる関連オファーのグループ
です。 オファーリストはCampaignで作成され、オファーを定義するときにOptimize内
で使用できます。 オファーリストには次の2つの種類があります。

• 静静的的は、特に編集されない限り変わらない定義済みのオファーリストを示します。

• ススママーートトは、動的なオファーリストを示します。 スマートリストの条件を満たす新
しいオファーがスマートリストに追加されると、リストの内容が変わります。 ス
マートオファーリストを使用すると、最適化ルールにとって重要なオファーの特徴
を定義する条件を指定できます。

ほとんどの場合、スマートオファーリストはOptimizeで使用します。 スマートオファー
リストはOptimizeセッションの実行時に評価され、オファークエリが満たされている間
中、Campaign内のクエリを解決します。 静的オファーリストには、静的オファーリス
トの作成時にユーザが指定したオファーだけが含まれ、明示的に変更されない限り内容
は変わりません。

たとえば、「休暇旅行」というオファーリストがあり、このリストには12月と1月の
ディスカウント航空料金に関するオファーがすべて含まれているとします。 最適化
ルールを作成して、個人が12月と1月に受け取る休暇旅行のオファー件数を2件までに制
限できます。

このオファーリストが静的で、かつ他のすべてのルールの条件に変わりがなけれ
ば、Optimizeセッションの各実行で同じオファーが含まれます。 このオファーリストが
スマートオファーリストの場合は、スマートオファーリストの条件を満たす新しいオ
ファーが作成されたかどうかで、Optimizeセッションの各実行で含まれるオファーが変
わります。 この場合、Optimizeセッションの後続の実行で追加のオファーが生成されま
す。

スマートオファーリストの一例として、「ローンのオファー」が挙げられます。 これ
は、「ローン製品のオファー」フォルダとそのサブフォルダ内にあるすべてのオファー
を含めるように定義できます。 次に、すべての個人が所定の60日間に受け取ることの
できるローンのオファーの上限を2つまでとするルールを作成して、個人が短期間で複
数のクレジットオファーを受けることで支払い能力を超えて負債を抱えることがないよ
うにします。 このスマートオファーリストには、新しく作成されたローン製品のオ
ファーが自動的に含まれるため、このルールを使用してOptimizeセッションを定期的に
実行することで、ローン製品オファーが常に最新の状態に維持されます。

オファーリストの定義の詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参
照してください。

N4E0001

58 IBM Unica Optimize - ユーザガイド



最適化ルールでのオファーバージョンの使用

最最適適化化ルルーールルででオオフファァーーリリスストトをを使使用用すするるににはは
1. 最適化ルールページの[ルール定義]セクションで[オオフファァーー]をクリックします。

空白の項目と[選択]ボタンが表示されます。

2. [選選択択]ボタンをクリックします。

[オファーの選択]ウィンドウが開きます。

3. オファーリストを選択します。

オファーリストは、複数のオファーの画像のアイコン で識別されます。 スマート
オファーリストのアイコンは、虫眼鏡 の画像を使用します。

4. [承承認認ししてて閉閉じじるる]をクリックします。

オファー項目には、オファーリストが挿入されます。Optimizeは、Optimizeセッション
の実行時に、オファーリストの制約を適用します。

N2E0001

最最適適化化ルルーールルででののオオフファァーーババーージジョョンンのの使使用用
特定の最適化ルールでは、ルール定義にオファーバージョンを指定できます。 これに
より、特定のルールが適用される正確なオファーバージョンのセットを特定するクエリ
を作成できます。 たとえば、「ゴールドクレジットカード」オファーのあらゆるバー
ジョンにルールを適用するのではなく、「変更金利」レートが現在のプライムレートよ
りも低い「ゴールドクレジットカード」オファーのバージョンにのみルールを適用した
いとします。この場合の「変更金利」は「ゴールドクレジットカード」オファーのパラ
メータ化された属性です。 クエリは任意のオファー属性に基づいて作成して、ルール
の範囲に含める正確なバージョンのオファーを指定できます(例え
ば、go_to_interest_rate < 5)。

オファーバージョンは、パラメータ化されたオファー属性を使用して作成されるオ
ファーの一意のインスタンスです。 パラメータ化されたオファー属性とは、マーケ
ティングキャンペーンでオファーを使用するときにユーザが一意の値を指定できるオ
ファー属性です。 オファー属性が一意の値で置き換えられるたびに新しいオファー
バージョンが作成されます。 たとえば、「ゴールドクレジットカード」オファー
に「プロモーション金利」と「変更金利」という2つのパラメータ化されたオファー属
性があり、前者の金利は0%または2.9%、後者の金利は18.9%または21.9%とすると、
合計で4つのオファーバージョンが作成されます。

ププロロモモーーシショョンン金金利利 変変更更金金利利

0% 18.9%

0% 21.9%

2.9% 18.9%

2.9% 21.9%
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4 - 最適化ルールの設定

次に、所定の30日間に送信される0%のプロモーション金利のオファー数を制限する
ルールを作成します。 (パラメータ化されない属性の値は、オファーの一部として事前
に定義されています)。

たとえば、Campaignの管理者が、「カードの種類」というパラメータ化されたオ
ファー属性をオファーテンプレートに作成するとします。 ユーザはオファー
をCampaignのセル(たとえば「最適化プロセス」)に割り当てるときに、オファー属性の
値(ゴールド、シルバー、それ以外)を指定します。

するとOptimizeの一部のルールでは、これらのオファーバージョンを検索できます。 た
とえば、顧客ルールを作成して、その範囲に種類がゴールド(カードの種類=ゴールド)の
すべての項目を含めることができます。 オファーバージョンをルールに含めるには、
オファーバージョンのクエリビルダを使用します。これを使用すると、ルールを適用す
るオファー属性の値を選択できます。

• パラメータ化されたオファー属性の詳細については、『IBM Unica Campaign管理者
ガイド』を参照してください。

• オファーバージョンの詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参
照してください。

N4F0001

オオフファァーーババーージジョョンンののククエエリリビビルルダダににつついいてて
一部のルールページの[ルール定義]セクションにあるオファーバージョンのクエリビル
ダは、特定のオファーバージョンを選択できる一連の項目です。

クエリビルダで指定する基準、および期間、顧客セグメント、インタラクションチャネ
ルなどの他の制約により、ルールの範囲が定義されます。 クエリビルダで使用される
オファー属性は、ルールが適用される正確なオファーバージョンを指定します。

クエリビルダに一覧表示されるオファー属性は、標準のオファー属性の場合もあればカ
スタムのオファー属性の場合もあります。 標準のオファー属性とは、Optimizeの多くの
実装に関する定義済みの属性です(終了日、オファー当たりのコスト、コンタクトチャ
ネルなど)。 カスタムのオファー属性とは、ユーザがCampaignで定義したオファー属性
で、ユーザの業界により特化した属性です(利率、年会費、部署、製品SKUなど)。

クエリを構築するためにクエリビルダで使用されるオファー属性は、パラメータ化され
た属性の場合とそうでない場合があります。 このため、クエリビルダはオファー(パラ
メータ化されたオファー属性を持たないオファーテンプレートに基づくマーケティング
コミュニケーション)を返す場合と、オファーバージョン(オファーをセルに割り当てる
ときにユーザがカスタマイズした、1つ以上のパラメータ化されたオファー属性を持つ
マーケティングコミュニケーション)を返す場合があります。 ただしクエリビルダは、
ルールの範囲に含めるオファーバージョンにアクセスできる唯一の方法です。 オ
ファーのすべてのバージョンが基本的に同じである場合は、最適化のためにオファーの
バージョンを区別する必要はありません。 ただし、パラメータ化されたオファーバー
ジョンがカスタマイズ用に使用されている場合、つまりパラメータ化されたオファー属
性の値に基づいてオファーの「目的」が実質的に異なる場合は、最適化ルールでオ
ファー属性によるクエリを実行し、ルールの範囲を適切に設定する必要があります。
マーケティングコミュニケーションの重要項目を変更するパラメータ化されたオファー
属性の例として「製品SKU」が挙げられます。この場合、ある個人にとっての項目はテ
レビであり、別の個人にとっての項目は冷蔵庫になります。
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最適化ルールでのオファーバージョンの使用

Optimizeセッションを実行すると、クエリビルダを使用して設定した制約およびすべて
のルールで指定したその他の基準により、最適化されたコンタクトテーブルに挿入され
る顧客が決まります。

Campaignのカスタムのオファー属性の定義、オファーまたはオファーテンプレートの
作成、オファー属性のパラメータ化の詳細については、『IBM Unica Campaign管理者
ガイド』を参照してください。

N500001

条条件件ととググルルーーププ化化
条条件件
条件は、オファー属性(パラメータ化されているものも、されていないものもありま
す)、演算子、および値で構成されます。

次のクエリ

Expiration Date = 12/31/08
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では、Expiration Dateはカスタム属性、"="が演算子、12/31/08が値です。

Optimizeクエリビルダのオファー属性ドロップダウンリストには、Campaignで定義さ
れたカスタムオファー属性に加え、標準属性が含まれます。 リストに含まれる属性
は、Campaignで定義されたオファーテンプレートで使用されている可能性がありま
す。 クエリビルダで指定したオファー属性がパラメータ化された値である場合は、ク
エリビルダの検索により、オファーバージョンが表示されます。

次の表に、クエリビルダで使用できる演算子を示します。

演演算算子子 定定義義

= 等しい

> より大きい

日付で使用される場合、この演算子は、指定した日付よりも後の日付を指定し
ます。 たとえば、Expiration date > 12/31/08は、12/31/08よりも後の日付を意
味します。

>= 以上

日付で使用される場合、この演算子は、指定した日付、またはその後の日付を
指定します。 たとえば、Expiration date >= 12/31/08は、12/31/08、またはそ
れよりも後の日付を意味します。

< より小さい

日付で使用される場合、この演算子は、指定した日付よりも前の日付を指定し
ます。 たとえば、Expiration date < 12/31/08は、12/31/08よりも前の日付を意
味します。
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演演算算子子 定定義義

<= 以下

日付で使用される場合、この演算子は、指定した日付、またはそれよりも前の
日付を指定します。 たとえば、Expiration date <= 12/31/08は、12/31/08、ま
たはそれよりも前の日付を意味します。

<> 等しくない

ググルルーーププ化化
グループ化では、anyまたはallステートメントに続き、1つ以上の条件を指定します。
クエリでは、次のように、[all]または[any] ([次次のの条条件件のの]ドロップダウンリストから)を
選択します。

• all:オファーが、表示される各条件を満たす必要があることを意味します。 たとえ
ば、コストが$5以下で、終了日が12/31/08よりも前か後のオファーを探すとしま
す。

all演算子はAND演算子と同じなので、次のようになります。

(Grouping) AND (Grouping) ... AND (Grouping)

IBM Unica Optimize - ユーザガイド

ここで

Grouping = (Condition) AND (Condition) ... AND (Condition)

• any:オファーが、表示される条件を満たす可能性があることを意味します。 たとえ
ば、電子機器またはコンピュータのアイテムカテゴリに属するオファーを探すとし
ます。

any演算子はOR演算子と同じなので、次のようになります。

(Grouping) OR (Grouping) ... OR (Grouping)

ここで

Grouping = (Condition) OR (Condition) ... OR (Condition)

オオフファァーーババーージジョョンンののククエエリリビビルルダダのの例例
次に、カスタムオファー属性に従い、クエリビルダがコンタクトのターゲットをどのよ
うに絞り込むかを例示します。

次のすべての条件を満たすコンタクトを除外する、コンタクトリストが必要な場合:

• オファー終了日が、12/31/08またはそれ以前

• 1件のオファー当たりのコストが$10より大きい
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• チャネルが電子メールか電話

この例では、all演算子を使用し、すべての条件、つまり、終了日が指定されたオ
ファーがあり、コストが指定された金額以上であり、電子メールまたは電話のチャネル
を使用して送信されたコンタクトを指定します。これを満たす条件を、推奨コンタクト
テーブルから除外します。 any演算子は、特定のタイプのチャネル、つまり電子メール
か電話を定義するために使用します。

N510001

最最適適化化ルルーールルででオオフファァーーババーージジョョンンをを使使用用すするるににはは
1. 最適化ルールページの[ルール定義]セクションで[オオフファァーーババーージジョョンン]をクリックし

ます。

既定のグループが表示されます。

2. [all]または[any]演算子を、[次次のの条条件件のの]ドロップダウンリストから選択します。

3. 条件を指定します。

a. 条件の1つ目の項目のドロップダウンリストから、オファー属性を選択します。

b. 条件の2つ目の項目のドロップダウンリストから、演算子を選択します。

c. 条件の3つ目の項目に値を入力します。

条件の最初の項目で、日付関連のオファー属性を選択した場合、ポップアップカレ
ンダから日付を選択できます。

次に、完成した条件の例を示します。

Effective Date <= 1/1/07

Item type = Clothing

Cost per offer >= 10
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4. (オプション)クエリビルダに追加条件またはグループを追加します。

a. グループに追加するその他の条件につき、[新新規規条条件件のの挿挿入入]をクリックします。

新しい条件がクエリビルダに追加されます。

b. オファー属性と演算子を選択し、値を指定することにより、新しい条件を構築し
ます。

c. 追加されるその他のグループにつき、[新新規規ググルルーーププ化化のの挿挿入入]をクリックしま
す。

新しいグループがクエリビルダに追加されます。

d. 新しいグループにつき、[all]または[any]を選択します。

allとanyの選択は、クエリビルダ全体のallまたはanyの選択のルールに従います。

5. クエリビルダから条件またはグループを削除するには、条件またはグループの隣に
あるチェックボックスをクリックし、[選選択択ししたた対対象象のの削削除除]をクリックします。

6. クエリビルダから条件またはグループを移動するには、関連付けられた番号をク
リックし、条件またはグループを移動先までドラッグします。 赤くハイライト表示
されたバーが表示されたら、指定場所にドロップします。
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Optimizeでは、クエリビルダで設定された制約は、Optimizeセッションの実行時に適用
します。

関関連連トトピピッックク
• 条件とグループ化

N520001

ススママーートトリリスストトおおよよびびオオフファァーーババーージジョョンンののククエエリリビビ
ルルダダ
オファー属性レベルで定義されたオファーを最適化ルールに含めることができます。
これは、次の2つの方法のいずれかで行います。 スマートオファーリストまたはオ
ファーバージョンのクエリビルダを使用する。

特定のオファー属性(特定の値を持つ)を検索した結果は、スマートオファーリストを使
用するか、オファーバージョンのクエリビルダを使用するかで変わる場合があります。
スマートオファーリストおよびオファーバージョンのクエリビルダのどちらでもオ
ファー属性に基づいたクエリを実行できますが、スマートオファーリストの場合はパラ
メータ化されたオファー属性を既定値でのみ検索します。 このため、スマートオ
ファーリストが適用されるのはオファーだけで、オファーバージョンには適用されませ
ん。

ススママーートトリリスストト
スマートリストは、オファー属性レベルでクエリを使用して定義されるオファーリスト
です。 静的オファー属性はオファーに関連付けられた値を使用するのに対し、パラ
メータ化されたオファー属性は既定値を使用します。 スマートオファーリストは、パ
ラメータ化されないオファー属性(つまり、オファーが使用されているときにそのオ
ファー属性に別の値を指定できないとき)に対してクエリを実行する場合に最適です。
Campaignでスマートオファーリストを作成するには、クエリを作成して、スマートオ
ファーリストの範囲を設定するオファー属性と属性値を指定します。

たとえば、スマートオファーリストを作成して、特定値のすべてのオファーをグループ
化します。この場合のオファー値は、各オファーに関連付けられている静的なカスタム
属性です。 具体的には、スマートオファーリストのクエリで、値が$1未満(オファー
値<1)のすべてのオファーを指定できます。 「低い価値のオファー」というスマートオ
ファーリストを呼び出して、

このスマートオファーリストを最適化ルールに含めることができます。 たとえ
ば、「低い価値のオファー」オファーリストのすべてのオファーを、コールセンターな
どの費用の高いチャネルから除外する顧客ルールを作成できます。

スマートオファーリストの詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を
参照してください。

オオフファァーーババーージジョョンンののククエエリリビビルルダダととのの結結果果のの相相違違
あるいは、オファーバージョンのクエリビルダを使用して、パラメータ化されたオ
ファー属性(オファーが使用されるたびに属性値を変更して、複数のオファーバージョ
ンを作成できる)に対してクエリを実行することもできます。 たとえば、オファー当た
りのコストが$1未満のオファーを含めるとします。この場合のオファー当たりのコスト
は、パラメータ化されたオファー属性です。
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オファー当たりのコスト属性がパラメータ化されたオファー属性ではない場合、スマー
トオファーリストとオファーバージョンのクエリビルダで同じ結果が返されます。 た
だし、オファー当たりのコストがオファーテンプレートで定義されたパラメータ化され
たオファー属性の場合、「低い価値のオファー」スマートオファーリストを使用して$1
未満のオファーを含めた場合にOptimizeで返されるオファーは、オファーバージョンの
クエリビルダを使用してコストが$1未満のオファーを検索した場合にOptimizeで返され
る結果と異なることがあります。 これは、オファー属性がパラメータ化されている場
合、スマートオファーリストは既定のオファー属性値にのみ基づいて結果を返すためで
す。 これに対してオファーバージョンのクエリビルダは、パラメータ化されているオ
ファー属性値の実際のパラメータ化された値、またはオファーバージョンに基づいて結
果を返すことができます。

パラメータ化されたオファー属性値を最適化ルールの範囲に含めたい場合は、オ
ファーバージョンのクエリビルダを使用してください。

スマートオファーリストの詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を
参照してください。

例例
各例では、次のデータが適用されます。

オオフファァーー/オオ パパララメメーータタ パパララメメーータタ化化ささ 既既定定値値 パパララメメーータタ化化?
フファァーーババーージジョョ れれたた値値
ンン

1 オファー当たり $12 $7 はい
のコスト

2 オファー当たり --- $5 いいえ
のコスト

3 オファー当たり $9 $10 はい
のコスト

ススママーートトオオフファァーーリリスストト - コストが$10以下のすべてのオファーを含むスマートオ
ファーリストを作成します。 このスマートリストを最適化ルールに含めます。 セッ
ションを実行すると、Optimizeはオファーバージョン1とオファー2を返します。

オオフファァーーババーージジョョンンののククエエリリビビルルダダ - Optimizeオファーバージョンのクエリビルダで、
コストが$10以下のすべてのオファーを指定するクエリを作成します。 セッションを実
行すると、Optimizeはオファー2とオファー3を返します。

結果が矛盾するのは、スマートオファーリストはパラメータ化された値やオファーバー
ジョンを検索しないのに対し、クエリビルダはそれらを検索するためです。 つまり、
オファーバージョンのクエリビルダではオファーバージョン3のパラメータ化された
値$9も考慮されますが、スマートオファーリストでは既定値の$10しか考慮されませ
ん。

N530001
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回回収収済済みみののオオフファァーーおおよよびびオオフファァーーリリスストト
Campaignに一覧表示されているオファーまたはオファーリストは、Optimizeで使用で
きません。 回収済みのオファーまたはオファーリストは、ユーザインタフェースでグ
レー表示になり、オファー名の横に"(回収済み)"と示されます。 具体的には、最適化
ルールで使用するためのオファーまたはオファーリストを選択するときに、[オファー
の選択]ウィンドウにグレー表示されます。

最適化ルールで使用されているオファーは、後で回収することができます。 回収済み
オファーに依存するルールがOptimizeセッションで使用されている場合、そのセッショ
ンは有効であるとみなされることに注意してください。ただし、回収済みのオファーを
使用して最適化ルールを新しく作成することはできません。

Optimizeの[ルール]タブでは、回収済みのオファーまたはオファーリストが含まれてい
るルールの前に"警告"が示されます。 これらのルールを編集して回収済みのオファーま
たはオファーリストの参照を除外したり、不要になった場合はこれらのルールを削除す
ることができます。

回収済みオファーおよびオファーリストの詳細については、『IBM Unica Campaign
ユーザガイド』を参照してください。

N2F0001

ルルーールルのの使使用用
このセクションでは、Optimizeセッションのルールを追加、編集、削除する方法につい
て説明します。

セッションに追加できるルールの数に制限はありません。 作成したルールにより、最
終(最適化された)コンタクトセットの決定条件が定義されます。

本番実行後、ルールが思いどおりに動作しない場合は、ルールを編集できます。

不要になったルールは削除できます。 ルールを削除しても他のルールに影響しませ
ん。

N540001

ルルーールルをを作作成成すするるににはは
1. Optimizeセッションの[ルール]タブから、作成するルールタイプの隣にある[追追加加]を

クリックします。

[新しいルールタイプの追加]ページが表示されます。

2. 項目に入力します。

各ルールの項目に関する詳細については、ルールの説明を参照してください。

3. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

ルールは、[ルール]タブ内の、同じタイプのルールのリストに追加されます。
N550001

ルルーールルをを編編集集すするるににはは
1. Optimizeセッションの[ルール]タブから、編集するルールをクリックします。
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ルールページが開きます。

2. ルールを変更します。

3. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

更新されたルールは、[ルール]タブ内の、同じタイプのルールのリストに追加されま
す。

N560001

ルルーールルをを削削除除すするるににはは
1. Optimizeセッションの[ルール]タブから、削除するルールの隣にある[削削除除]をクリッ

クします。

このルールを完全に削除することを確認します。 Optimizeセッションからルールを
削除すると、復元できなくなります。

2. [OK]をクリックします。

ルールは、ルールのリストから完全に削除され、Optimizeセッションには含まれなくな
ります。 ルールを削除しても、セッション内の他のルールや、他のOptimizeセッション
のルールには影響はありません。

N570001

Optimizeセセッッシショョンンルルーールルにに関関すするる全全般般的的ななリリフファァ
レレンンスス
項項目目 説説明明

ルール名 このルールの名前を、長さ64文字以内で入力します。 この名
前は[ルール]タブに表示されます。

この名前に課される文字の制約は、Campaignオブジェクトと
同じです。 制約の詳細については、『IBM Unica Campaign
ユーザガイド』を参照してください。

ルール名はOptimizeセッション内で一意にする必要がありま
す。.

コメント (オプション)このルールの説明を入力します。

ルール定義 このセクションの項目は、ルールタイプによって異なります。
各ルールタイプに関連する項目の説明については、特定のルー
ルを参照してください。

N340002
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ルルーールル例例外外ににつついいてて
特定の期間について、一部の最小/最大オファーキャパシティ数ルールを変更する必要
がある場合があります。 たとえば、夏季は休暇によりスタッフ数が減ることがありま
す。 このため、夏季の間は週当たりのマーケティング電話の数を減らす必要がありま
す。ただし、それ以外のOptimizeセッションの設定は同じままにしておきます。 同様
に、祝祭日はスタッフを増やして、使用できるキャパシティを増やすこともできます。

このような調整を行うには、最小/最大オファーキャパシティ数ルールにルール例外を
追加します。 ルール例外を使用すると、特定期間中や特定日のキャパシティの最小/最
大を変更できます。

ルール例外を使用できるのは、最小/最大オファーキャパシティ数ルールだけです。 ま
た、例外は期間に基づいてのみ作成することも可能です。

N3B0002

最最小小/最最大大オオフファァーーキキャャパパシシテティィ数数ルルーールルににルルーールル例例外外をを追追加加すするるにに
はは
最小/最大オファーキャパシティ数ルールにルール例外を追加するには、キャパシティ
ルールページの[ルール定義]領域下の[ルール例外]領域にある、[ルルーールル例例外外のの追追加加]リン
クをクリックします。 このオプションは、キャパシティルールに期間を追加した後に
使用できるようになります。

キャパシティルールあたり、最大で5つのルール例外を指定できます。

ルールおよびOptimizeセッションルールサマリページの両方から、ルール例外を表示、
編集、および削除できます。

N3D0002
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ルルーールル例例外外のの定定義義
項項目目 値値

• 指定した期間は、指定されている持続時間のすべての期間期間経過
にルールを適用します。 持続時間は日数で表します。 つ
まり、ルールは、指定されたどの期間に対してもtrueでな
くてはなりません。 たとえば、30日の間に任意の顧客に
最大で3件のオファーを送ることができるというルールを
作成した場合、Optimizeは、どの30日間でも、最適化され
たオファー(コンタクト履歴に既に示されているオファー
も含む)が3を超えないようにします。 このような"スライ
ド"または"ローリング"期間により、オファー提示戦略を確
実に制御できるようになります。

• 0は、"この最適化期間"を指し、このOptimizeセッションの
すべての参加キャンペーンにおける、推奨コンタクトの時
間範囲全体(つまり、PCTで最古の推奨日と、最新の推奨
日の間)に行われた最小オファー数および最大オファー数
を設定します。 値0が使用される場合、期間の「スライ
ド」は行われません(最適化期間全体が、1つの時間枠とし
て見なされます)。 加えて、コンタクト履歴も考慮されま
せん。
Optimizeセッションの期間は、例外よりもはるかに長いこ
とが多いので、期間に0を選択することはめったにありま
せん。

複数日 この例外の開始日と終了日を選択します。 1日の場合は、たと
えば2011年1月1日-2011年1月1日など、開始日と終了日を同じ
日にします。該当する場合は、 [ここのの例例外外はは毎毎年年ここれれららのの日日付付
にに再再びび発発生生ししまますす]を選択します。 たとえば、毎年元日に人員
の配置が少ない場合は、このチェックボックスを選択します。
このチェックボックスは、指定日(1月1日など)に対して使用で
き、複数の日付に対しては使用できません(11月の第3木曜日な
ど。この場合、毎年適切な日付を設定する必要があります)。

範囲 このルール例外の最小および最大キャパシティを入力します。
既定値は親ルールから継承されます。 これらの値は、親ルー
ルと同じルールに従います。たとえば、最小の制約を満たすこ
とができないなどです。

ルルーールル例例外外のの例例
テレマーケティングの最小/最大オファールールで、冬休みの間、毎週の電話の数を増
やすとします。

親親ルルーールル: 「オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関してチャネル「テレマー
ケティング」から7日間に送信されるオファー数は、最小0～最大2,000件にする。」

ルルーールル例例外外: 「開始日2011年12月1日～終了日2011年12月24日の期間のうち7日間は、
最小1500～最大3500とする。」このルールは、12月1日から12月24日までの電話の回
数を増やします。 開始日は毎年変わらないので、[ここのの例例外外はは毎毎年年ここれれららのの日日付付にに再再びび
発発生生ししまますす]を選択します。
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電子メールマーケティングキャンペーンの最小/最大オファールールで、冬休みの直後
に送信する電子メールの数を減らすとします。

親親ルルーールル: 「オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関してチャネル「電子メー
ル」から30日間に送信されるオファー数は、最小0～最大30件にする。」

ルルーールル例例外外: 「開始日2011年1月1日～終了日2011年1月31日までの30日間にわたり、最
小は0、最大は15とする。」このルールは、1月中に送信される電子メールの数を減ら
し、冬休みの後のコンタクトの負担を軽減します。 開始日は毎年変わらないので、[ここ
のの例例外外はは毎毎年年ここれれららのの日日付付にに再再びび発発生生ししまますす]を選択します。

N300001

最最適適化化ルルーールルのの例例
次に、これらのルールを実際の最適化の問題に適用する方法について理解する必要があ
ります。 多くのビジネスの問題では、目的の動作を実現するために複数のルールを併
せて使用する必要があります。

顧顧客客価価値値のの最最大大化化
問問題題: 予算内、コールセンターや電子メールサーバのキャパシティの制約の範囲内で、
かつ社内のオファールールに反することなく、最高のオファーを顧客に推奨する。

最も高いレスポンスを得られるのは、顧客に個人的に電話をかけることであるのは明白
ですが、電話はオファーを提供するうえで最も経費のかかる方法でもあります。 ま
た、コールセンターから電話できる件数は週当たり最大で5,000件ですが、電子メール
サーバでは1日当たり500万件のメールを送信できます。 ダイレクトメールのレスポン
スは電子メールよりも高いですが、郵送にかかる費用は電子メールオファーの10倍を超
えます。 これらの反応率は、作成したスコア項目でレスポンス率に採算性を掛けて数
値化されます。 これらのオファーのコストはCostPerOffer属性に含められます。

また、顧客の要望に従う必要もあります。 任意またはすべてのコンタクトチャネルの
オプトアウトを顧客が選択できるようにします。

さまざまなオファーがありますが、一部のオファーは組み合わせて送信できません。た
とえば、無料の当座預金口座をオファーした同じ個人に対して、無料のオンラインバン
キングのオファーは送信したくありません。 また、同じ製品やサービスに関してレベ
ルの高いオファーを送信した後で、それよりも劣るオファーは決して送信すべきではあ
りません。 そして、顧客に対して同じオファーを何度も送信することはしません。

この問題は、1つのOptimizeセッションを使用することで解決できます。 次のルール
は、考えられる1つのソリューションを示します。

オプトアウト(またはオプトイン)の選択を適用する除外/付加ルールを作成して、顧客の
要望に反していないことを確認します。

• チャネルごとに顧客ルールを作成して、オプトアウトプログラムに関する顧客の選
択を適用します。

この最適化セッションにより、「オファーのダイレクトメールのオプトアウトリス
ト」セグメント内にある顧客が、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関
するチャネル「DirectMail」から除外されます。
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この最適化セッションにより、「オファーの電子メールのオプトアウトリスト」セ
グメント内にある顧客が、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関する
チャネル「email」から除外されます。

この最適化セッションにより、「オファーのコールのオプトアウトリスト」セグメ
ント内にある顧客が、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関するチャネ
ル「CallCenter」から除外されます。

この最適化セッションにより、「オファーのグローバルのオプトアウトリスト」セ
グメント内にある顧客が、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関する
チャネル「任意のチャネル」から除外されます。

制限を定義します。 費用、かける電話の件数、送信する電子メールの件数には制限が
あります。 次のキャパシティルールを使用します。

• 最小/最大オファーキャパシティ数ルールを作成して、週当たりのテレマーケティン
グオファーの数を制限します。

オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関してチャネル「CallCenter」から7
日間に出されるオファー数は、0～5,000件にします。

• 最小/最大オファーキャパシティ数ルールを作成して、1日に送信される電子メール
の数を制限します。

オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関してチャネル「email」から1日に
送信されるオファー数は、0～5,000,000件にします。

• カスタムキャパシティルールを作成して、キャンペーンが予算内に確実に収まるよ
うにします。

CostPerOfferの合計は、チャネル「任意のチャネル」からのオファー/オファーリス
ト「任意のオファー」のトランザクションの値を1,500,000以下にします。

オファーのガイドラインを定義します。 各顧客ルールを使用して、正しい順番を確立
します。

• AとBを共に送らないルールを作成して、無料のオンラインバンキングと無料の当座
預金口座のオファーが同じ個人に送信されないようにします。

セグメント「すべてのセグメント」内の各顧客は、オファー/オファーリス
ト「FreeOnlineBanking」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受
け取るため、オファー/オファーリスト「FreeChecking」に関してチャネル「すべて
のチャネル」から90日間はオファーを受け取ることはできません。

• Aの後にBを送らないルールを作成して、グレードの高いクレジットカードオ
ファー(プラチナAPR)を受け取った個人は、それよりも劣るクレジットカードオ
ファー(ゴールドAPR)を受け取らないようにします。

セグメント「すべてのセグメント」内の各顧客は、最初にオファー/オファーリス
ト「プラチナカード」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け
取るため、その後90日間はオファー/オファーリスト「ゴールドカード」に関して
チャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け取ることはできません。

コンタクトに負担をかけないようにします。 各顧客ルールを使用して要件を適用しま
す。
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4 - 最適化ルールの設定

• 各顧客の最小/最大オファー数ルールを作成して、チャネルごとに顧客に送信するコ
ンタクト数を制限します。 各チャネルに2つのルールを作成することで、期間中の
コンタクトに適切な間隔を空けることができます。 1つのルールだけで期間中のコ
ンタクト数を2つに制限した場合、2つのコンタクトが同じ日に発生する可能性があ
ります。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意の
オファー」に関してチャネル「email」から7日間で出されるオファー数は、0～2件
にします。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意の
オファー」に関してチャネル「email」から3日間で出されるオファー数は、0～1件
にします。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意の
オファー」に関してチャネル「CallCenter」から14日間で出されるオファー数
は、0～2件にします。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意の
オファー」に関してチャネル「CallCenter」から7日間で出されるオファー数
は、0～1件にします。

• 一定期間中のコンタクトにおいて、各顧客が確実に異なるオファーを受け取るよう
にするには、最大重複オファー数ルールを作成します。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意の
オファー」に関してチャネル「任意のチャネル」から30日間に出される重複オ
ファー数が1を超えてはなりません。

オオフファァーーセセッットトのの最最適適化化
Optimizeを使用した別の方法では、カスタマイズされたクーポンセットを作成します。

問問題題: 予算内で、社内ルールやサプライヤとの契約に反することなく、顧客にカスタマ
イズされたクーポンセットを送信したいとします。

繰り返しますが、予算を常に考慮する必要があります。 顧客に送られるクーポン冊子
には郵送する価値のある十分なクーポンを含める必要があります。また、すべての顧客
がクーポン冊子を一度だけ受け取るようにします。 また、最小数および最大数に関す
るサプライヤとの契約上の制約もあります。 サプライヤによっては、競合他社のオ
ファーと併せてオファーを提供されることを嫌がる場合もあります。

オプトアウト(またはオプトイン)の選択を適用する除外/付加ルールを作成して、顧客の
要望に反していないことを確認します。

• チャネルごとに顧客ルールを作成して、オプトアウトプログラムに関する顧客の選
択を適用します。

この最適化セッションにより、「オファーのダイレクトメールのオプトアウトリス
ト」セグメント内にある顧客が、オファー/オファーリスト「任意のオファー」に関
するチャネル「DirectMail」から除外されます。

制限を定義します。 費用上の制約に加え、サプライヤの制約も含める必要がありま
す。 これらの問題はキャパシティルールを使用して解決できます。

72 IBM Unica Optimize - ユーザガイド



最適化ルールの例

• 配布数が制限されているオファーについて、最小/最大オファーキャパシティ数ルー
ルを作成します。 ここでは1つのルールだけを例として示しますが、実際には数多
くのルールが含まれます。

オファー/オファーリスト「CompanyC」に関してチャネル「任意のチャネル」か
ら30日間に出される総オファー数は、1,000～5,000件にします。

• カスタムキャパシティルールを作成して、キャンペーンが全体が予算内に確実に収
まるようにします。

CostPerOfferの合計は、チャネル「任意のチャネル」からのオファー/オファーリス
ト「任意のオファー」のトランザクションの値3,000,000以下にします。

オファーのガイドラインを定義します。 各顧客ルールを使用して、社内ガイドライン
に反しないようにします。 ここでは各ルールにつき1つのルールだけを例として示しま
すが、実際には数多くのルールが含まれます。

• AとBを共に送らないルールを作成して、相反するオファーが同じ個人に送信されな
いようにします。

セグメント「すべてのセグメント」内の各顧客は、オファーバージョン「Brand =
CompanyB」に関してチャネル「すべてのチャネル」からオファーを受け取るた
め、オファーバージョン「Brand = CompanyB」に関してチャネル「すべてのチャ
ネル」から30日間オファーを受け取ることはできません。

• 最大重複オファー数ルールを作成して、各顧客が製品の種類ごとに1つだけオファー
を受け取るようにします。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファバージョン「ProductType =
ProductA」に関してチャネル「任意のチャネル」から30日間に出される重複オ
ファー数が1を超えてはなりません。

複数のクーポン冊子を送らないこと、および各クーポンセットは郵送に値する内容であ
ることを確認します。 要件を適用するために、各顧客ルールを組み合わせて使用でき
ます。

• 各顧客の最小/最大オファー数ルールを作成して、各顧客に郵送できるクーポンの数
を確実に定義します。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、オファー/オファーリスト「任意の
オファー」に関してチャネル「DirectMail」から30日間に出されるオファー数
を6～12にします。

• 最大パッケージ数ルールを作成して、各顧客がクーポンセットを1つだけ受け取るよ
うにします。

セグメント「任意の顧客」内の各顧客について、チャネル「任意のチャネル」か
ら30日間に送信されるパッケージ数が1を超えてはなりません。
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N1021F

5 ススココアアのの設設定定

■ スコアの概要
■ PCTのスコア項目を使用する最適化セッションの構成
■ PCTのスコア項目を使用するようOptimizeを構成するには
■ スコア行列を使用したスコアの手動入力

N130001

ススココアアのの概概要要
IBM Unica Optimizeでは、特許申請中の最適化アルゴリズムを使用して、各顧客への提
供可能なオファーをランク付けするのにスコアを利用できます。 スコアはユーザが指
定する数値です。 スコアが高いほど、より有望な顧客ということになります。
Optimizeがキャンペーンで使用するオファーを選択する際、スコアが高いオファーが選
択されます。

スコアは、重要なマーケティング目標を定義します。 実質どんなマーケティング目
標(潜在価値、収益、利益、公開、レスポンスの可能性)でも最適化に使用できます。

最適化時において、Optimizeは、最適化ルールと制約に基づいて、最適化コンタクトの
スコア合計を最大化します。

Optimizeでは、次のいずれかの方法でスコアをセットアップできます。

• スコア項目を使用してスコアをOptimizeに渡します。 Optimizeで、データベース内
の項目から自動的にコンタクト1つ当たり1つのスコアを割り当てるには、スコア項
目を使用します。

• スコア行列を使用して、スコアを手動で入力します。 各戦略的セグメントに相対的
にオファーをランク付けしたい場合は、スコア行列を使用します。

スコアは正の値または負の値、整数または小数にできます。 負のスコアを使用する場
合、負のスコアのコンタクトは、最小要件を満たすためにのみ使用されます。

スコア範囲は、それぞれ100,000以内に収まる必要があります。 たとえ
ば、0～99,999、または-50,000～49,999の範囲が可能です。 スコア範囲が100,000
を超えている場合、Optimizeでキャパシティルール違反になる可能性があります。

N210001
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PCTのスコア項目を使用する最適化セッションの構成

PCTののススココアア項項目目をを使使用用すするる最最適適化化セセッッシショョンン
のの構構成成

スコア行列にスコアを手動で作成するのではなく、最適化プロセスの各ボックスによっ
て挿入されるスコア項目を推奨コンタクトテーブル(PCT)に使用できます。 スコア項目
を使用することが最善策といえるのは、最も詳細な個人ごとにカスタマイズされたスコ
アを実現できるためです。 Optimizeセッションに参加する各フローチャートでは、コン
タクトごとの各オファーの「値」を表す一般的な合意に基づくスコア行列を使用して、
指定されたスコア項目を挿入する必要があります。

スコア項目は、予想モデルの結果またはルールに基づく結果を使用して挿入できます。
スコア項目は、提案コンタクトごとに1つのスコアをOptimizeに渡します。

ScorePerOffer項目はすべてのPCTに含まれ、各推奨コンタクトのスコアをOptimize
に渡す目的で最適化プロセスによって挿入されるのが一般的です。 Campaignのユーザ
が最適化プロセスの[スコア設定]タブを使用する場合、この項目は必ずPCTに挿入され
ます。 ScorePerOffer項目に挿入される値は、データベース内の項目から取得される
か、またはデータベースの項目に基づく値を計算するユーザ定義項目から取得されるの
が一般的です。

ScorePerOffer項目は、既定で使用できる唯一のスコア項目です。 他の項目をPCTの
スコア項目として使用できるようにするには、数値項目を最適化テンプレートテーブル
に追加する必要があります。 最適化テンプレートテーブルに追加した数値項目
は、Optimizeセッションのスコア項目として使用できます。

各コンタクトのスコアを使用すると、特定のオファーを受け取るセグメントのすべての
メンバーに対する大雑把な定数スコ(スコア行列や一部のユーザ定義項目など)を使用し
た場合よりも投資収益率が高くなりますア。 スコア項目によって提供されるより詳細
なスコアは、多くの場合、各オファーのスコア設定に使用される予想モデルから生成さ
れます。 スコアをデータベースから生成すると、任意の数のディメンションに渡って
スコアを設定できます(特定期間における特定チャネルでの特定オファーに対する顧客
の動作など)。

モデルスコアはIBM Unica PredictiveInsightまたはその他の予想モデル作成ソフトウェア
を使用して生成できます。

スコアは正にも負にもできます。 負のスコアを使用する場合、負のスコアを割り当て
られたコンタクトは最小制約を満たす場合のみ使用されます。 スコアが整数であるか
少数であるかは、テンプレートテーブルにスコア項目を作成するときに定義されます。
ScorePerOffer項目は浮動式です。 システムテーブルを格納しているデータベースの
すべての数値制限が適用されます。

N580001

PCTののススココアア項項目目をを使使用用すするるよよううOptimizeをを構構
成成すするるににはは

1. Optimizeセッションの[ススココアア設設定定]タブに移動します。

2. [ススココアアのの編編集集]をクリックします。

3. [ススココアア項項目目をを使使用用]をクリックします。

バージョン 8.5.0 75



5 - スコアの設定

4. [ススココアア項項目目]ドロップダウンリストから、Optimizeのスコアを含むPCT項目を選択し
ます。

最適化プロセスの[スコア]タブを使用し、Optimizeにスコアを渡す場合
は、ScorePerOffer項目を使用する必要があります。

5. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

[スコア設定]タブが開き、スコア設定方法と、選択したスコア項目が表示されます。
N590001

ススココアア行行列列をを使使用用ししたたススココアアのの手手動動入入力力
スコア行列を使用して、Optimizeセッション内のスコアを中央で管理できます。

予想モデルを使用して各コンタクトのスコアを生成できない場合は、スコアをスコア行
列に手動で入力することにより、各戦略的セグメントに対してオファーを相対的にラン
ク付けできます。 特定の戦略的セグメントについて特定のオファーのスコアを入力し
たり、すべての戦略的セグメントについてすべてのオファーのスコアを入力したりでき
ます。 スコア行列のスコアを使用するようにOptimizeを構成すると、スコア項目やPCT
のスコアはすべて無視されます。

スコアには任意を数値を入力でき、組織にとって重要な指標をスコアで表すことができ
ます (収益、利益、純利益、返答の可能性、潜在価値、予想価値、顧客のロイヤル
ティ、ブランドのロイヤルティなど)。 OptimizeではOCTのスコアの合計が最大化され
るため、コンタクトに割り当てるスコアが高いほど、そのコンタクトに対する要求が大
きくなります。スコアのサイズはデータベースの浮動型で制限されます。

オファーと戦略的セグメントは、Campaignで作成されて管理されます。 詳細について
は、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照してください。

Optimizeセッションのどのオファーと戦略的セグメントをスコア行列に表示するかを指
定できます。

N5A0001

空空白白ののセセルル
Optimizeは、空白のまま残したセルに対し、スコアを自動的に生成します。 自動的に生
成されたスコアは、スコア行列が編集モードのときはセルに表示されません。 これら
のスコアは、スコア行列が保存されるとグレー表示の値として表示されます。
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スコア行列を使用したスコアの手動入力

Optimizeは、次のようにしてセルを自動入力します。

• [オファー一覧]行または[全顧客]列のセルに値が含まれていない場合、Optimizeはそ
のセルに対して、[オファー一覧]行と[全顧客]列の交わるセルの値を入力します。 上
の例では、[オファー一覧]行と[全顧客]列の交わるセルの値は10です。[オファー一
覧]と戦略的セグメントC4およびC7の交わるセルには値が入力されていません。 こ
のため、Optimizeはこれらのセルに値10を入力します。同様に、[全顧客]列と[ゴー
ルドオファー]または[Bオファー]の交わるセルにも値が入力されていません。 これ
らのセルも[オファー一覧]行と[全顧客]が交わるセルの値(または10)を継承します。

• その他のすべての空白セルのスコアは、そのセルの列ヘッダと行ヘッダの値の平均
として計算されます。 たとえば上の例では、Optimizeが[ゴールドオファー]と戦略
的セグメントC1の交わるセルの値に対して計算した値は25です。この値は、[ゴー
ルドオファー]の行ヘッダの値と戦略的セグメントC1の列ヘッダ(または40)の平均値
です。

自動的に生成されたセルは、新しい値を入力して上書きできます。
N5B0001
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5 - スコアの設定

複複数数のの戦戦略略的的セセググメメンントトにに属属すするるココンンタタククトト
Optimizeは、複数の戦略的セグメントに属するコンタクトのスコアを以下のようにして
決定します。

• 戦略的セグメントがスコア行列に表示されない場合、コンタクトのスコアは[オ
ファー一覧]と[全顧客]の交わるセルのスコアです。 [全顧客]と[すべてのセグメント]
の交わるセルの既定値は0です(ただし、このセルに別の値を入力できます)。

• スコア行列に表示される戦略的セグメントが1つだけの場合、そのコンタクトのスコ
アは、表示されている戦略的セグメントのスコアです。 つまり、コンタクトに関連
付けられているオファーと表示されている戦略的セグメントの交わるセルのスコア
です。

• スコア行列に複数の戦略的セグメントが表示される場合、そのコンタクトのスコア
は、最初(または一番左)に表示されている戦略的セグメントのスコアです。 たとえ
ば、次のスコア行列を見てみましょう。

全全顧顧客客 C4 C1 C7

オオフファァーー一一覧覧 10.0 10.0 40.0 10.0

ゴゴーールルドド 10.0 10.0 25.0 10.0

戦略的セグメントC4とC1の両方に属し、かつゴールドオファーを受け取るコンタク
トの場合、スコア10が割り当てられます。このスコアは、ゴールドオファーとこの
コンタクトが属する最初の戦略的セグメント(C4)の交わるセルのスコアです。

N5C0001

ススココアア行行列列をを使使用用しし、、ススココアアをを手手動動入入力力すするるににはは
1. Optimizeセッションの[スコア設定]タブに移動します。

2. [ススココアアのの編編集集]をクリックします。

[スコア設定方法]ページが表示されます。

3. [ススココアア行行列列のの手手動動入入力力]をクリックします。

スコア行列が表示されます。

4. スコアを入力するセルをクリックし、セルに値を入力します。

Optimizeは、空白のまま残したセルに対し、値を自動的に挿入、または計算しま
す。

5. スコアを追加するすべてのセルに対し、上記の手順を繰り返します。

6. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

[スコア設定]タブが表示されます。 このタブは、スコア設定方法と、入力された値、お
よびOptimizeが自動的に計算した値を持つスコア行列を表示します。

N5D0001
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スコア行列を使用したスコアの手動入力

ススココアア行行列列ののオオフファァーーおおよよびび戦戦略略的的セセググメメンントトのの選選択択
スコア行列に表示するオファーと戦略的セグメントを制御できます。 最適化ルールに
含めたオファーと戦略的セグメントのサブセットだけを表示するように選択すると、よ
り簡単にスコアを入力および確認できます。 ただし、オファーと戦略的セグメントの
サブセットだけをスコア行列に表示する場合でも、Optimizeセッションのすべてのオ
ファーと戦略的セグメントが最適化プロセスに含まれます。

更新されたスコア行列を確認するには、[スコア設定]タブに移動して、[ススココアア行行列列をを手手
動動でで入入力力すするる]オプションが選択されていることを確認します。

N5E0001

オオフファァーーとと戦戦略略的的セセググメメンントトをを選選択択すするるににはは
1. Optimizeセッションの[サマリ]タブに移動します。

2. 次のいずれかのオプションをクリックします。

a. 表示するオファー

b. 表示するセグメント

[表示するオファー]または[表示するセグメント]セクションが展開されます。

3. 次のいずれかのオプションをクリックします。

a. 表示するオファーの編集

b. 表示するセグメントの編集

[表示するオファー]または[表示するセグメント]ページが開きます。

4. 含めたいオファーまたは戦略的セグメントを選択します。

Shiftキキーーをを押押ししななががららククリリッッククするか、Ctrlキキーーをを押押ししななががららククリリッッククすると、複
数のオファーまたはセグメントを選択できます。

5. 右向きの二重矢印をクリックし、オファーまたは戦略的セグメントを、[含まれてい
るオファー]または[含まれているセグメント]セクションに移動します。

6. オファーまたは戦略的セグメントの順番を変更するには、移動するアイテムを選択
し、上向き矢印または下向き矢印を使用します。

7. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

[サマリ]タブが表示されます。
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N1025F

6 最最適適化化ののたためめのの推推奨奨ココンン
タタククトトリリスストトのの生生成成

■ 推奨コンタクトリストの生成
■ 最適化プロセスでのフローチャートの作成
■ 最適化プロセスの構成
■ フローチャートを実行する
■ Optimizeセッションの本番実行

N150001

推推奨奨ココンンタタククトトリリスストトのの生生成成
最適化プロセスには、Campaignでの推奨コンタクトリストの生成と、これらのコンタ
クトをIBM Unica Optimizeに送信することによる最適化コンタクトの作成という手順が
含まれます。 これら最適化されたコンタクトは、マーケティングキャンペーンで使用
するためにCampaignに取得されます。

推奨コンタクトリストを生成するには、Campaignで、1つ以上の最適化プロセスで構成
されるフローチャートを作成する必要があります。 (このフローチャートは最適化前フ
ローチャートと呼ばれます。) この最適化プロセスを構成するときに、フローチャート
に関連付けるOptimizeセッションを選択する必要があります。 このOptimizeセッション
は、フローチャートを実行すると生成される推奨コンタクトを受け取ります。

特定のOptimizeセッションに対してコンタクト情報とオファー情報を生成するために構
成されたすべてのフローチャート(すべてのキャンペーン内)を実行した後、その最適化
セッションを実行できます。 それから、Optimizeセッションは、用意されているルール
を適用し、Campaignの最適化後フローチャートにより取得される最適化されたコンタ
クトのリストを生成します。 Campaignの最適化後フローチャートでは、検証コント
ロールグループを抽出したり、コンタクトリストを生成したり、コンタクト履歴を入力
できます。

N5F0001

最最適適化化ププロロセセススででののフフロローーチチャャーートトのの作作成成
最適化のために推奨コンタクトを生成するフローチャートを作成する場合、選択プロセ
スまたは書込みプロセスなどのデータ操作プロセスと最適化プロセスを含める必要があ
ります。 データ操作プロセスは推奨コンタクトを最適化プロセスに渡します。 最適化
プロセスを構成する際に、これらのコンタクトを受信するOptimizeセッションを指定し
ます。
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最適化プロセスでのフローチャートの作成

複数のデータ操作プロセスから最適化プロセスにコンタクトを渡すことができます。 1
つのデータ操作プロセスから渡されるすべてのコンタクトが1つのセルを構成します。
たとえば、フローチャート内の2つの選択プロセスを1つの最適化プロセスに接続する
と、Select1からのコンタクトが1つのセルを構成し、Select2からのコンタクトが別のセ
ルを構成します。

さらに、各最適化プロセスが1つのパッケージを構成します。 パッケージは、1つ
の「邪魔なもの」を表すので、Optimizeにとって重要な概念です。 1つの「パッケー
ジ」内の受信者に提供されるすべてのオファーは、コンタクトの負担管理、つま
りOptimizeで最大パッケージ数ルールを指定する際、1つの「邪魔なもの」としてカウ
ントされます。 定義では、1つのパッケージ内のすべてのコミュニケーションは、同じ
チャネルで同じコンタクト日付の同じ時刻に発生します。 複数のコンタクト日付また
は異なるチャネルでコミュニケーションを送信するには、1つ以上の最適化プロセスを
使用する必要があります。 上記の例では、Select1とSelect2の両方からのコンタクト
は、同じ最適化プロセス内にあるので、同じパッケージに属します。

フローチャートに複数の最適化プロセスを構成できます。 たとえば、チャネルまたは
オファータイプごとに最適化セッションを構成したり、1つのフローチャートを使用し
て複数のパッケージを生成したりする場合、複数の最適化プロセスで、同じコンタクト
を複数のOptimizeセッションに送信できます。

N630001

最最適適化化ププロロセセススででフフロローーチチャャーートトをを作作成成すするるににはは
1. 通常使用するロジックを用いてCampaignでフローチャートを作成します。ただし、

メールリスト、コールリスト、eMessageプロセスなどのコンタクトプロセスを追加
する代わりに、最適化プロセスを追加します。

キャンペーンでのフローチャートの作成については、『IBM Unica Campaignユーザ
ガイド』を参照してください。

2. データ操作プロセス(選択プロセスなど)を最適化プロセスに接続します。

最適化プロセスに接続されたキャンペーンのフローチャートの例を下に示します。

N640001
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タターーゲゲッットトココンントトロローールルススププレレッッドドシシーートトとと最最適適化化前前
フフロローーチチャャーートト
Optimizeでターゲットコントロールスプレッドシート(TCS)を使用できます。 TCSでオ
ファーをセルに割り当てて、フローチャート内のセルをTCSにリンクしている場
合、Optimizeは、最適化プロセスでセル-オファー割り当てを使用します。

TCSの使用の詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照してくだ
さい。

IBM Unica Marketing OperationsキャンペーンプロジェクトでTCSを使用している場
合、最適化プロセスは、オファーを割り当てるため、コンタクトプロセスボックスのよ
うに適用されます。 したがって、最適化プロセスで使用されるすべてのセルとオ
ファーは、運用実行する前にTCSで事前定義され、承認されている必要があります。

Marketing Operationsキャンペーンプロジェクトと最適化後フローチャートでTCSを使
用する方法の詳細については、『IBM Unica Marketing OperationsとCampaign統合ガイ
ド』を参照してください。

N600001

最最適適化化ププロロセセススのの構構成成
最適化プロセスでは、最適化セッションに送信される情報(セル、オファー、スコア)を
定義します。 最適化プロセスを構成するには、以下を構成する必要があります。

1. 入力するセルを選択します(「入力するセルを選択するには」参照)。

2. コンタクト日付を指定します(「すべてのコンタクトにコンタクト日付を割り当てる
には」参照)。

3. オファーをセルに割り当てます(「セルにオファーやオファーリストを指定するに
は」参照)。

パラメータ化されたオファー属性を定義することもできます。

4. Optimizeセッションにプロセスを関連付けます(「Optimizeセッションを指定するに
は」参照)。

PCTに追加列をマッピングすることもできます。

5. スコアを指定します(「最適化プロセスにスコア項目を指定するには」参照)。

以下のセクションで、これらの手順と最適化プロセスについて詳しく説明します。
N6A0001

最最適適化化ププロロセセススのの[指指定定]タタブブ
[指定]タブでは、次のことを行うことができます。

• 最適化プロセスに渡すセルを選択します。

• 最適化プロセス内のコンタクトがマーケティングコミュニケーション(パッケージ)
を受け取る日付を設定します。

• 最適化プロセスでセルにオファーを割り当てます。

82 IBM Unica Optimize - ユーザガイド



最適化プロセスの構成

最適化プロセス内のすべてセルのコンタクト日付は同じになります。 1つの最適化
プロセスに関連付けられているすべてのコンタクトは1つのパッケージ内に含まれる
ので、これらのコンタクトの日付は同じである必要があります。

関関連連トトピピッックク
• 入力するセルを選択するには

• すべてのコンタクトにコンタクト日付を割り当てるには

• セルにオファーやオファーリストを指定するには

N650001

入入力力すするるセセルルをを選選択択すするるににはは
最適化プロセスでは1つ以上の入力セルを使用でき、接続されたすべてのセル、または
その任意のサブセットを選択できます。 選択されたセルには1つ以上のオファーを指定
でき、最終的には、指定された最適化セッションの推奨コンタクトテーブルに推奨コン
タクトを書込みます。

1. 最適化プロセスの[指定]タブをクリックします。

[指定]タブが表示されます。

2. 入力として1つのセルを選択する場合は、入力項目のドロップダウンリストからセル
を選択します。

[指定]タブの[セル名]列に、セル名が表示されます。

3. 複数の入力セルを選択するには、次の手順を実行します。

a. 入力項目のドロップダウンリストから、[複複数数ののセセルル]を選択します。

[セルの選択]ウィンドウが開きます。

b. 最適化プロセスの入力として選択するセルの横にあるチェックボックスをクリッ
クします。

c. [OK]をクリックします。

4. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。
N660001

すすべべててののココンンタタククトトににココンンタタククトト日日付付をを割割りり当当ててるるににはは
1つの最適化プロセスを通じて行われたすべてのコミュニケーションは、1つのパッケー
ジまたは「邪魔なもの」を表すので、同じコンタクト日付を共有します。 将来のコン
タクト日付を選択することも(コミュニケーションが今後、配布される予定である場
合)、既定のコンタクト日付を使用することも(フローチャートの実行日)できます。 複
数のコンタクト日付に異なるコミュニケーションを送信するには、1つ以上の最適化プ
ロセスを使用する必要があります。 既定では、コンタクト日付が異なると、「邪魔な
もの」(パッケージ)も異なることを意味します。

1. 最適化プロセスの[指定]タブをクリックします。

[指定]タブが表示されます。

2. コンタクト日付項目に、コンタクトを実施したい日付を入力します。

バージョン 8.5.0 83



6 - 最適化のための推奨コンタクトリストの生成

この項目の省略記号ボタン をクリックし、カレンダから日付を選択することもで
きます。

コンタクト日付項目を空白のままにしておくと、既定のコンタクト日付はフロー
チャートの実行日になります。

N670001

セセルルににオオフファァーーややオオフファァーーリリスストトをを指指定定すするるににはは
コンタクトプロセスと同じように、1つ以上のオファーを、最適化プロセスで選択され
た入力セルに対して指定することができます。 各セルに指定する推奨オファーを選択
します。これが推奨コンタクトテーブルに書き込まれます。

フローチャートで作成されたセルを、TCでトップダウンで作成されたセルにリンク
し、TCSのセルにオファーを指定すると、Optimizeは、TCSのデータを使用してオ
ファーを指定し、[指定]タブにデータを挿入します。

1. 最適化プロセスの[指定]タブをクリックします。

[指定]タブが表示されます。

2. [セル名]列でセル名をクリックします。

セル名がハイライト表示されます。

3. [オオフファァーー指指定定]をクリックします。

[オファー指定]ウィンドウが開きます。

4. [選択対象オファー]セクションで、追加するすべてのオファーまたはオファーリスト
を選択し、[追追加加]をクリックします。

Shiftキキーーをを押押ししななががららククリリッッククするか、Ctrlキキーーをを押押ししななががららククリリッッククすると、複
数のオファーを選択できます。 また、オファー列の下向き矢印をクリックし、ド
ロップダウンリストからオファーを選択することもできます。

5. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。

[オファー指定]ウィンドウが終了します。 1つのオファーまたはオファーリストを選択
した場合は、そのオファーまたはオファーリストの名前がオファー列に表示されます。
1つ以上のオファーまたはオファーリストを選択した場合は、オファー列には"複数オ
ファー"という文字と共に、選択されたオファーやオファーリストの数がかっこで囲ま
れて表示されます。

N6B0001

最最適適化化ププロロセセススのの[指指定定]タタブブリリフファァレレンンスス
項項目目 説説明明

入力 1つ以上の入力セルを選択できます。

セル名 選択された入力セルの名前をリストします。
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最適化プロセスの構成

項項目目 説説明明

オファー セルに関連付けられたオファーやオファーリストの名前をリストしま
す。

1つのオファーまたはオファーリストを選択した場合は、そのオファー
またはオファーリストの名前がこの列に表示されます。 1つ以上のオ
ファーまたはオファーリストを選択した場合は、"複数オファー"とい
う文字と共に、選択されたオファーやオファーリストの数がかっこで
囲まれて表示されます。

オファーリスト内のどのオファーに対しても、パラメータ化され
たオファー属性値を指定することはできません。

オファー指定 セルにオファーやオファーリストを指定できます。

N6C0001

最最適適化化ププロロセセススのの[パパララメメーータタ]タタブブ
[パラメータ]タブでは、次のことを行うことができます。

• パラメータ化されたオファー属性値を指定するセルを選択します。

• パラメータ化されたオファー属性に値を指定します。

静的および非表示オファー属性は、[パラメータ]タブに表示されません。 セルに対して
選択したパラメータ化されたオファー属性のみが[パラメータ]タブ上に表示されます。

パラメータ化されたオファー属性が作成されてから[パラメータ]タブで設定されるまで
のライフサイクルを以下に示します。

1. キャンペーン管理者が、オファーテンプレートを作成し、 「ロゴ」、「オファー当
たりのコスト」、「APR」などのオファー属性をパラメータ化します。管理者は、
パラメータ化したオファー属性に既定値を指定します。たとえば、「ロゴ」属性に
は「シルバー」、「オファー当たりのコスト」属性には「$5.00」、「APR」属性に
は「7.99」を指定します。

2. ユーザは、このオファーテンプレートに基づいて、プラチナカード、ゴールドカー
ド、シルバーカードの各オファーを作成します。 ユーザは、各オファーでパラメー
タ化されたオファー属性の既定値を保持します。

3. キャンペーン管理者が、以下のように最適化プロセスを構成します。

a. [指定]タブで、さまざまなセルに、プラチナカード、ゴールドカード、シルバー
カードの各オファーを割り当てます。

b. [パラメータ]タブで、ゴールドオファーに対して、「ロゴ」オファー属性に
値「ゴールド」を、「オファー当たりのコスト」オファー属性に「$9.00」
を、「APR」を、顧客の既存APRから1.00を引くユーザ定義項目にマッピング
します。

c. [パラメータ]タブで、プラチナオファーに対して、「ロゴ」オファー属性に
値「プラチナ」を、「オファー当たりのコスト」オファー属性に「$12.00」
を、「APR」を、顧客の既存APRから1.55を引くユーザ定義項目にマッピング
します。
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6 - 最適化のための推奨コンタクトリストの生成

d. [パラメータ]タブで、シルバーオファーに対して、「APR」を、顧客の既存APR
から0.55を引くユーザ定義項目にマッピングします。

これで、ユーザーがゴールド、プラチナ、またはシルバーオファーをセルに割り当てる
と、パラメータ化されたオファー属性の値が適宜定義されます。

関関連連トトピピッックク
• パラメータ化されたオファー属性値を指定するセルを選択するには

• パラメータ化されたオファー属性に値を指定するには

N6D0001

パパララメメーータタ化化さされれたたオオフファァーー属属性性値値をを指指定定すするるセセルルをを選選択択すするるににはは
各入力セルにオファーを指定後、それらのオファーのパラメータ化された属性で使用す
る値を指定できます。 各オファーは、そのパラメータ化された属性(ある場合)と共
に、[パラメータ]タブにリストされます。 複数の入力セルがある場合、一度に1つのセ
ルにパラメータ化された属性値を指定することも、すべてのセルに同時に指定すること
もできます。 たとえば、2つの入力セル、"高価値顧客"と"低価値顧客"に対して、同一
オファー"ゴールドクレジットカード"を指定するときに、セルごとに異なる金利(パラ
メータ化されたオファー属性)を使用するとします。 このような場合、高価値顧客セル
を選択し、金利を12.9%に設定し(より魅力的なオファー)、低価値顧客には18.9%を設
定します。 すべてのセルに対し、ゴールドクレジットカードオファーと同じ金利を設
定する場合は、金利の値をすべてのセルに対して同時に設定できます。

1. 最適化プロセスの[パラメータ]タブをクリックします。

[パラメータ]タブが表示されます。

2. [対対象象セセルル]項目のドロップダウンリストからセルを選択するか、[すすべべててののセセルル]を選
択します。

3. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。

[パラメータ]タブには、既定のパラメータ化されたオファー属性値(オファーを作成した
時に入力した値)が挿入されます。

N6E0001

パパララメメーータタ化化さされれたたオオフファァーー属属性性にに値値をを指指定定すするるににはは
各オファーのパラメータ化されたオファー属性は、[パラメータ]タブの個別の行にリス
トされます。 それぞれのパラメータ化された属性につき、異なる値を指定できます。 1
つのセルを選択すると、そのセルに指定されたオファーを確認できます。 すべてのセ
ルを選択すると、すべての入力セルに指定されたオファーを確認できます。 これらの
オファーに関連付けられた、パラメータ化されたオファー属性が、それぞれ個別の行に
表示されます。 2つの異なるオファーに対して同じオファー属性が関連付けられている
場合、そのオファー属性は、1つ目のオファーと2つ目のオファーの2回表示されます。

1. 最適化プロセスの[パラメータ]タブをクリックします。

[パラメータ]タブが表示されます。

2. パラメータ化されたオファー属性(値を指定する)に対応する、指定値列のセルをク
リックします。

3. 値を指定します。
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a. 一定値を指定するには、値を入力します。

b. データベース項目から値を自動的に生成する場合は、セルのドロップダウンリス
トからテーブル項目を選択します。

パラメータ化されたオファー属性の値は、最適化セッションの実行時に、この項目
から自動的に生成されます。

4. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。
N6F0001

最最適適化化ププロロセセススのの[パパララメメーータタ]タタブブリリフファァレレンンスス
項項目目 説説明明

対象セル 1つ以上の入力セルを選択できます。

オファー パラメータ化されたオファー属性を含むオファーの名前をリストしま
す。

パラメータ名 パラメータ化されたオファー属性の名前をリストします。

指定値 パラメータ化されたオファー属性の値を入力したり、Optimizeセッ
ションを実行したときに値を自動的に生成するデータベース項目、ま
たはユーザ定義項目を選択したりできます。

ユーザ定義項目 クエリ、セグメント、ソート、計算、またはテーブルへの出力に使用
する新しい変数を作成できます。

ユーザ定義項目とは、データソースには存在しない新しい変数で、1つ
以上の既存項目から作成されます。また、異なるデータソース間で作
成されることもあります。

ユーザ定義項目の詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイ
ド』を参照してください。

N700001

最最適適化化ププロロセセススのの[最最適適化化]タタブブ
[最適化]タブでは、次のことを行うことができます。

• フローチャートを実行したときに推奨コンタクトが送信されるOptimizeセッション
を指定します。

1つの最適化プロセスに対して1つのOptimizeセッションのみ指定できます。 複
数のOptimizeセッションに推奨コンタクトを送信するには、複数の最適化プロセ
スを含める必要があります。

• マッピングされていないPCT項目をマッピングします。

関関連連トトピピッックク
• Optimizeセッションを指定するには

• PCTによって必要な追加テーブル項目をマッピングするには
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N680001

Optimizeセセッッシショョンンをを指指定定すするるににはは
各最適化プロセスで参加する、Optimizeセッションを指定する必要があります。 選択し
たOptimizeセッションは、最適化ルールをユーザの推奨コンタクトと、その他の参加
キャンペーンまたはフローチャートの推奨コンタクトに適用し、1つの最適化コンタク
トリストを生成します。

1. 最適化プロセスで[最適化]タブをクリックします。

[最適化]タブが表示されます。

2. [最適化セッションに参加]項目で、省略記号ボタン をクリックします。

[UOセッションの選択]ウィンドウが開きます。

3. 推奨コンタクトを受け取るOptimizeセッションを選択します。

最適化テンプレートテーブルの項目(最適化セッションの作成時に、Optimizeコー
ディネータにより、PCTに付加するよう選択された場合)が、[出力項目]セクション
の[テーブル項目]列に表示されます。

4. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。
N710001

PCTにによよっってて必必要要なな追追加加テテーーブブルル項項目目ををママッッピピンンググすするるににはは
最適化プロセスは、オーディエンスキー項目、指定済みオファー、コンタクト日付など
の必須データを、推奨コンタクトテーブル(PCT)に自動的に渡します。 PCTには、チャ
ネルやオファー当たりのコストなどの追加項目が必要になる場合もありますが、これは
既存項目にマッピングすることでデータ挿入する必要があります。 任意のマッピング
された項目またはユーザ定義項目を使用できます。 ユーザ定義項目は、チャネ
ル「コールセンター - 中西部」などの一定したテキスト文字列を渡す場合に便利です。

1. 最適化プロセスで[最適化]タブをクリックします。

[最適化]タブが表示されます。

2. マッピングされていない項目にマッピングする項目を、項目名列からクリックしま
す。

3. [追追加加]をクリックします。

項目名は、[出力項目]セクション内で、マッピングされていない項目と同じ行に表示
されます。

4. マッピングする各項目について、最初の2つの手順を繰り返します。

5. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。
N720001

最最適適化化ププロロセセススのの[最最適適化化]タタブブリリフファァレレンンスス
次の表で、[最適化]タブのさまざまな項目とボタンについて説明します。
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項項目目 説説明明

UOセッションに追加 このフローチャートにリンクするOptimizeセッションを選択できま
す。 このセッションは、フローチャートが実行されると生成される推
奨コンタクトを受け取ります。

選択項目 項項目目名名:最適化テンプレートテーブル項目にマップできる、データベー
ス項目をリストします。 この列で選択する項目は、マップ先のOpti-
mizeテンプレートテーブル項目に挿入されるデータを提供します。

タタイイププ:このデータベース項目にあるデータのタイプをリストします。

出力項目 項項目目名名:最適化テンプレートテーブル項目にマップするよう選択した、
データベース項目の名前をリストします。 この項目にマップされた最
適化テンプレートテーブル項目は、同じ行の、[テーブル項目]列の下に
表示されます。

テテーーブブルル項項目目:Optimizeセッションを作成したときに、PCTに付加する
最適化テンプレートテーブルを選択した場合、この列には、最適化テ
ンプレートテーブルを構成する項目がリストされます。 この項目に
マップされたデータベース項目は、同じ行の、[項目名]列の下に表示さ
れます。

プロファイル 選択された項目について、個別の値、およびその発生頻度のリストを
プレビューできます。 カウントが事前集計されていない限り、現在の
セルのレコードだけがカウントされます。

データのプロファイルの詳細については、『IBM Unica Campaignユー
ザガイド』を参照してください。

ユーザ定義項目 クエリ、セグメント、ソート、計算、またはテーブルへの出力に使用
する、新しい変数を作成できます。

ユーザ定義項目とは、データソースには存在しない新しい変数で、1つ
以上の既存項目から作成されます。また、異なるデータソース間で作
成されることもあります。

ユーザ定義項目の詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイ
ド』を参照してください。

N730001

最最適適化化ププロロセセススのの[ススココアア]タタブブ
最適化プロセスの[スコア]タブでは、推奨コンタクトテーブル(PCT)のScorePerOffer

項目に、オファーとセルの組み合わせに対するスコアを入力できます。 最適化プロセ
スの[スコア]タブの設定を有効にするには、最適化セッションの[スコア設定]タブでスコ
ア設定方法として[ススココアア項項目目をを使使用用]を選択し、スコア項目に対してScorePerOffer項
目を選択している必要があります。 最適化プロセスの[スコア]タブは、PCT
のScorePerOffer項目にしか入力できません。
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Optimizeセッションの[スコア設定]タブで[ススココアア項項目目をを使使用用]を選択した場合、PCTのい
くつかの項目に最適化用スコアを入力することが必要になります。 このことを行うに
は、最適化プロセスの[スコア]タブに入力します。 また、その他にも、IBM Unica
PredictiveInsightで作成された予想モデルといったスコアプロセスにより生成されたス
コア項目を使用したり、マーケティングデータベースに格納されている予想モデルスコ
ア項目を使用したり、ユーザ定義項目を使ってスコアを計算するといった方法もありま
す。. 同じ最適化セッションに参加するすべてのフローチャートは、最適化セッション
の[スコア設定]タブで指定されたPCTの同じスコア項目に入力する必要があります。
PCTで、スコアを含む列は1つだけ選択できます。

最適化セッションの[スコア設定]タブで[ススココアア行行列列のの手手動動入入力力]を選択した場合、スコア
を最適化プロセスを通して送信する必要がありますが、そのスコアは無視されます。
代わりに、スコア行列の値が使用されます。

関関連連トトピピッックク
• PCTのスコア項目を使用する最適化セッションの構成

• 最適化プロセスにスコア項目を指定するには

• PCTのスコア項目を使用する最適化セッションの構成

N690001

最最適適化化ププロロセセススににススココアア項項目目をを指指定定すするるににはは
セルとオファーの組み合わせに対し、スコア項目を指定できます。 セルとオファーの
それぞれの組み合わせに対し、同じスコア項目を指定することも、異なるスコア項目を
指定することもできます。 たとえば、3つそれぞれのセルに同じオファーを与える場
合、これら3つのセル-オファー行のスコア項目は"MyOfferScore"になります。 あるい
は、3つの異なるオファーを同じセルに与える場合は、各セル-オファー行のスコア項目
は異なることがあります。たとえば、"Offer1Score"、"Offer2Score"、"Offer3Score"な
どです。

1. 最適化プロセスで[ススココアア]タブをクリックします。

[スコア]タブが表示されます。 セル名およびオファー列には、[指定]タブの内容が挿
入されます。

2. セルとオファーのそれぞれの組み合わせに対し、スコアに使用する項目の名前
を、[ススココアア項項目目]リストから選択します。

複数のセル-オファー行に同じ項目を指定するには、Shiftキキーーをを押押ししななががららククリリッックク
するかCtrlキキーーをを押押ししななががららククリリッッククし、複数のセル-オファー行を選択します。

3. [OK]をクリックし、プロセス構成を保存します。

関関連連トトピピッックク
• PCTのスコア項目を使用する最適化セッションの構成

N740001

最最適適化化ププロロセセススのの[ススココアア]タタブブリリフファァレレンンスス
次の表で、最適化プロセスの[スコア]タブについて説明します。
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フローチャートを実行する

項項目目 説説明明

セル名 最適化プロセスに接続された入力セルの名前。 これらの入力セルは、
最適化プロセスの[指定]タブで選択されます。

オファー セルに指定されたオファーの名前。 この割り当ては、最適化プロセス
の[指定]タブで定義されます。

スコア項目 PCTのScorePerOffer項目にマップする項目の名前。 ユーザ定義項目
を使用できます。

ユーザ定義項目 スコア項目ではユーザ定義項目を使用できます。 ユーザ定義項目の詳
細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照してくだ
さい。

N610002

フフロローーチチャャーートトをを実実行行すするる
最適化プロセスを構成したら、Campaignのフローチャートの本番実行を行い、PCTに
データを挿入します。 これにより、OptimizeはCampaignのコンタクトやオファーのリ
ストにアクセスできるようになります。

最適化プロセスを含むフローチャートまたはブランチのテスト実行では、PCTへの
データ挿入は行われません。

Campaignフローチャートの実行に関する詳細については、『IBM Unica Campaignユー
ザガイド』を参照してください。

N750002

最最適適化化ププロロセセススととフフロローーチチャャーートトののテテスストト実実行行ににつついい
てて
最適化プロセスを含むフローチャートまたはブランチのテスト実行、または最適化プロ
セスそのもののテスト実行では、セッションの一部として作成されるPCT、OCT、およ
びPOAテーブル、またはこれらテーブルに含まれるレコードを変更しません。

テスト実行が完了した後、最適化プロセスのツールヒントに、このプロセスはフロー
チャートのテスト実行の一部として実行され、実行中にレコードがエクスポートされて
いないことが表示されます。

N620001

Optimizeセセッッシショョンンのの本本番番実実行行
特定のOptimizeセッションに対してコンタクト情報とオファー情報を生成するために構
成されたすべてのフローチャートをキャンペーンマネージャが実行した後で、そ
のOptimizeセッションを実行できます。
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本番実行では、完全な最適化コンタクトリストがOCTに書き込まれ、以前の結果はすべ
て上書きされます。 本番実行は、セッションの複雑さ、推奨コンタクトリストのサイ
ズ、セッションで使用するキャンペーンの数に応じて、完了するまでに時間を要する場
合があります。

実行するOptimizeセッションは、Marketing Platformスケジューラを使用してスケ
ジュール設定できます。 スケジューラのトリガを使用して、最適化前フローチャート
の完了後にOptimizeセッションを開始するようにできます。 スケジューラの使用の詳細
については、『IBM Unica Marketing Platform管理者ガイド』を参照してください。

N760001

Optimizeセセッッシショョンンをを本本番番実実行行すするるににはは
1. 実行するセッションの[サマリ]、[ルール]、[スコア設定]、または[レポート]タブ

で、[実実行行]アイコンをクリックし、[本本番番実実行行]を選択します。

[ セッション実行の確認]ページが表示されます。

2. [今今すすぐぐ実実行行]をクリックします。

[実行の進捗状況]タブが表示されます。

Optimizeは、Optimizeセッションのルールとスコア設定に基づき、推奨コンタクトリス
トを最適化します。 最適化コンタクトテーブルに、実行の結果が入力されます。

セッションの本番実行中でも、Optimizeの作業を続行できます。 ただし、実行中の
セッションを削除したり変更したりすることはできません。

[実実行行停停止止]をクリックすると、実行中のセッションを停止できます。 このコマンドは
セッションを即時停止しません。データの破損なく、正常にシャットダウンできるよ
う、最適化アルゴリズムの次の論理的ステップでセッションを停止します。 プロセス
が停止するまでに数分かかることがあります。

N770001

最最適適化化のの結結果果のの検検証証
Optimizeセッションの実行が完了したら、本番実行の結果を確認できます。

1. 次のいずれかをクリックします。

a. [実行の進捗状況]タブの[[レレポポーートト]タタブブにに移移動動]

b. Optimizeセッションの[レポート]タブ

既定では、オファーフィルタリングサマリレポートが表示されます。 オファーフィ
ルタリングサマリレポートは、Optimizeセッションの各ルールによって除外され
た、推奨コンタクトの数を表示します。

[レポート]タブでは、オファーをさらにプロファイリングしたり、ルールのパフォーマ
ンス、顧客配分、オファー配分などを決定したりできる、その他のサマリおよび分析レ
ポートを表示できます。

関関連連トトピピッックク
• レポートの表示
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N1031A

7 ママーーケケテティィンンググキキャャンン
ペペーーンンででのの最最適適化化ココンンタタ
ククトトのの使使用用

■ 最適化されたコンタクトの使用
■ 最適化コンタクトの選択
■ 最適化コンタクトとコンタクトプロセスのリンク
■ 最適化後フローチャートの実行
■ (オプション)最適化後フローチャートを開始するトリガの定義
■ 複数のパッケージの処理
■ 検証コントロールグループに対するサンプリング
■ 最後のセルコードの割り当て

N160001

最最適適化化さされれたたココンンタタククトトのの使使用用
IBM Unica Optimizeが推奨コンタクトを最適化すると、これをマーケティングキャン
ペーンで最終的なコンタクトリストとして使用できます。 これらのコンタクトにマー
ケティングコミュニケーションを送信するには、その前にOptimizeから最適化したコン
タクトを取得する必要があります。 IBM Unica Campaignで両方のタスクを実行するフ
ローチャートを作成できます。

このフローチャートは、最適化後フローチャートと呼ばれ、通常、最適化前コンタクト
リストを生成するフローチャートを作成するときに作成したキャンペーンの一部として
作成されます。

このセクションでは、マーケティングキャンペーンで使用する最適化コンタクトを取得
する基本的なフローチャートの作成方法について説明します。 また、最適化後フロー
チャートで複数のパッケージを処理したり、検証コントロールグループのサンプリング
を行うなどのオプションの詳細タスクの実行方法についても説明します。

関関連連トトピピッックク
• 最適化コンタクトの選択

• 最適化コンタクトとコンタクトプロセスのリンク

• 最適化後フローチャートの実行

N790001
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最最適適化化ココンンタタククトトのの選選択択
最適化されたコンタクトをCampaignに渡すには、書き込みプロセスを持つフロー
チャートを作成する必要があります。 書き込みプロセスは、Optimizeセッションから、
最適化されたコンタクトトランザクションを戻すことのできる唯一の方法です。

書き込みプロセスにより、次のことを行うことができます。

• マーケティングキャンペーンに含めたい最適化されたコンタクトを含むパッケージ
を選択します。

• 作成した推奨コンタクトテーブル(PCT)項目または最適化されたコンタクトテーブ
ル(OCT)項目により、最適化されたコンタクトをさらに絞り込みます。 たとえば、1
か月間の最適化を行う週間キャンペーンを実行する場合、ContactDateを使用して書
き込みを行うことにより、その週に配信される必要がある最適化トランザクション
のみを取得することができます。

• 選択プロセスやオーディエンスプロセスなど、その他のデータ操作プロセスで書き
込みプロセスを代行することはできません。 書き込みプロセスにより、Optimize
セッションに渡したデータのうち、必要な最適化されたトランザクションのみ
をOptimizeから取得できます。 これらのトランザクションは、通常、キャンペー
ン、フローチャート、最適化プロセスにより、チャネルや日付といった他の基準で
処理されます。 別のデータ操作プロセスは、オーディエンスIDで取得されるなどす
るので、この場合、そのキャンペーンとは関係ない最適化トランザクションが含ま
れる(つまり、別のキャンペーンから渡された個人へのコンタクトトランザクション
が含まれる)ようなことが発生します。

書き込みプロセスの構成に関する一般的な情報については、『IBM Unica Campaign
ユーザガイド』を参照してください。

N800001

最最適適化化ココンンタタククトトをを含含むむパパッッケケーージジをを選選択択すするるににはは
書込みプロセスを使用し、一度に1つのパッケージからのみ結果(つまり、同一チャネル
で同時に受信者に送信されたすべてのオファー)を取得する必要があります。 各パッ
ケージ内でターゲットとなっているオーディエンスIDが、データの重複を許可していな
い(つまり、各オーディエンスIDはいずれか1つのパッケージでしか処理されず、両方の
パッケージでは処理されない)ことが確実に分かっている場合にのみ、1つの書込みプロ
セスで1つ以上のパッケージを選択できます。 それ以外の場合は、オーディエンスID別
にセグメント化すると、重複するオファーが、複数のパッケージに属する個人に送信さ
れてしまいます。 書込みプロセスから1つ以上のパッケージを選択すると、使用され
るOptimizeテンプレートには最適化プロセスまたはパッケージの項目が含まれる必要が
あります。これにより、フローチャートにセグメントプロセスを含め、各パッケージを
個別のコンタクトプロセスに分けられるようになりす。 複数の書込みプロセスを使用
し、そのそれぞれで、特定のパッケージの最適化トランザクションを書込むようにする
ほうが簡単です。

1. Campaignでバッチフローチャートを作成します。

キャンペーンでのフローチャートの作成については、『IBM Unica Campaignユーザ
ガイド』を参照してください。

2. フローチャートに書込みプロセスを追加します。
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最適化コンタクトの選択

3. 書込みプロセスをダブルクリックします。

[ソース]タブが表示されます。

4. 入力項目のドロップダウンリストから、[最最適適化化さされれたたリリスストト]を選択します。

[UOセッションの選択]ウィンドウが開きます。

5. [セッション一覧]リストを展開し、最適化コンタクトを選択する最適化セッションを
選択します。

[UOセッションの選択]ウィンドウに、選択された最適化セッションに関する情報が
挿入されます。 [参加者別結果の選択]セクションに、このOptimizeセッションに参
加したさまざまなキャンペーンがリストされます。 各行には特定の最適化プロセ
ス、またはパッケージを表すほか、それらが属するフローチャートが表示されま
す。

6. [参加者別結果の選択]セクションから、最適化コンタクトを取得するパッケージを選
択します。

7. [OK]をクリックします。

[UOセッションの選択]ウィンドウが終了します。

8. [書込み]タブで、少なくともオーディエンスID項目と、コンタクトプロセスに必要な
その他の項目を選択します。

関関連連トトピピッックク
• 複数のパッケージの処理

N200001

PCT/OCT項項目目別別にに最最適適化化ココンンタタククトトをを取取得得すするるににはは
「最適化コンタクトを含むパッケージを選択するには」の手順以外にも、[条条件件をを指指定定
ししててデデーータタ選選択択]オプションを有効にし、返された最適化トランザクションをフィルタ
リングすることができます。

1. 書込みプロセスの[ソース]タブで、[条条件件をを指指定定ししててデデーータタ選選択択]を選択します。

クエリビルダが表示されます。

2. 選択項目セクションで、項目をダブルクリックして選択します。

クエリビルダの[項目名]列に、項目が挿入されます。

3. 同じ方法で、[演算子]、[値]、および[AND/OR]列で値を選択します。

4. プロセスを繰り返し、最適化コンタクトを他の項目でフィルタリングします。
N7A0001
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7 - マーケティングキャンペーンでの最適化コンタクトの使用

最最適適化化ココンンタタククトトととココンンタタククトトププロロセセススののリリンン
クク

最終的なコンタクトリストにマーケティングコミュニケーションを送信するには、フ
ローチャートにコンタクトプロセス(メールリスト、コールリスト、eMessageなど)を
追加する必要があります。 書込みプロセスを、メールリストまたはコールリストプロ
セスなどのコンタクトプロセスに接続します。

コンタクトプロセスの構成に関する詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガ
イド』を参照してください。

1. フローチャートにコンタクトプロセスを追加します。

2. 書込みプロセスとコンタクトプロセスを接続します。

3. コンタクトプロセスをダブルクリックし、次のように構成します。

a. [処理]タブで、オファーが[Optimizeにによよるる指指定定]になっていることを確認しま
す。

b. 『IBM Unica Campaignユーザガイド』に従い、[実現]、[カスタマイズ]、およ
び[ログ]の各タブを構成します。

c. [コンタクト履歴ログオプション]ダイアログボックスの[ココンンタタククトト日日付付]を、最
初に推奨されたコンタクト日付(書込みプロセスのContactDateTime項目)に設定
する必要があります。

[コンタクト履歴ログオプション]ダイアログボックスを開くには、[ログ]タブの[詳詳細細
オオププシショョンン]をクリックします。 異なるコンタクト日付を選択すると、最適化の制約
に違反する可能性があります。

このコンタクトプロセス内のすべてのコンタクトには、1つのコンタクト日付および
時刻しか指定できません。 取得された最適化コンタクトに複数のコンタクト日付が
ある場合、コンタクトプロセスに接続する前に、ContactDateTimeおよびチャネ
ル(つまりパッケージ)別にセグメント化する必要があります。

N7B0001

最最適適化化後後フフロローーチチャャーートトのの実実行行
書込みプロセスとコンタクトプロセスを構成したら、フローチャートを実行し、キャン
ペーンの最終的なコンタクトリストを作成するほか、オプションでコンタクト履歴を記
録できるようになります。

Campaignフローチャートの実行に関する詳細については、『IBM Unica Campaignユー
ザガイド』を参照してください。

N7C0001
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(オプション)最適化後フローチャートを開始するトリガの定義

(オオププシショョンン)最最適適化化後後フフロローーチチャャーートトをを開開始始すす
るるトトリリガガのの定定義義

Optimizeセッションの実行が完了したときに、最適化後フローチャートを自動的に実行
するトリガを定義できます。 最適化後フローチャートは、最適化コンタクトを取得
し、それらをキャンペーンで使用します。

トリガとは、実行が正常に完了したとき、または実行が失敗したときにMarketing
Platformスケジューラから送信されるテキスト文字列です。 完了時にトリガを送信する
スケジュールがある場合、トリガを受信したときに実行を開始する、別のスケジュール
を設定できます。

Marketing Platformトリガの定義に関する詳細については、『IBM Unica Marketing
Platform管理者ガイド』を参照してください。

N7D0001

複複数数ののパパッッケケーージジのの処処理理
最適化後フローチャートが複数のパッケージから最適化されたコンタクトを取得する場
合、各パッケージを個々のコンタクトプロセスに分ける必要があります。 これによ
り、オーディエンスIDをさまざまなグループ(高価値、低価値など)に配分できます。

次のいずれかの方法により、フローチャートで複数のパッケージを処理できます。

• 1つの書込みプロセスから複数のパッケージを選択する(オーディエンスIDが1つの
パッケージのみで処理されることが保証されている場合のみ)。

• パッケージごとに1つの書込みプロセスを含める。

同じオーディエンスIDを複数のパッケージで処理する可能性がある場合、この方法
をとる必要があります(この方法をとっていなければ、複数のパッケージのメンバに
同じオファーが重複して送信されます)。 少ない数のパッケージから結果を取得する
場合は、Optimizeテンプレートでセグメント項目(パッケージなど)をセットアップし
て、後で最適化後フローチャートでセグメントプロセスを使用するより、最適化プ
ロセスごとに1つの書込みプロセスを作成する方が簡単です。

コンタクトの負担ルールは各個人に対して許容される「邪魔なもの」数に基づくので、
推奨パッケージは最適化後も維持されている必要があります。 残ったオファーを異な
るパッケージに再配分した場合(つまり、異なる数の「邪魔なもの」を受信者に再配分
した場合)、社内のコンタクト負担戦略に違反する可能性があるので、このことは避け
る必要があります。

書込みプロセスの構成時に、最適化されたコンタクトのパッケージを複数選択した場
合、フローチャートにセグメントプロセスを含める必要があります。 セグメントプロ
セスは、複数のパッケージから取得するさまざまなオーディエンスIDを個々のパッケー
ジに分類するので、後で個別に処理することができます。
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7 - マーケティングキャンペーンでの最適化コンタクトの使用

オーディエンスIDが、データの重複を許可していない(つまり、各オーディエンスID
は1つのパッケージでしか処理されない)ことが確実にわかっている場合にのみ、1つ
の書込みプロセスで1つ以上のパッケージを取得できます。 そうでない場合、複数
のパッケージに属するオーディエンスIDは重複するオファーを受け取ることになり
ます。

セグメントプロセスを使用して顧客IDを元のパッケージに分類するには、まず、その
パッケージが発生している元の最適化プロラスの識別子として機能する項目を最適化テ
ンプレートテーブルに含める必要があります。

関関連連トトピピッックク
• テンプレートテーブルを作成するには

N810001

パパッッケケーージジああたたりり1つつのの書書込込みみププロロセセススをを含含めめるるににはは
このセクションでは、オーディエンスIDがデータの重複を許可しないか重複しているか
にかかわらず、Optimizeセッションから最適化コンタクトを取得するための最善策詳し
く説明します。 書込みプロセスで一緒に取得されるオーディエンスIDが、データの重
複を許可しているかいないかが分からない場合は、この方法を使用します。

1. フローチャートで、最適化コンタクトの取得元の各パッケージにつき、1つの書込み
プロセスを含めます。

2. 各書込みプロセスで、最適化最適化コンタクトを取得するパッケージを選択しま
す。

「最適化コンタクトを含むパッケージを選択するには」の手順に従います。

3. 各パッケージを、それぞれのコンタクトプロセスに移動します(たとえば、メールリ
ストやコールリストプロセスなど)。

コンタクトプロセスの構成に関する詳細については、『IBM Unica Campaignユーザ
ガイド』を参照してください。

N1F0001

1つつのの書書込込みみププロロセセススかからら1つつ以以上上ののパパッッケケーージジをを選選
択択すするるににはは
1. Campaignでバッチフローチャートを作成します。

キャンペーンでのフローチャートの作成については、『IBM Unica Campaignユーザ
ガイド』を参照してください。

2. フローチャートに書込みプロセスを追加します。

3. 「最適化コンタクトを含むパッケージを選択するには」の手順に従いますが、最適
化コンタクトを取得するパッケージを1つ選択する代わりに、同じ最適化後セッショ
ンで処理されるすべてのパッケージを選択します。 ここで、各パッケージで処理さ
れるオーディエンスIDは、データの重複を許可していないことを覚えておいてくだ
さい(つまり、各オーディエンスIDは、1つのパッケージでしか処理できません)。

4. 最適化コンタクトの書込み元の項目を選択します。
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複数のパッケージの処理

この項目は、オーディエンスIDを元のパッケージにセグメント化する、セグメン
トプロセスでも使用します。

a. 書込みプとセスの[書込み]タブから、[候補項目]セクションの項目を選択しま
す。

b. [追追加加]をクリックします。

この項目により、[書込み項目]セクションにデータが挿入されます。

5. [OK]をクリックします。

6. フローチャートにセグメントプロセスを追加し、書込みプロセスとセグメントプロ
セスを接続します。

7. 書込みプロセスを右クリックし、[実実行行] > [テテスストト実実行行](または[保保存存ししてて実実行行])、[選選
択択ししたたププロロセセスス]を選択します。

書込みプロセスが実行され、セグメントプロセスに情報を通知します。

8. セグメントプロセスをダブルクリックします。

[セグメント]タブが表示されます。

9. 入力項目のドロップダウンリストから、書込みプロセスを選択します。

10. [デデーータタ項項目目でで作作成成]を選択します。

11. [データ項目で作成]ドロップダウンリストから、オーディエンスIDを元のパッケー
ジにセグメント化する項目を選択します。

[データ項目で作成]リストとは、書き込みテーブルの項目のリストです。

[プロファイル]ウィンドウが開きます。

12. セグメントするパッケージを選択し、[閉閉じじるる]をクリックします。

セグメントされるパッケージが、[セグメント名]項目に挿入されます。

13. [書書きき込込みみテテーーブブルルのの作作成成]チェックボックスを選択します。

14. [書込み]タブを完了します。

a. [タターーゲゲッットトデデーータタソソーースス]を選択します。

b. 書き込みテーブルに含める項目を選択します。

15. [OK]をクリックします。

16. 各パッケージを、それぞれのコンタクトプロセスに移動します(たとえば、メール
リストやコールリストプロセスなど)。

コンタクトプロセスの構成に関する詳細については、『IBM Unica Campaignユーザ
ガイド』を参照してください。

N7E0001

バージョン 8.5.0 99



7 - マーケティングキャンペーンでの最適化コンタクトの使用

検検証証ココンントトロローールルググルルーーププにに対対すするるササンンププリリンン
ググ

オファーの有効性を判断するために、そのオファーに割り当てるセルに対して検証コン
トロールグループを作成できます。 検証コントロールグループは、オファーを受信し
ても、ターゲットセルではこれが抑制されるように意図的に選択されている非コンタク
トグループです。これは、「リフト」や、オファーを受信したターゲットセルからのレ
スポンスの違いを比較することを目的とします。

コントロールはセルレベルで適用されます。 フローチャート内のコンタクトプロセス
で、またはターゲットセルスブレットシートからオファーをセルに割り当てる際に、各
ターゲットセルのコントロールセルとして動作する1つ以上のセルを任意で指定できま
す。

別のセルのコントロールとしてセルを指定する方法の詳細については、『IBM Unica
Campaignユーザガイド』を参照してください。

検証コントロールグループを作成する場合、フローチャート内のサンプルプロセスに含
める必要があります。

ここでは、検証コントロールグループに対してサンプルリングを行うときの2つの方法
について説明します。

• オーディエンスIDレベルでのサンプリング。

これは、検証コントロールグループに対するサンプリングの最善策で、Campaignで
コントロールセルが使用される方法と一致しています。 この場合、コントロールセ
ルはオファー-オーディエンスIDレベルではなく、オーディエンスIDレベルになりま
す。 以下の制限があります。

• コントロールセルのコンタクトメンバはオファーを受信しません。 あるコンタ
クトのオファーがフローチャートでの処理を抑制されます。 複数のフロー
チャート間において、同じコンタクトが常にコントロールセルで選択されるわけ
ではないので、ある特定のコンタクトが他のフローチャートからオファーを受信
することもあります。

これは、会社のすべてのコミュニケーションで抑制を受ける汎用検証コント
ロールグループとは違います。 汎用検証コントロールグループを使用する場
合、そのグループ内で存続しているコンタクトのメンバを識別し、削除す
る(たとえば、汎用コントロール戦略的セグメントと突き合わせ、そのオー
ディエンスIDを除外することにより削除する)必要があります。 コントロー
ルグループの詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参
照してください。

• 顧客IDレベルでのサンプリングは、すべてのオファー間で必ずしも同じ表示にな
りません。 たとえば、全顧客IDの10%が、複数のオファーを持つあるフロー
チャートで処理されるようランダムに選択される場合、コントロールセル内の誰
もがオファーXを受け取る対象にならないことが起こり得ます。この場合、オ
ファーXの分析時、コントロールセルは空になります。

• オファーレベルでのサンプリング。
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検証コントロールグループに対するサンプリング

検証コントロールグループに対してランダムにサンプリングを行うもう一つの方法
は、セルベースではなく、オファーベースで行われます。 この方法は、最初の方法
より複雑な方法になりますが、特定のオファーの特定の割合が測定目的で抑制され
ることを保証するものです。セルレベルでは、まれにしか提供されないオファーの
場合、コントロールセルにほとんど含まれないことがあります。 したがって、この
方法は、オファーの提供が偏っている場合に適した方法です。

セルレベルでランダムにサンプリングする場合、統計的に似ているグループからサンプ
リングを行う必要があります。 たとえば、最初に、高価値、中価値、低価値へのセグ
メント化を行っている場合、コントロールグループのサンプリング前に、これらのセグ
メントをもう一度作成する必要があります。 オファーを受け取らなかった高価値顧客
と、オファーを受け取った高価値顧客とを比較したり、同様に中価値顧客同士を比較す
る必要があります。 価値に関係なく、全顧客からランダムにサンプリングを行い、初
期セグメントと比較することはよくありません。

したがって、サンプリングの前に、適切なセグメントをもう一度作成することが必要に
なります。 ただし、純粋なテスト目的で(たとえば、異なるオファーを割り当てるな
ど)、同じ集団からランダムに選択した複数のセルを作成している場合には、このこと
は必要ありません。

N820001

オオーーデディィエエンンススIDレレベベルルででササンンププリリンンググをを行行ううににはは
この手順では、最初に作成した各セルは、個別にサンプリングされることを想定してい
ます。

1. 以下のいずれかの手順を実行します。

a. フローチャートの書込みプロセスでは、「PCT/OCT項目別に最適化コンタクト
を取得するには」の手順に従って、CellCode項目から最適化コンタクトを取得
します。

b. 書込みプロセスのCellCode項目から書込む代わりに、フローチャートにセグメ
ントプロセスを追加し、CellCode項目別にセグメント化します。

2. ターゲットセルとコントロールセルに、各セルをランダムにサンプリングします。

a. フローチャートにサンプルプロセスを追加します。

b. 書込みプロセスとサンプルプロセスを接続します。

c. サンプルプロセスをダブルクリックします。

[サンプル]タブが表示されます。

d. ソースセル項目のドロップダウンリストから、入力セルを選択します。

e. サンプリング方法として[ラランンダダムムササンンププルル]を選択します。

f. ランダムサンプリングに基づき、2つの出力セル(ターゲットセルとコントロール
セル)を作成します。

サンプルプロセスの構成に関する追加情報については、『IBM Unica Campaignユー
ザガイド』を参照してください。

3. 1つのパッケージに属するすべてのターゲットセルとコントロールセルを、1つのコ
ンタクトプロセスに接続します。
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7 - マーケティングキャンペーンでの最適化コンタクトの使用

複数のセルを個別のコンタクトプロセスにチャネリングする方法について
は、「パッケージあたり1つの書込みプロセスを含めるには」を参照してください。

N830001

オオフファァーーレレベベルルででササンンププリリンンググをを行行ううににはは
1. フローチャートの書込みプロセスで、次の手順を実行します。

a. パッケージおよびオファーコードに従い、最適化コンタクトを取得します。

たとえば、パッケージAにオファー1、2、3が含まれ、パッケージBにオファー1、お
よび4が含まれる場合、書込みプロセスが5つ、つまり最適化トランザクショ
ンA1、A2、A3、B1、およびB4につき1つずつ必要になります。

b. (オプション)統計的に有効な検証コントロールグループに対し、セル別のセグメ
ント化が必要である場合は、CellCode項目から最適化コンタクトを取得しま
す。

2. (手順1-bを実行した場合のみ必須)統計的に関連するコントロールグループを作成す
るために、元のセルへの再セグメント化が必要な場合は、フローチャートにセグメ
ントプロセスを追加し、CellCode項目別にセグメント化します。 これにより、顧
客IDを初期グループ(高価値、低価値など)に戻せるようになります。

セグメントプロセスの設定に関する追加情報については、『IBM Unica Campaign
ユーザガイド』を参照してください。

3. ターゲットセルとコントロールセルに、各セルをランダムにサンプリングします。

a. フローチャートにサンプルプロセスを追加します。

b. 書込みプロセスとサンプルプロセスを接続します。

c. サンプルプロセスをダブルクリックします。

サンプルプロセスの構成に関する追加情報については、『IBM Unica Campaignユー
ザガイド』を参照してください。

[サンプル]タブが表示されます。

d. ソースセル項目のドロップダウンリストから、入力セルを選択します。

e. サンプリング方法として[ラランンダダムムササンンププルル]を選択します。

f. ランダムサンプリングに基づき、2つの出力セル(ターゲットセルとコントロール
セル)を作成します。

4. 1つのパッケージに属するすべてのターゲットセルとコントロールセルを、1つのコ
ンタクトプロセスに接続します。

複数のセルを個別のコンタクトプロセスにチャネリングする方法について
は、「パッケージあたり1つの書込みプロセスを含めるには」を参照してください。

N7F0001
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最後のセルコードの割り当て

最最後後ののセセルルココーードドのの割割りり当当てて
最適化前フローチャートで最適化プロセスを構成する際に、セルコードを割り当ててい
なければ、最適化後フローチャート内で、セルを元のセルに再セグメント化してから、
セルコードを割り当てる必要があります。

最適化前フローチャートから生成されたセルコードは、PCTおよびOCTで使用可能であ
り、Campaign定義項目(UCFG)としてコンタクトリストに出力できます。 セルコード
がフルフィルメントベンダーによってのみ必要とされる場合は、この方法で十分です。
ただし、分析やレポーティング目的でセルコードが必要になる場合は、次の方法を検討
してください。

• PCTおよびOCT内のCellCode項目を使用して、これを追加トラッキング項目とし
てContactHistoryテーブルに出力します。

これをフローチャート内でコンタクトプロセスを使用して行い、PCTから項目を
メールリストなどのコンタクトプロセス内の追加トラッキング項目に出力します。
詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照してください。 そ
の後、Campaignレポートをカスタマイズして、セルで分類するために、コンタクト
履歴からこの項目を使用できます。

これはセルコードを格納する方法としては経費が高くなります。 この手順は繰
り返す必要があるので、コンタクト履歴システムテーブル内のコンタクトごと
に1回ずつセルコードが格納されます。

• OCTおよびPCT内でセルコードにより再セグメント化し、セグメントプロセスで最
後のセルコードを割り当てます。 この方法では、Campaignで提供されているセル
レポートによるすべての標準レポーティングを使用できます。 これはセルコード管
理の最善策です。

N840001

タターーゲゲッットトココンントトロローールルススププレレッッドドシシーートトとと最最適適化化後後
フフロローーチチャャーートト
TCSを使用して、最適化されたコンタクトのセルコードを管理できます。

フローチャートで生成されるセルを、最適化前フローチャート内のTCSでトップダウン
定義されたセルにリンクしている場合、最適化後フローチャートで同じセルにリンクす
ることはできません。 新しいセルには、次の2つの方法のいずれかでリンクできます。

• ボトムアップ:TCS内でボトムアップターゲットセルを生成するプロセスに書込みプ
ロセスを接続する。

• トップダウン:TCS行をコピーして、これを最適化後フローチャート内のプロセスに
リンクする。

TCSの使用の詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照してくだ
さい。
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7 - マーケティングキャンペーンでの最適化コンタクトの使用

TCSをIBM Unica Marketing Operationsキャンペーンプロジェクトで使用している場合
は、TCSに、メールリストプロセスなどのコンタクトプロセスに入力する各セルの行エ
ントリを含める必要があります。 フローチャート内の各セルをTCSにリンクし、運用
で最適化後フローチャートを実行する前に、リンクされているすべての行を承認する必
要があります。

• コンタクトプロセスに接続した単一の書込みプロセスボックスを使用している(キャ
ンペーンXに対して最適化コンタクトを書き込む)場合、TCSからのトップダウンセ
ルリンクを作成してフローチャートを運用で実行する必要があります。

• 書込みセルをセグメント化するか、サンプルプロセスを使用して検証コントロール
セルを作成する場合は、コンタクトプロセスへの各入力セルをトップダウンセルか
らリンクする必要があります。 これらのセルを、推奨コンタクトを送信したときと
同じサンプルセグメント/オファーに再セグメント化する場合には、推奨コンタクト
フローチャートで使用したTCS行をコピーして、最適化後フローチャート内の対応
するセルにこれらを関連付けることができます。 各セルにそれぞれ異なるセル名と
セルコードを入れることができます。

• Optimizeから最適化されたオファーを使用する処理後フローチャート内のセル
にTCS行をリンクする場合、オファーを割り当てる必要はありません。 割り当てオ
ファーはすべて無視されます。

Marketing Operationsキャンペーンプロジェクトと最適化後フローチャートでTCSを使
用する方法の詳細については、『IBM Unica Marketing OperationsとCampaign統合ガイ
ド』を参照してください。

N850001

最最後後ののセセルルココーードドをを割割りり当当ててるるににはは
1. フローチャートの書込みプロセスでは、「最適化コンタクトの選択」の手順に従っ

て、CellCode項目で最適化コンタクトを取得します。

2. フローチャートにセグメントプロセスを追加し、書込みプロセスとセグメントプロ
セスを接続します。

3. 書込みプロセスを右クリックし、[実実行行] > [テテスストト実実行行](または[保保存存ししてて実実行行])、[選選
択択ししたたププロロセセスス]を選択します。

書込みプロセスが実行され、セグメントプロセスに情報を通知します。

4. セグメントプロセスをダブルクリックします。

[セグメント]タブが表示されます。

5. 入力項目のドロップダウンリストから、書込みプロセスを選択します。

6. [デデーータタ項項目目でで作作成成]を選択し、ドロップダウンリストからCellCode項目を選択しま
す(顧客IDを元のパッケージにセグメントする項目)。

[デデーータタのの重重複複をを許許可可ししなないい]オプションをチェックしないでください。

[プロファイル]ウィンドウが開きます。

7. セグメントするパッケージを選択し、[閉閉じじるる]をクリックします。

セグメントされるパッケージが、[セセググメメンントト名名]項目に挿入されます。
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最後のセルコードの割り当て

8. [全般]タブをクリックします。

9. 最後のセルコードを各セルに指定します。

セルコードの指定の詳細については、『IBM Unica Campaignユーザガイド』を参照
してください。

10. [OK]をクリックし、セグメントプロセスを閉じます。

11. セルを適宜異なるコンタクトプロセスに接続します。
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8 レレポポーートトのの表表示示

■ レポートの表示
■ レポートを表示するには
■ 実行履歴を消去するには
■ オファーフィルタリングサマリレポート
■ キャンペーン別顧客再配分レポート
■ タイプおよびセグメント別オファーレポート
■ キャンペーン最適化サマリレポート
■ チャネル使用状況レポート
■ 顧客インタラクションボリュームレポート
■ キャパシティルール感度レポート
■ Optimizeリストポートレット

N780001

レレポポーートトのの表表示示
各本番実行において、IBM Unica Optimizeは、最適化前/後の分析で、最適化プロセス中
に何が起こったかを把握するのに役立つ数多くのレポートを生成します。 付属レポー
トでは、ルールパフォーマンス、顧客のキャンペーン間またはオファー間の移動、およ
び顧客間、チャネル間、オファー間の分析が強調されています。

各Optimizeセッションでの推奨ルールと最適化結果のレビューは反復プロセスで
す。Optimizeレポートは、このプロセスの把握に役立ちます。 レポートをレビューする
ことにより、会社の目標または各キャンペーンマネージャの目標を達成するようにルー
ルを再検討したり、キャンペーンの最適化プロセスを明確にするために役立つ情報が提
供されます。

Optimizeセッションの本番実行ごとに、自動的にレポートが生成されます。 現在
のOptimizeセッションの実行レポートの最新セットを表示したり、比較目的などで、以
前の実行で生成されたレポートにアクセスしたりできます。 [レポート]タブの[レポート
実行]ドロップダウンリストから、表示するOptimizeセッション実行を選択できます。
実行された最適化が、新しい順で、日時、セッションを実行した人物、そして実行ス
テータスと共に表示されます。

最適化セッションの[レポート]タブからすべてのOptimizeレポートを表示できます。 ま
だ実行されていない最適化セッションの場合、レポートには「レポートデータがありま
せん」と表示されます。

N860001
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レポートを表示するには

レレポポーートトをを表表示示すするるににはは
このセクションでは、Optimizeのレポートの使用方法に関する基本的な事項について説
明します。 一連のOptimizeレポートは、Optimizeセッションが実行されるたびに生成さ
れます。 実行日に基づき、どのレポートセットを表示するかを選択できます。
Optimizeセッションの[レポート]タブから、Optimizeレポートを表示できます。

1. Optimizeセッションの[レポート]タブをクリックします。

[レポート]タブが開きます。

2. [レレポポーートト実実行行]リストから、レポートを表示するOptimizeセッションを選択します。

3. [レレポポーートトタタイイププ]リストから、表示するレポートを選択します。

レポートが表示されます。
N870001

実実行行履履歴歴をを消消去去すするるににはは
Optimizeでは、Optimizeサーバをホストするマシンに、Optimizeセッションのすべての
本番実行のデータを保存しています。 実行履歴を消去し、Optimizeセッションのすべて
の本番実行データを定期的に削除することにより、ディスク領域を空けることができま
す。 実行履歴を消去すると、UACO_SesnRunHistテーブルも消去されます。

実行履歴を消去すると、レポート用として保存されていたすべての統計も削除され
ます。 このOptimizeセッションのすべてのOptimizeレポートには、「レポートデー
タがありません」と表示されます。

1. 実行履歴を削除するOptimizeセッションを開きます。

確認ダイアログボックスが開きます。

2. [実実行行]アイコンをクリックし、[実実行行履履歴歴のの消消去去]を選択します。

3. [OK]をクリックし、実行履歴を削除します。

Optimizeにより、すべての実行履歴が削除されます。 Optimizeセッションの[レポート]
タブのすべてのデータも削除されます。

N880001

オオフファァーーフフィィルルタタリリンンググササママリリレレポポーートト
オファーフィルタリングサマリレポートは、Optimizeセッションの各ルールによって除
外された、推奨コンタクトの数(および関連するパーセント)を表示します。

すべての除外/附加ルールのカウントは、このレポートでは1つのエントリとして報
告されます(個々の除外ルールの明細はサポートされていません)。

最適化コンタクトリスト内で存続しているコンタクトの数が多すぎる、または少なすぎ
る場合は、このレポートを使用し、各ルールの影響を把握した上で、必要に応じて制約
を多くしたり少なくしたりし、ルールを修正します。
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8 - レポートの表示

ルールは、[ルール]タブと同じ順序で表示されますが、最適化プロセス中に逐次的に
適用されるわけではありません。 Optimizeがルールを適用する順番が、最適化の結
果に影響を及ぼすことはありません。

Optimizeは、通常、次の順番でルールを示します。

1. 除外/附加ルール

2. キャパシティルール

キャパシティルールに付くクレジットは、概算的な数値でしかないことがありま
す。 まず、複数のキャパシティルールによってオファーが除外される場合は、
クレジットが各ルールにパーセント単位で割り振られます。 たとえば、オ
ファーが3つの異なるキャパシティルールによって除外された可能性がある場合
は、各ルールには33%のクレジットが割り振られます。 次に、コンタクトが
キャパシティルールと各顧客ルールによって除外される場合は、各顧客ルールに
クレジットが割り振られます。

3. 各顧客ルール

ルールタイプ内では、オファーフィルタリングサマリレポートは、最適化セッション
の[ルール]タブでリストされている順番でルールを表示します。

ページ内の情報は、次のように示されます。

要要素素 説説明明

オファー数(最適化前) 推奨コンタクトの総数

ルール名 ルールの名前。 「除外/附加」は、すべての除外/附加ルールを
表します。

このルールにより除外 ルールによって除外された推奨コンタクトの数(ルールによっ
て除外されたコンタクトのパーセントは、かっこ内に示されま
す)。

このルールの適用後 ルールの実行後も残っている推奨コンタクトの数(残りのコン
タクトのパーセントは、かっこ内に示されます)。

消去総数 最適化によって除外された推奨コンタクトの総数(ルールに
よって除外されたコンタクト総数のパーセントは、かっこ内に
示されます)。

残りの総数(最適化後) 最適化の実行後も残っているコンタクトの総数(残りのコンタ
クトのパーセントは、かっこ内に示されます)。

N890001
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キャンペーン別顧客再配分レポート

キキャャンンペペーーンン別別顧顧客客再再配配分分レレポポーートト
キャンペーン別顧客再配分レポートは、最適化前、および最適化後の顧客移行時に、1
つのキャンペーンのターゲット顧客と別のキャンペーンのターゲット顧客がどのように
重複しているかを示します。 顧客移行とは、一般に、2つ以上のキャンペーンでター
ゲットとなっているが、1つのキャンペーンから別のキャンペーンに移行する際に失わ
れた顧客数の分析を指します。 マーケティング担当者は、このレポートを利用し、複
数のキャンペーンに共通するターゲット受信者が異なるキャンペーンでどのように重複
しているか、および最適化ルールに基づき、キャンペーン間で生じる顧客の共食い現象
の程度を分析します。

このレポートの情報は、2つのテーブルと、三次元の棒グラフに表示されます。

最適化前テーブルには、次の情報が表示されます。

列列 説説明明

キャンペーン名 このOptimizeセッションに参加するキャンペーンの名前。

元の顧客 件数 オプトアウトの除外後(つまり、除外/附加ルールによる顧客の
除外後)に、キャンペーンでターゲットとなっている一意の顧
客数になります。

共有数 その他のキャンペーンと共有される、一意の顧客の総数(同
じOptimizeセッション内の他のキャンペーンでもターゲットと
なっている、一意の顧客の数)。

顧客の共有 各キャンペーンで、共通してターゲットとなっている(共有さ
れる)一意の顧客の数。

共有なし キャンペーン固有の顧客の数(つまり、同じOptimizeセッショ
ンの他のキャンペーンではターゲットとなっていない顧客の
数)。

最適化後テーブルには、次の情報が表示されます。

列列 説説明明

キャンペーン名 このOptimizeセッションに参加するキャンペーンの名前。

最適化された顧客 件数 最適化後に、キャンペーンのターゲットとして存続している一
意の顧客の数。

失われた数 Optimizeセッションにより、このキャンペーンから除外された
一意の顧客の総数。

失われた顧客 Optimizeセッションに参加するその他のキャンペーンに失われ
た一意の顧客数(つまり、このキャンペーンからのコンタクト
は許可されていないが、他のキャンペーンからのコンタクトは
許可されている顧客の数)。
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8 - レポートの表示

列列 説説明明

共有なし このキャンペーンに属し、他の参加キャンペーンではコンタク
トされない顧客の数。

棒グラフは、最適化後データをグラフ表示します。
N8A0001

タタイイププおおよよびびセセググメメンントト別別オオフファァーーレレポポーートト
タイプおよびセグメント別オファーレポートは、Optimizeセッションの実行前と実行後
に、何らかのオファーを受ける顧客の数をセグメント別に示します。 このレポートを
利用すると、戦略的セグメントへのオファーの分布を理解できるようになります。 オ
ファーと戦略的セグメントは、Campaignで定義されています。

Optimizeは、このレポートに表示されるオファーと顧客セグメントを制御します。
このレポートに表示されるのは、特定のオファーおよび戦略的セグメントだけで
す。オファーはページの縦の列に、セグメントはレポート上部の横の列に表示され
ます。 レポートに表示するオファーとセグメントの選択に関する詳細について
は、「オファーおよび戦略的セグメントを選択するには」を参照してください。

さらに、このOptimizeセッション内のルールで使用されるオファーも、表示用として選
択されなかった場合でもレポートに自動的に含まれます。

次のオプションは、最適化後テーブルの下に、リンクとして表示されます。

• ココスストト合合計計のの表表示示:顧客セグメントへのオファーのすべての推奨コンタクトのコスト
合計を表示します。 これらの値は、推奨コンタクトテーブルの[オファー当たりのコ
スト]項目に、参加キャンペーンが挿入されている場合にのみ使用可能です。

• ススココアア合合計計のの表表示示:最適化前テーブルに、顧客セグメントへのオファーのすべての推
奨コンタクトのスコア合計を表示し、最適化後テーブルには、最適化コンタクトの
スコア合計を表示します。 スコア項目は、Optimizeセッションの[スコア設定]タブ
で指定される項目か、オファー/セグメントスコア行列に入力される値です。

これらのオプションは個別に有効にすることも、両方とも有効にすることもできます。
コスト合計やスコア合計が表示されると、それぞれ[コスト合計の非表示]または[スコア
合計の非表示]リンクをクリックすることで、レポートから除外できます。 このレポー
トの情報は、2つのテーブルと、2つの棒グラフに表示されます。

最適化前および最適化後テーブルには、各セグメントにつき、次の情報が表示されま
す。

要要素素 説説明明

オファー名 各オファーの名前(1行目には、すべてのオファーが示されま
す)。

セグメント 各列に戦略的セグメントが表示されます(1列目にすべての顧客
が示されます)。
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キャンペーン最適化サマリレポート

要要素素 説説明明

件数 これらの列は、このOptimizeセッションのすべての参加キャン
ペーンにおける、戦略的セグメントとオファーのコンタクト数
を表示します。 最適化前テーブルでは、オプトアウトの除外
後(つまり、除外/附加ルールが適用された後)のコンタクト数に
なります。

1つ目の棒グラフは、最適化前データをグラフ表示します。 2つ目の棒グラフは、最適
化後データをグラフ表示します。

N5E0001

オオフファァーーとと戦戦略略的的セセググメメンントトをを選選択択すするるににはは
1. Optimizeセッションの[サマリ]タブに移動します。

2. 次のいずれかのオプションをクリックします。

a. 表示するオファー

b. 表示するセグメント

[表示するオファー]または[表示するセグメント]セクションが展開されます。

3. 次のいずれかのオプションをクリックします。

a. 表示するオファーの編集

b. 表示するセグメントの編集

[表示するオファー]または[表示するセグメント]ページが開きます。

4. 含めたいオファーまたは戦略的セグメントを選択します。

Shiftキキーーをを押押ししななががららククリリッッククするか、Ctrlキキーーをを押押ししななががららククリリッッククすると、複
数のオファーまたはセグメントを選択できます。

5. 右向きの二重矢印をクリックし、オファーまたは戦略的セグメントを、[含まれてい
るオファー]または[含まれているセグメント]セクションに移動します。

6. オファーまたは戦略的セグメントの順番を変更するには、移動するアイテムを選択
し、上向き矢印または下向き矢印を使用します。

7. [変変更更のの保保存存]をクリックします。

[サマリ]タブが表示されます。
N8B0001

キキャャンンペペーーンン最最適適化化ササママリリレレポポーートト
キャンペーン最適化サマリレポートは、表示される各戦略的セグメントのパッケージ
数、トランザクション数、オファー提示数、固有オファー数、個々のコンタクト日付
数、および一意のコンタクトチャネル数を示します。 また、Optimizeセッションの実行
前、および実行後のこれらの値の変化率も任意で表示できます。 最適化後テーブルの
下にある、[パーセントの表示]リンクが、この表示を制御します。

最適化前および最適化後テーブルには、次の情報が表示されます。
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8 - レポートの表示

要要素素 説説明明

最適化プロセス名 このOptimizeセッションに参加する、各最適化プロセスの名
前。

送信済みパッケージ数 指定されたキャンペーンのオーディエンスメンバに送信される
パッケージの合計(パッケージとは、1つの最適化プロセスにお
いて、同じオーディエンスエンティティに送られるすべてのオ
ファーとして定義されます)。

たとえば、500件の高価値顧客を含むターゲットセルがOpti-
mize1で処理され、1000件の中価値顧客がOptimize2で処理さ
れる場合、このキャンペーンで送信されるパッケージの合計
は500+1000=1500となります(このとき、各パッケージ内の
個々のオファーの数は関係ありません)。

オファー提示数 特定のキャンペーンのオーディエンスメンバに送られる、個別
のオファー数。

たとえば、100件の高価値顧客を含むターゲットセルが、それ
ぞれ1回のメール配信で2つのオファーを受け取った場合、提
示されるオファーの数は2×100=200となります。

指定された一意のオファー数 特定のキャンペーンで使用される、異なるオファーの数。

たとえば、高価値顧客にオファーAおよびBが送られ、低価値
顧客にオファーBおよびCが送られる場合、このキャンペーン
で送られる一意のオファー数は3つ(A、B、C)です。

一意のコンタクト日付数 特定のキャンペーンにおいて、任意のユーザに送られる異なる
コンタクト日付数。

たとえば、Optimize1が1/1/07にレターを送付し、Optimize2
が2/1/07がパッケージを送信した場合、一意のコンタクトの合
計数は2になります(1月1日、2月1日)。

一意のコンタクトチャネル数 特定のキャンペーンに属する任意のユーザとのコミュニケー
ションに使用される、異なるコンタクトチャネルの数。

たとえば、オファーAにチャネル"ダイレクトメール"があり、
オファーBにチャネル"電子メール"があり、どちらも特定の
キャンペーンで送られる場合、一意のチャネル数は2になりま
す(ダイレクトメールと電子メール)。

これは、オファーのチャネル属性に基づいて集計されま
す。

N8C0001
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チャネル使用状況レポート

チチャャネネルル使使用用状状況況レレポポーートト
チャネル使用状況レポートは、このOptimizeセッションに参加するすべてのキャンペー
ンについて、コンタクト日付の全期間中の各チャネルのコンタクト数を示します。

チャネルオファー属性のすべての値は、このレポートで行として表示されます。こ
のとき、参加するキャンペーンの推奨オファーのいずれかが、そのチャネルを使用
しているかどうかは関係ありません。

レポートは、次の情報を表示します。

要要素素 説説明明

チャネル名 チャネルの名前(またはすべてのチャネル)

元のオファー数 オプトアウトを除外した後(つまり、除外/附加ルールを実行
後)、すべてのキャンペーンの特定のチャネルに対して送られ
るオファーの数。

最適化されたオファー数 Optimizeセッションを実行した後、すべてのキャンペーンの特
定のチャネルに対して送られるオファーの数。

日付 特定の期間内に行われた、特定のコミュニケーションチャネル
のコンタクト数。

この列は、最適化期間に示される日付範囲に従い、日、週、
月、または四半期単位で表示されます。

各列には、日付が次のように増加して表示されます。

• 最適化期間が2週間以下の場合は1日単位。 たとえば、最適化期間が4/1/07から8日
間の場合、ヘッダが4/1/07、4/2/07、4/3/07など、8つの列があります。

• 最適化期間が2週間以上の場合は1週間単位。 たとえば、最適化期間が4/1/07から3
週間の場合、ヘッダが4/1/07～4/7/07、4/8/07～4/14/07、4/15/07～4/21/07など、3
つの列があります。

• 最適化期間が3か月以上の場合は、1か月単位。 たとえば、最適化期間が4/1/07か
ら4か月間の場合、ヘッダ
が4/1/07～4/30/07、5/1/07～5/30/07、5/31/07～6/29/07、6/30/07～7/28/07など、4
つの列があります。

1か月は、30日間として定義されます。 たとえば、5/07など1か月に31日間ある
場合は、列のヘッダは月全体を表す5/1/07～5/31/07ではなく、30日間の
み(5/1/07～5/30/07)となります。

• 最適化期間が8か月以上の場合は、四半期単位。 たとえば、最適化期間が4/1/07か
ら9か月間の場合、ヘッダが4/1/07～6/29/07、6/30/07～9/28/07、9/29/07～12/28/07
など、3つの列があります。
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8 - レポートの表示

四半期は、90日間として定義されます。 たとえば、四半期のうち31日までの月
がある場合は、列のヘッダは四半期全体を表す3か月間(4/1/07～6/30/07)ではな
く、4/1/07～6/29/07となります。

テーブルの下にある三次元の棒グラフは、チャネルの使用状況のデータをグラフで表し
ます。

N8D0001

顧顧客客イインンタタララククシショョンンボボリリュューームムレレポポーートト
顧客インタラクションボリュームレポートには、最適化後の戦略的セグメント別の最
小、最大、および平均コンタクト数が表示されます。 このレポートを活用すると、各
戦略的セグメントについて実施する、さまざまな種類のコミュニケーション(パッケー
ジまたは「邪魔なもの」)の範囲を分析できます。

レポートは、次の情報を表示します。

要要素素 説説明明

セグメント名 セグメントの名前(またはすべてのセグメント)

パッケージの平均数 特定の戦略的セグメントの各メンバに送られたパッケージの平
均数。 この値は、セグメント内で実施されたコンタクトの合
計数を、セグメント内のメンバ数で除算することで算出されま
す。

最小 特定のセグメントの、顧客ごとの最小パッケージ数。

最大 特定の戦略的セグメントの任意のメンバに送られたパッケージ
の最大数。

N8E0001

キキャャパパシシテティィルルーールル感感度度レレポポーートト
キャパシティルール感度レポートは、すべてのキャパシティルール(つまり、最小/最大
オファーキャパシティ数ルール、およびカスタムキャパシティルール)、および関連す
る感度をリストします。

感度値とは、リソース単位を追加する限界利益、つまり、制約リソースを1単位増加す
ることによって予期される、全体的なスコアの変化を表します。 リソースの単位は、
作成されるキャパシティルールに対して定義され、そのそれぞれによって異なります。
たとえば、"チャネル「任意のチャネル」からの、オファー/オファーリスト「任意のオ
ファー」のトランザクションにつき、CostPerOfferの合計は<=$100,000でなくてはなら
ない"というカスタムキャパシティルールがあるとします。 感度が67の場合、予算値
を$100,000から$100,001に$1増やすと、最適化スコアの合計が67増えます(スコアは、
利益のドル値、収入のドル値、レスポンス率など、任意のものを表します)。 同様に、
最小/最大オファーキャパシティ数ルールを作成すると、感度は、使用できるオファー
の最大数を1つ増やすことによって得られる追加スコア値を表します。
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Optimizeリストポートレット

最小/最大オファーキャパシティ数ルールを最小値で作成すると、感度はマイナスにな
ることがあります。 感度は、最小値を1つ増やす、つまり100から101に増やすことに
よって決定されます。最小値を増やすと、問題がさらに制約され、スコアがマイナスの
方向に変更される可能性が高くなります。

このレポートを使用し、キャパシティ制約を実装するコストを分析できます。 最小
キャパシティ制約も最大キャパシティ制約もなく、ビジネスで最適化の結果を使用し、
インベントリやその他のリソースを適合させてスコアを最大化できるのが理想的です。
感度値は、現在のしきい値を用いる最大キャパシティルールを使用し、コスト(失われ
たスコアの量)を示します。 予算ルールの例では、感度値が1,000で、スコアがドルの収
益性を表す場合、1ドル多く費やすと、1,000ドルの収益が見込まれることを意味しま
す。 感度値が高ければ、最大キャパシティ制約を除外、または緩和することを検討す
る必要があることを意味します。 同様に、感度値が低ければ、機会損失があることが
わかります。 たとえば、感度値が$0.25である場合、1ドル多く費やして25セントの収
益を得ることは、まずまずの結果と言えます。

N8F0001

Optimizeリリスストトポポーートトレレッットト
このセクションでは、ダッシュボードで使用可能な、標準的なOptimizeポートレットに
ついて説明します。

これらのポートレットは、IBM Unica Marketingダッシュボードでのみ使用できます。

レレポポーートト 説説明明

最後に実行した最適化セッ レポートを表示するユーザによって過去30日以内に実行され
ション た最新のOptimizeセッション10件のリスト。

最後に成功した最適化実行イ レポートを表示するユーザによって過去30日以内に実行され
ンスタンス 正常に完了した最新のOptimizeセッション10件のリスト。

最後に失敗した最適化実行イ レポートを表示するユーザによって過去30日以内に実行され
ンスタンス 正常に完了しなかった最新のOptimizeセッション10件のリス

ト。
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N103E2

A IBM Unica Optimizeのの管管
理理

■ Optimizeの管理
■ Optimizeユーティリティの使用
■ Optimizeリスナ
■ マルチロケール環境でのOptimizeの構成
■ データベース書き込みユーティリティの構成
■ プロセスに対する仮想メモリの割り当ての増大(UNIXのみ)
■ 最適化アルゴリズムのチューニング

N900001

Optimizeのの管管理理
最適化ルールと最適化前/後フローチャートの構成以外に、Optimizeの他の部分を構成し
て、パフォーマンスの改善、Campaignのマルチロケール機能の使用などを実行できま
す。 ここでは、Optimizeのインストールを拡張するためのオプション構成手順を説明し
ます。

N910001

Optimizeユユーーテティィリリテティィのの使使用用
Optimizeユーティリティにより、コマンドラインユーティリティを使用してOptimize
セッションを読み込んだり、実行したり、監視したりできます。 cronまたはMicrosoft
Windowsタスクスケジューラなどの汎用スケジューリングツール(Marketing Platformに
付属されていない)を使用すれば、Optimizeセッションの自動実行をセットアップでき
ます。 Optimizeユーティリティは、サポートされている任意のプラットフォーム上で実
行できます。

N960001

Optimizeユユーーテティィリリテティィのの前前提提条条件件
Optimizeユーティリティを使用するための前提条件は、次のとおりです。

• Campaign WebアプリケーションおよびMarketing Platformが実行されていること。

• Optimizeサーバが、Campaign WebアプリケーションのHTTP(S)ポートにアクセス
できること。

• OptimizeサーバにJavaがインストールされていること。
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Optimizeユーティリティの使用

• OPTIMIZE_HOME環境変数がOptimizeサーバで定義されており、Optimizeインス
トールディレクトリにポイントしていること。

• JAVA_HOME環境変数がOptimizeサーバで定義されており、Javaのインストール先
にポイントしていること。

N970001

Optimizeののココママンンドドラライインンユユーーテティィリリテティィ
Optimizeユーティリティは、コマンドラインから実行します。 コマンドプロンプトを開
き、Optimizeをインストールしたディレクトリの/tools/bin directoryディレクト
リを開きます。

ACOOptAdmin -sn セッション -u ユーザ名 [-p パスワード] [-async] [-locale ロ
ケールコード] [-stop]

117

ACOOptAdminユーティリティには、次のパラメータがあります。

• -sn セッション:Optimizeセッション名を指定します。 必須のパラメータです。 た
とえば、HolidayFundRaiserというセッションを指定するには、次のように入力しま
す。

ACOOptAdmin -sn HolidayFundRaiser

セッションがフォルダ内にある場合は、フォルダ名をフォワードスラッシュ(/)また
はバックスラッシュ(\)で区切って入力します。 例:

ACOOptAdmin -sn MktFolder/HolidayFundRaiser

テキストでスペースを使用できるようにするには、セッション名を二重引用符で囲
みます。 例:

ACOOptAdmin -sn "Holiday Mailing"

• -u ユーザ名:Optimizeにログインするために使用するユーザ名を指定します。 必須
のパラメータです。

• -p パスワード:ユーザ名のパスワードを指定します。 パスワードが空白の場合は、
このパラメータを省略できます。

• -async:Optimizeセッションを非同期に実行し、即時返します。 オプションのパラ
メータです。 既定ではOptimizeユーティリティを同期的に実行します。この場合
は、Optimizeセッションが終了したときに返されます。

• -locale ロケールコード:Optimizeユーティリティによって生成されるメッセージ
の印刷用言語を指定します。 オプションのパラメータです。 既定ではen_USで
す。

• -stop:実行中の最適化セッションを停止します。
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A - IBM Unica Optimizeの管理

このコマンドはセッションを即時停止しません。データの破損なく、正常にシャッ
トダウンできるよう、最適化アルゴリズムの次の論理的ステップでセッションを停
止します。 プロセスが停止するまでに数分かかることがあります。

これらのパラメータは、任意の順序でコマンドラインで指定できます。
N920002

Optimizeリリススナナ
Optimizeリスナは、コマンドラインから起動したり、停止したりできます。 コマンドプ
ロンプトを開き、Optimizeをインストールしたディレクトリの/binディレクトリを開
きます。

ACOServer -start|stop

IBM Unica Optimize - ユーザガイド

Windows システムではACOServer.bat、UNIXシステムではACOServer.shを使用し
ます。

ACOServerユーティリティには、次のパラメータがあります。

• -start :Optimizeリスナを起動します。

• -stop:Optimizeリスナを停止します。

ACOServerを正常に動作させるために、構成にいくつかの変更を加える必要がありま
す。 詳細については、『IBM Unica Optimizeインストールガイド』を参照してくださ
い。

N170001

ママルルチチロロケケーールル環環境境ででののOptimizeのの構構成成
Optimizeは、1つのインストールで複数の言語およびロケールをサポートします。 マル
チロケール機能は、使用するデータベース上でいくつかの設定を必要とします。 マル
チロケール機能の詳細については、『IBM Unica Campaignインストールガイド』を参
照してください。

• Oracleデータベースを使用している場合は、Optimizeサーバ設定の構成時
に、Optimizeサーバファイルに以下を追加する必要があります。

set NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.UTF8

• データベーステーブルを構成する際に、 Campaign/ddl/unicodeディレクトリか
ら以下のスクリプトを実行して、システムテーブルを作成してください。

• aco_systab_sqsvr.sql(SQL Serverデータベースの場合)

• aco_systab_db2.sql(DB2データベースの場合)

• aco_systab_ora.sql(Oracleデータベースの場合)
N930001
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デデーータタベベーースス書書きき込込みみユユーーテティィリリテティィのの構構成成
Optimizeは、データベース書き込みユーティリティの実装について、Campaignと同じ
構成を使用します。 データベース書き込みユーティリティを使用するようにCampaign
で構成している場合、同じコマンドを使用するようにOptimizeも構成しています。 同様
に、データベース書き込みユーティリティを使用するようにOptimizeを構成した場合、
データベース書き込みユーティリティを使用するようにCampaignを構成していること
になります。 それぞれが別々のルートディレクトリ(Campaignの場合
は/Campaign、Optimizeの場合は/Optimize)を使用するので、ローダコマンドおよび
テンプレートファイルで別々のコマンドを指定することができます。

最適化セッションが行う作業の大部分は、PCTからのデータの読み込みとOCTへのデー
タの書き込みです。データベース書き込みユーティリティを構成することにより、最適
化セッションのパフォーマンスが向上するので、このユーティリティの設定は最善策と
見なされます。 データベース書き込みユーティリティは、Campaignフローチャート
でPCTを生成するときのパフォーマンスも向上させます。

• Campaignのマニュアルを参考にして、Campaignパーティションにデータベース書
き込みユーティリティを構成します。

• Optimizeインストールで、データベース書き込みユーティリティがCampaignと同じ
場所にあることを確認します。

CampaignとOptimizeは両方ともCampaign > Partitions > PartitionN >

DataSources > DataSourceName > LoaderCommandプロパティを参照するの
で、両方のマシンに同じ相対フォルダ構造を作成する必要があります。

たとえば、LoaderCommand

が/app/Unica/Campaign/partitions/partition1/scripts/load.shであ
る場合、load.shを、Optimizeマシン
の/app/Unica/Optimize/partitions/partition1/scriptsにコピーする必
要があります。このとき、必要に応じて、ディレクトリを作成します。

• Optimizeインストールで、データベース書き込みユーティリティ用のコントロール
ファイルテンプレートがCampaignと同じ場所にあることを確認します。

Campaign > Partitions > PartitionN > DataSources > DataSourceName >

LoaderControlFileTemplateにより定義されるファイルがCampaignとOptimize
の両マシンに存在する必要があります。 コントロールファイルテンプレートは、同
じ相対ディレクトリにある必要があります。 Campaignマシン上で、このファイル
は/Campaignとの相対ディレクトリ、たとえ
ば/Campaign/partitions/partition1/scriptsにある必要があります。
Optimizeマシン上で、このファイルは/Optimizeとの相対ディレクトリ、たとえ
ば/Optimize/partitions/partition1/scriptsにある必要があります。

UNIXシステムでは、ソフトリンクを使用してOptimizeディレクトリにコントロール
ファイルテンプレートを作成します。 たとえ
ば、/Optimize/partitions/partition1/scriptsディレクトリから次のコマ
ンドを実行します。

ln –s /Campaign/partitions/partition1/scripts/load.ctr load.ctr
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ププロロセセススにに対対すするる仮仮想想メメモモリリのの割割りり当当ててのの増増
大大(UNIXののみみ)

大量のデータを処理したり、マルチスレッド最適化を使用する場合、Optimizeで使用で
きる仮想メモリのサイズを大きくすることが必要になる場合があります。 これ
は、/bin/ACOServer.shでulimitを設定することにより構成します。Optimizeは、
既定で、ulimitを1 Gb (1048576)に設定します。

Optimizeサーバが専用サーバ上で実行している場合、ulimitはunlimitedに設定する
必要があります。 それ以外の場合は、ulimitを可能な限り高い値に設定してくださ
い。

ulimitの値を変更するには、ACOServer.sh内の次の行を編集してください。

iDataMin=1048576

IBM Unica Optimize - ユーザガイド

1048576を仮想メモリの有効なサイズに置き換えます。 ulimitの詳細(有効値など)に
ついては、使用のオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

Windowsシステムでは、ulimitに対応する設定がありません。有効値はunlimitedで
す。

N950001

最最適適化化アアルルゴゴリリズズムムののチチュューーニニンンググ
いくつかの設定を構成すると、最適化アルゴリズムの動作を変えることができます。
これらの設定を変更することで、最適性やパフォーマンスを向上できます。 これらの
パラメータは、グローバルに設定することも、Optimizeセッションごとに設定すること
もできます。 グローバル設定は、Campaign > partitions > partition[n] >

Optimize > AlgorithmTuningカテゴリの[構成]ページにある構成パラメータです。
Optimizeセッションレベルパラメータは、Optimizeセッションの[サマリ]タブの[詳細設
定]にあります。

これらのセッションの微調整は、繰り返し行われるプロセスであり、ハードウェアのタ
イプや構成、データセット、最適化ルールなど、環境によって大きく異なります。
Optimizeのパフォーマンスを調整する際のガイドラインを、次のセクションで解説しま
す。

関関連連トトピピッックク
• Optimizeセッションレベルの詳細設定

N9B0001

ママルルチチススレレッッドド最最適適化化
マルチスレッド最適化を有効にして、Optimizeのパフォーマンスを向上させる、つま
りOptimizeセッションの実行時間を短縮することができます。 マルチスレッド最適化を
有効にするには、EnableMultithreading構成プロパティをtrueに設定します。
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複数のCPUまたはコアを使用している場合、使用できるCPUまたはコアの数、つま
りスレッドの最大数はOptimizeライセンスによって制限を受けます。 詳細について
は、IBM Unica 担当者にお問い合わせください。

マルチスレッド最適化を有効にすると、Optimizeのパフォーマンスが大きく向上する場
合があります。 パフォーマンスがどれだけ向上するかは、使用する最適化ルールのタ
イプ、これらのルールとデータとのインタラクション、データベースI/Oの速度、ハー
ドウェアのタイプと構成など多くの要素に依存します。 最大並行処理レベルは、非並
行処理部分により制御され、Optimizeセッション間で異なります。

一般的には、以下のガイドラインを参考にしてください。

• マルチスレッド最適化を有効にした場合、最適化ステージのパフォーマンスのみを
向上させることができます。

最適化セッションの大部分は、推奨コンタクトテーブル(PCT)からデータを読み込
み、最適化ルールを適用し、データベースからデータを取得し、チャンクをランダ
ム化して作成し、最適化されたコンタクトテーブル(OCT)に書き込むという作業に
なります。 マルチスレッド最適化は、順に実行されるこれらのプロセスには影響し
ません。 PCTの読み込みとOCTへの書き込みのパフォーマンスを向上させるには、
データベース書き込みユーティリティの使用とデータベース構成の最適化を検討し
てください。

• 最適化セッションで顧客間ルールを使用しない場合、マルチスレッド最適化による
パフォーマンスの向上は限定的になります。

Optimizeは、顧客間ルールを実装するアルゴリズムを処理する際に、マルチスレッ
ド最適化を最も利用します。

• 一般的に、パフォーマンスを最大化するためには、最大スレッド数は、達成可能な
最高並行処理レベル以上である必要があります。 ただし、その他のハードウェア上
の制限事項により、マルチスレッドによるパフォーマンスの向上に制限がかかる場
合があります。 たとえば、使用するスレッド数をサポートするだけのRAMがない場
合、最適化セッションは実行できなくなる可能性があります。 また、複数のコ
ア(CPUではなく)で構成されるハードウェアの場合、複数のハードウェアスレッド
が同じキャッシュを使用するので、パフォーマンスはキャッシュI/Oにより制限を受
けます。

顧客間ルールを処理するスレッド数はMaxCustomerSampleProcessingThreads

構成プロパティで定義します。 使用可能なRAMとハードウェアパフォーマンス特性
に基づいて、この設定の最適値を見つけるためにシステムを調整することが必要に
なる場合があります。

• CustomerSampleSize値が小さい場合、スレッド単位のRAM利用率が下がるの
で、並行処理できるスレッド数を増やすことができる場合があります。 ただし、こ
の値を下げると、チャンクの処理に必要な時間も短くなるので、チャンクの処理と
前処理間の割当量が減り、ボトルネックの原因になります。

• 顧客間ルールを処理するスレッド数を最適化している場合、顧客サンプルからデー
タを読み込むのに使用されるスレッド数、または最適化された顧客をステージング
テーブルに書き込むのに使用されるスレッド数を増やすことにより、パフォーマン
スをさらに向上させることができる可能性があります。
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顧客サンプルからデータを読み取るスレッド数はProcessingThreadQueueSize

構成プロパティで定義します。 ステージングテーブルにデータを書き込むスレッド
数はPostProcessingThreadQueueSize構成プロパティで定義します。

特定のOptimize実装に対してマルチスレッド最適化を調整する方法の詳細について
は、IBM Unica 担当者にお問い合わせください。

N9C0001

CustomerSampleSizeのの設設定定
最適性を維持しながら、最良のOptimizeのセッション実行時間を確保できるよ
うCustomerSampleSizeを正常に構成するには、いくつかの点を考慮する必要があり
ます。

CustomerSampleSizeとと"チチャャンンクク"
Optimizeは、推奨コンタクトを、顧客のランダムなサブサンプルに分割します。これ
を"チャンク"と呼びます。 1つの顧客に属するすべての推奨コンタクトおよびコンタク
ト履歴は、その顧客が属するチャンク内で、その顧客を使用して処理されます(顧客は1
つのチャンクにしか属せません)。 最適化アルゴリズムの正確さは、顧客のチャンク同
士が統計的に類似しているかどうかによって左右されます。チャンクサイズが大きけれ
ば大きいほど、正確である可能性が高くなります。 顧客間のキャパシティ制約は、
チャンク間で均等に分散されます。 たとえば、Optimizeセッションに、最大で1000件
のオファーAを許可するという制約がある場合、Optimizeセッションが10個のチャンク
で実行される場合は、各チャンクには最大で100件のオファーAを許可するというキャ
パシティルールが適用されます。

アルゴリズムチューニング変数CustomerSampleSizeを使用すると、最大チャンクサ
イズを設定できます。 チャンクが大きければ大きいほど、より正確な結果を得ること
ができますが、必要となるセッション実行時間とメモリリソースも多くなります。 慎
重に計画を立てずに10,000個を大幅に超える数のチャンクサイズを使用しないでくださ
い。一度に10,000件以上の顧客を処理できるメモリリソースを持つシステムはあまりな
いので、Optimizeセッションの実行が失敗してしまいます(メモリ不足エラーの発生に
よる)。 多くの場合、チャンクサイズを大きくしても、ソリューションの最適性(最適化
コンタクトテーブルで存続しているトランザクションのスコアの合計として測定され
る)は大幅に向上せず、実行に必要となる時間とメモリが多くなるだけです。 最適化に
関する特定の問題やパフォーマンスのニーズに基づき、CustomerSampleSizeを調整
する必要があります。

顧客間のキャパシティルールが定義されていない、シンプルな最適化シナリオでは、大
きいチャンクサイズを使用してもメリットはありません。

CustomerSampleSizeとと顧顧客客間間ののキキャャパパシシテティィルルーールル
顧客間のキャパシティルールが使用されるケースを理解するには、それらのルールが複
数のチャンクにどのように適用されるかを理解する必要があります。 たとえば、チャ
ネル「電子メール」に対し、最小が20、最大が1,000に設定された最小/最大オファー
キャパシティルールが1つあるとします。 100,000件の顧客がおり、最大チャンクサイ
ズが10,000である場合、各チャンクは、最大が100の修正後ルールによって処理されま
す(ルールの最大値を、チャンク数、この場合は10で除算した数)。
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最大チャンクサイズが小さければ、生成されるチャンク数が増えることがあります。
そうすると、ルールが、チャンクよりも数が少ない要素(電子メールチャネルなど)に依
存する可能性が高くなります。 チャンクサイズが100に減ると、チャンク数は1,000個
になります。 ここで、ルールの最小値は、実際にはチャンクの数よりも少なくなるの
で、修正後のルールは.02になります(20を1,000で除算した値)。 この場合、チャンク
の2%が最小値1のルールを使用し、残りの98%は最小値0を使用します。各チャンク
が、チャネル「電子メール」について統計的に類似している限りは、Optimizeは、予期
したとおりにルールを処理します。 電子メールをオファーされた顧客の数が、チャン
クの数より少ない場合は、問題が生じます。 電子メールをオファーされた顧客が500件
しかない場合は、各チャンクに電子メールをオファーされた顧客が含まれる可能性
は50%にしかなりません。そのため、電子メールをオファーされた顧客と、最小値1の
ルールが両方とも含まれるチャンクが存在する可能性は、わずか1%です。 Optimize
は、指定された最小値である20を満たすことなく、平均で5しか返しません。

チャンクの数は、チャンクサイズと、顧客の合計によって異なります。 最大チャンク
サイズは10,000です。すなわち、最適な結果を得るためには、重要な要素(ルールで使
用されるアイテム)を持つ顧客の最小数が、顧客の数を1,000で除算した値以下になって
はなりません。 推奨コンタクトの数を増やし、統計的類似性を維持するとパフォーマ
ンスが低下するように思われます。また、推奨コンタクトが増えると、オーバーヘッド
も増加します。 このようにチャンクサイズが小さければ、より短時間で処理すること
ができるため、小さいチャンクサイズを使用できればオフセット以上の結果を期待でき
ます。

N9D0002

Optimizeテテーーブブルルののイインンデデッッククスス化化
Optimizeインストーラは、これらのテーブルを適切にインデックス化する必要があ
ります。 ただし、インストールやアップグレードに問題があった場合、これらの
テーブルを手動でインデックス化する必要があります。

最適なパフォーマンスを実現するには、いくつかのOptimizeテーブルでインデックスを
作成する必要があります。 UA_ContactHistoryテーブルなど、オーディエンスごと
のテーブルを作成する際、これらのインデックスを各テーブルで作成します。

インデックスを作成するための正確なコマンドについては、データベースのマニュアル
を参照してください。 例:

CREATE INDEX IndexName ON TableName ( ColumnName )
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次の表に、インデックス化する必要があるテーブル名と列を示します。 これらのテー
ブルは、Campaignシステムテーブル内にあります。
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テテーーブブルル 列列 説説明明

• オーディエンスIDaudience_segMembers CampaignフローチャートとOptimize
• SegmentIDhip セッションでは、戦略的セグメントは

任意で使用できます。

戦略的セグメントを使用する場合は、
オーディエンスレベルごとに1つのセ
グメントメンバシップテーブルが必要
です。 すべてのセグメントメンバ
シップテーブルに、インデックスを作
成する必要があります。

各オーディエンスID列は、Campaign
で定義された、対応するAudience

IDに一致する必要があります。

• OptimizeIDUACO_PCTsessionID このテーブルは、Optimize 7.5.2以降
• ContactDateTime のバージョンで作成された場合に、自
• オーディエンスID 動的にインデックス化されます。 旧
• ContactID バージョンのOptimizeからアップグ
• TempOfferHistID レードする場合は、これらのテーブル
• OfferID を手動でインデックス化する必要があ

ります。

UACO_PCTsessionID テーブルが、
各Optimizeセッションにあります。こ
こで、セッションははACOSessionID

です。ACOSessionIDと
は、UACO_OptSessionテーブルで定
義された、各Optimizeセッションの一
意の識別子を指します。

各オーディエンスID列は、Campaign
で定義された、対応するAudience

IDに一致する必要があります。

• OptimizeIDUACO_POAsessionID このテーブルは、Optimize 7.5.2以降
• TempOfferHistID のバージョンで作成された場合に、自

動的にインデックス化されます。 旧
バージョンのOptimizeからアップグ
レードする場合は、これらのテーブル
を手動でインデックス化する必要があ
ります。

UACO_POAsessionID テーブルが、
各Optimizeセッションにあります。こ
こで、セッションははACOSessionID

です。ACOSessionIDと
は、UACO_OptSessionテーブルで定
義された、各Optimizeセッションの一
意の識別子を指します。
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テテーーブブルル 列列 説説明明

• RandomIndexUACO_RCsessionID このテーブルは、Optimize 7.5.2以降
• オーディエンスID のバージョンで作成された場合に、自

動的にインデックス化されます。 旧
バージョンのOptimizeからアップグ
レードする場合は、これらのテーブル
を手動でインデックス化する必要があ
ります。

UACO_RCsessionID テーブルが、
各Optimizeセッションにあります。こ
こで、セッションははACOSessionID

です。ACOSessionIDと
は、UACO_OptSessionテーブルで定
義された、各Optimizeセッションの一
意の識別子を指します。

各オーディエンスID列は、Campaign
で定義された、対応するAudience

IDに一致する必要があります。

• PackageIDaudience_ContactHis PackageIDおよびCellID列
• オーディエンスIDtory は、Campaignのインストール時に作
• CellID 成された、サンプル
• ContactDateTime のUA_ContactHistoryテーブルで既

にインデックス化されています。

各オーディエンスID列は、Campaign
で定義された、対応するAudience

IDに一致する必要があります。

• オーディエンスIDaudience_dtlContact 各オーディエンスID列は、Campaign
• ContactDateTimeHist で定義された、対応するAudience

• TreatmentInstID IDに一致する必要があります。

N9E0002

ココンンタタククトト履履歴歴へへののククエエリリのの制制御御
コンタクトを最適化する際、Optimizeには、最大重複オファー数、最大パッケージ数、
最小/最大オファー数など、コンタクトの負担を管理するためのルールがあります。 こ
れらのルールにはすべて、[期期間間経経過過]または[期期間間内内]セクションがあります。

すべてのルールで期間を常に0に設定すると、Optimizeセッションは、どのルールの期
間も使用しないことを意味します。 このような場合、UseFutureContacts構成プロ
パティを使用し、Optimizeセッションの実行中にOptimizeがコンタクト履歴テーブルに
対してクエリを実行する方法を制御できます。

UseFutureContacts をfalseに設定すると、ルールに期間が含まれている場
合、Optimizeはコンタクト履歴テーブルとの結合を最適化します。 ルールに期間が含ま
れない場合は、Optimizeはコンタクト履歴テーブルに対してクエリを実行しないので、
パフォーマンスが向上されます。
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UseFutureContacts をtrueに設定すると、Optimizeは常にコンタクト履歴テーブル
にクエリを実行します。 これにより、パフォーマンスに影響が及びますが、コンタク
トへの負担を管理する際、今後送信されるコンタクトのプレースホルダが考慮されるよ
うになります。
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N10439

B IBM Unica Optimize構構成成
ププロロパパテティィ

■ Optimize 構成のプロパティ
■ unicaACOListener カテゴリ
■ sessionRunMonitor カテゴリ
■ MemoryTuning カテゴリ
■ userTemplateTables カテゴリ
■ AlgorithmTuning カテゴリ
■ Debug カテゴリ
■ logging カテゴリ
■ unicaACOOptAdmin カテゴリ

N9F0001

Optimize 構構成成ののププロロパパテティィ
このセクションでは、[構成]ページにあるOptimize構成プロパティについて説明しま
す。

Campaign|Partitions|partition[n]|dataSourcesにもOptimize固有
のUOSQLOnConnectという追加構成プロパティがあります。 UOSQLOnConnectの詳細
については、IBM Unica Campaignのドキュメントを参照してください。

NA00001

Campaign > unicaACOListener
これらの構成プロパティはOptimizeリスナ設定を最適化します。

serverHost
Optimizeのインストールに使用するホストマシン名に設定します。

既既定定値値

localhost

serverPort
Optimizeのインストールに使用するホストマシンポートに設定します。
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既既定定値値

なし

useSSL
SSLを使用し、Marketing Platformマシンに接続するには、Trueに設定します。 それ以
外の場合はFalseに設定します。

有有効効値値

True | False

既既定定値値

False

keepalive
接続をアクティブのまま保つために、Campaign Webアプリケーション
が、ACOListenerにメッセージを送信する間隔を秒単位で指定します。 ネットワークが
非アクティブな接続を閉じるよう構成されている場合は、keepaliveを使用すると接
続を開いたままにできます。

0に設定されていると、Webアプリケーションはメッセージを送信しません。

このkeepaliveプロパティは、JAVAソケットのkeepAliveとは別です。

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

0

logProcessId
Optimizeリスナログ(
Optimize_installation_directory/logs/unica_acolsnr.log)に、Optimize
リスナプロセスのIDを記録するには、yesに設定します。 それ以外の場合はnoに設定
します。

有有効効値値

yes | no

既既定定値値

yes

loggingLevels
記録されるOptimizeリスナデータの詳細を設定できます。
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この設定は、 Optimize_installation_directory/logs/unica_acolsnr.log

ファイルに影響します。

有有効効値値

LOW | MEDIUM | HIGH | ALL

既既定定値値

MEDIUM

logMaxFileSize
ログファイルの最大サイズを、整数のバイト単位で設定します。ログファイルがこのサ
イズに到達すると、Optimizeは新しいファイルを作成します。 この設定は、
Optimize_installation_directory/logs/unica_acolsnr.logに影響しま
す。

既既定定値値

20485760

enableLogging
ログを有効にするには、Trueに設定します。 それ以外の場合はFalseに設定します。
この設定は、 Optimize_installation_directory/logs/unica_acolsnr.log

に影響します。

有有効効値値

True | False

既既定定値値

True

logMaxBackupIndex
保存するバックアップファイルの数を整数で設定します。 この設定は、
Optimize_installation_directory/logs/unica_acolsnr.logに影響しま
す。

既既定定値値

5

loggingCategories
記録するデータのカテゴリを、コンマ区切りリストで指定できます。 この設定は、
Optimize_installation_directory/logs/unica_acolsnr.logに影響しま
す。
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有有効効値値

all | bad_order | cell_access | commands | config | data_errors |

dbload | file_access | general | memory | procrun | query | sort |

sysquery | table_access | table_io | table_mapping | webproc

既既定定値値

all

NA10001

Campaign > partitions > partition[n] >
Optimize > sessionRunMonitor

progressFetchDelay
Webアプリケーションが、リスナから進捗情報を取得するまで待機する時間を、ミリ秒
単位で設定する整数です。

既既定定値値

250

NA20001

Campaign > partitions > partition[n] >
Optimize > MemoryTuning

MaxRamUsage
コンタクト履歴のキャッシュに使用する最大メモリサイズをMB単位で定義します。 こ
の値は、コンタクト履歴レコード1つのサイズ以上にする必要があります。

既既定定値値

128

NA30001

Campaign > partitions > partition[n] >
Optimize > userTemplateTables

このプロパティは、PCTおよびOCTによって使用されるテンプレートテーブルを定義し
ます。

tablenames
推奨コンタクトテーブル(PCT)または最適化コンタクトテーブル(OCT)に、ユーザ固有
項目を追加するために使用されるテーブルの、テーブル名のコンマ区切りリストを入力
します。
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既既定定値値

UACO_UserTable

N250001

Campaign > partitions > partition[n] >
Optimize > AlgorithmTuning

これらの構成プロパティは、最適化の調整に使用できる設定を定義します。

MaxAlternativesPerCustomerEvaluated
顧客に最適な選択肢を見つけるまでに、Optimizeが推奨トランザクションまたは選択肢
の組み合わせをテストする最大回数を設定します。

たとえば、次の条件が当てはまる場合:

• 推奨コンタクトテーブル(PCT)にある、顧客に関連付けられたオファー
がA、B、C、Dであり、それらのオファーのスコアがA=8、B=4、C=2、D=1である

• MaxAlternativesPerCustomerEvaluatedプロパティが5である

• 最大オファー数=3のルールが存在する

試行された選択肢は次のようになります。

• ABCスコア= 14

• ABDスコア= 13

• ABスコア= 12

• ACDスコア= 11

• ACスコア= 10

テストされる選択肢の数が非常に多くなる可能性があるため、この値を設定しておく
と、OptimizeがPCT内で次の顧客に移動する前に、コアアルゴリズムが顧客に費やす労
力を制限することができます。

既既定定値値

1000

CustomerSampleSize
最適化される顧客の数がCustomerSampleSizeより大きい場合は、Optimizeは、顧客
をCustomerSampleSizeよりも小さい数のグループに分け、各サンプルグループを個
別に最適化します。 カスタムキャパシティルールなど、グループ間にまたがるルール
は満たされています。 この数を増やすと最適性が向上しますが、パフォーマンスが低
下する可能性があります。
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最適なCustomerSampleSizeは、顧客の数に相当します。 ただし、大量のデータを処
理すると、非常に長い時間がかかる可能性があります。 顧客を小さいグループに分
け、Optimizeが一度に処理しやすくすると、最適性に対する損失を最小限に抑えてパ
フォーマンスを向上できます。

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

1000

CustomerRandomSeed
乱数種は、CustomerSampleSizeによって定義されたサンプルグループを入力する前
に、Optimizeがレコードをランダムに選択するために使用する開始点となります。 顧客
の数がCustomerSampleSizeよりも少ない場合は、このプロパティは最適化に影響し
ません。

現在のランダムサンプルにより、結果が大きく偏る場合は、乱数種を変更することがで
きます。

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

1928374656

MaxIterationsPerCustomerSample
Optimizeが顧客グループを処理する繰り返しの最大回数。Optimizeは、最適性を達成で
きるまで、または繰り返しの回数がMaxIterationsPerCustomerSampleに到達する
まで、顧客グループを処理します。

セッションログ内の次の情報から、MaxIterationsPerCustomerSampleの設定の効
果を確認することができます。

• 顧客チャンクごとの最大、最小、および平均繰り返し数

• 顧客ごとに作成される選択肢の最大、最小、および平均数

• 顧客ごとに試行される選択肢の最大、最小、および平均数

• 繰り返しの標準偏差

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

1000
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MaxCustomerSampleProcessingThreads
Optimizeが最適化アルゴリズムの処理に使用する最大スレッド数。 一般的に
は、MaxCustomerSampleProcessingThreadsの設定値を高くすればするほど、パ
フォーマンスが上がります。 しかし、使用する最適化ルールおよび使用するハード
ウェアのタイプや数などの複数の要素によりパフォーマンスの向上は制限されます。
Optimize実装の調整方法の詳細については、IBM Unica 担当者にお問い合わせくださ
い。

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

1

ProcessingThreadQueueSize
PCTから顧客サンプルを読み取る際にOptimizeが使用できるスレッド数。 スレッド数を
増やすことにより、Optimizeセッションのパフォーマンスを向上できます。 Optimize実
装の調整方法の詳細については、IBM Unica 担当者にお問い合わせください。

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

1

PostProcessingThreadQueueSize
OCT用ステージングテーブルに顧客サンプルを書き込む際にOptimizeが使用できるス
レッド数。スレッド数を増やすことにより、Optimizeセッションのパフォーマンスを向
上できます。 Optimize実装の調整方法の詳細については、IBM Unica 担当者にお問い合
わせください。

有有効効値値

正の整数

既既定定値値

1

EnableMultithreading
trueの場合、Optimizeは最適化アルゴリズムの処理時に複数のスレッドの使用を試みま
す。 スレッド数
は、MaxCustomerSampleProcessingThreads、ProcessingThreadQueueSize

、PostProcessingThreadQueueSizeの各構成プロパティで設定できます。 falseの
場合、Optimizeは単一スレッドで最適化アルゴリズムを処理します。
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有有効効値値

true | false

既既定定値値

true

EnableBufferingHistoryTransactions
trueの場合、Optimizeは、Optimizeセッション実行中に読み取るファイルにコンタクト
履歴トランザクションを書き込みます。 falseの場合、OptimizeはCampaignシステム
テーブル内のUA_ContactHistoryテーブルから読み取ります。

falseの場合、Optimizeは、Optimizeセッションの長さに対してUA_ContactHistory

テーブルに読み取りロックを作成します。 このことは、データベース書込みユーティ
リティを使用している場合、テーブルへの書き込みが失敗する原因になることがありま
す。 trueの場合、Optimizeは、ファイルへのクエリの書き込みにかかる時間に対しての
み、テーブルに読み取りロックを作成します。

有有効効値値

true | false

既既定定値値

false

MinImprovementPercent
この構成プロパティにより、最適化率が指定のレベルにまで達したところで、顧客グ
ループ処理を停止できます。 MinImprovmentPercentプロパティで、繰り返しを続
行するスコア向上率をパーセント単位で設定できます。 既定値はゼロです。既定値で
は、繰り返し数の制限がありません。

既既定定値値

0.0

UseFutureContacts
最適化ルールのいずれかで期間を使用していない場合、Optimizeにコンタクト履歴テー
ブルへのクエリを実行させないようにしてパフォーマンスを向上させることができま
す。 UseFutureContacts 構成プロパティを使用してこの動作を制御できます。

UseFutureContacts をfalseに設定した場合、Optimizeセッションの最適化ルールに
期間が使用されていなければ、Optimizeは、コンタクト履歴テーブルに対してクエリを
実行しません。 これにより、Optimizeセッションの実行に必要な時間を改善できます。
ただし、Optimizeセッションが期間を使用している場合、コンタクト履歴テーブルに対
するクエリは実行されます。
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可能性ある未来のコンタクトをコンタクト履歴に記録する場合
は、UseFutureContacts をtrueに設定する必要があります。 たとえば、翌週、特別
なプロモーションについて特定の顧客に電子メールを送る場合に、そのコンタクトをあ
らかじめコンタクト履歴テーブルにプレースホルダとして入力しておくことができま
す。 この場合、UseFutureContacts をtrueに設定し、常にOptimizeがコンタクト履
歴テーブルにクリエを実行するようにしておく必要があります。

有有効効値値

True | False

既既定定値値

False

NA40001

Campaign > partitions > partition[n] >
Optimize > Debug

このプロパティは、PCTの処理におけるデバッグレベルを定義します。

ExtraVerbose
推奨コンタクトテーブルで処理された行について、詳細ログを提供するには、この値
をyesに設定します。 既定では、この値をyesに設定すると、すべての行が記録されま
す。

推奨コンタクトテーブルで処理された行を記録しない場合は、この値をnoに設定しま
す。

有有効効値値

yes | no

既既定定値値

no

N260001

Campaign > partitions > partition[n] >
Optimize > logging

このプロパティはOptimizeのログ設定を定義します。

enableBailoutLogging
Trueに設定した場合、OptimizeがMaxAlternativesPerCustomerEvaluatedに
よって設定された上限を超え、顧客に適した選択肢が見つからなかったときに、(上限
を超えた顧客をカウントする、通常のログ以外に)その顧客のログが生成されます。
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Trueに設定した場合、Optimizeがコンマ区切り値(CSV)ファイルで処理できなかった顧
客の詳細情報を含むファイルを別に取得できます。 各行が顧客1人に対応します。 最初
の列には顧客IDが示され、2番目の列には、Optimizeがその顧客を処理できなかった理
由が示されています。 このファイルはunprocessables_sessionID.csvという名前
で、 OptimizeInstallationDirectory/partitions/partition[n]/logsディ
レクトリに保存されます。

有有効効値値

True | False

既既定定値値

False

logProcessId
Optimizeサーバログ(
Optimize_installation_directory/partitions/partition[n]/logs/unic

a_acosvr_SESSIONID.log)に、OptimizeサーバプロセスのIDを記録するには、True

に設定します。 それ以外の場合はFalseに設定します。

有有効効値値

True | False

既既定定値値

False

loggingLevels
記録されるサーバデータの詳細を設定できます。

Optimizeサーバログ(
Optimize_installation_directory/partitions/partition[n]/logs/unic

a_acosvr_SESSIONID.log)に影響します。

有有効効値値

LOW | MEDIUM | HIGH | ALL

既既定定値値

MEDIUM

logMaxFileSize
ログファイルの最大サイズを、整数のバイト単位で設定します。ログファイルがこのサ
イズに到達すると、Optimizeは新しいファイルを作成します。 Optimizeサーバログ(
Optimize_installation_directory/partitions/partition[n]/logs/unic

a_acosvr_SESSIONID.log)に影響します。
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既既定定値値

10485760

enableLogging
ログを有効にするには、Trueに設定します。 それ以外の場合はFalseに設定します。
Optimizeサーバログ(
Optimize_installation_directory/partitions/partition[n]/logs/unic

a_acosvr_SESSIONID.log)に影響します。

有有効効値値

True | False

既既定定値値

True

logMaxBackupIndex
保存するバックアップファイルの数を整数で設定します。 Optimizeサーバログ(
Optimize_installation_directory/partitions/partition[n]/logs/unic

a_acosvr_SESSIONID.log)に影響します。

既既定定値値

5

loggingCategories
記録するデータのカテゴリを、コンマ区切りリストで指定できます。 Optimizeサーバロ
グ(
Optimize_installation_directory/partitions/partition[n]/logs/unic

a_acosvr_SESSIONID.log)に影響します。

有有効効値値

all | bad_order | cell_access | commands | config | data_errors |

dbload | file_access | general | memory | procrun | query | sort |

sysquery | table_access | table_io | table_mapping | webproc

既既定定値値

all

NA50001

Campaign > unicaACOOptAdmin
これらの構成プロパティは、unicaACOOptAdminツールの設定を定義します。
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getProgressCmd
内部的に使用される値を指定します。変更はできません。

有有効効値値

optimize/ext_optimizeSessionProgress.do

既既定定値値

optimize/ext_optimizeSessionProgress.do

runSessionCmd
内部的に使用される値を指定します。変更はできません。

有有効効値値

optimize/ext_runOptimizeSession.do

既既定定値値

optimize/ext_runOptimizeSession.do

loggingLevels
loggingLevelsプロパティは、重大度に基づき、Optimizeのコマンドラインツールの
ログファイルに書き込まれる詳細レベルを制御します。 レベルに
は、LOW、MEDIUM、HIGH、およびALLがあり、LOWは最小限の詳細しか書き込みま
せん(つまり、最も重要なメッセージしか書き込まれません)。 ALLレベルにはトレース
メッセージも含まれ、主に診断目的で使用されます。

有有効効値値

LOW | MEDIUM | HIGH | ALL

既既定定値値

HIGH

cancelSessionCmd
内部的に使用される値を指定します。変更はできません。

有有効効値値

optimize/ext_stopOptimizeSessionRun.do

既既定定値値

optimize/ext_stopOptimizeSessionRun.do
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logoutCmd
内部的に使用される値を指定します。変更はできません。

有有効効値値

optimize/ext_doLogout.do

既既定定値値

optimize/ext_doLogout.do

getProgressWaitMS
進捗情報を取得するためにWebアプリケーションに対するポーリング間隔をミリ秒単
位(整数)で設定します。 getProgressCmdを設定しない場合、この値は使用されませ
ん。

有有効効値値

An integer greater than zero

既既定定値値

1000
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